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序章





　空には九つの月が昇っていた。

　太陽はポッカリとした穴で、代わりに輝くのは大地である。その大地光を浴びながら大量の魔法紋章の雲が、一つの歯車時計のように調和の中で動き続けていた。

「これは万有汎神ひとつの世界の視点――」

　魔王ミトラス・アグディスティスはポツンと風景の中に一人立ち、呟つぶやいた。

　これは形けい而じ上じようの存在と形けい而じ下かの存在が反転した風景である。

　人間の肉体に封じられてから一切見ることができなくなった、魔王の故郷の風景だった。

「そうか……」

　急に気がついて、魔王は自分の両手を見た。未いまだに見慣れない、『たかが人間』の青年の手である。

　その手のひらは石のように生気を失っていて、指先からは小さな四角いサイコロ状の石が、ポロポロとこぼれ落ちていた。入れ替わりに周囲の空気――そして足元の地面から、サイコロ石が体に這はい上がってくる。

　これが『時間』という、世界を破壊し続けるためにⅥセクスタスがかけた魔王封印の呪のろいだ。あらゆる組織だったものを余さず破壊し、均質化していく力の姿だ。

　崩壊しながら再び作り上げられる魔王ミトラスの体を中心に、ザッザッザッと周囲の世界へ向け波が走る。大海原のように決して止めようもなく、波はどこまでも伝わっていく。

　魔王はその風景に身震いした。

　今の魔王を支配するのは、ただ単純な不完全であることの不安だった。

　人としても魔王としても何かが欠けていて、それがずっと埋まらないことに身震いする。

　……どこか遠くで鐘の音が鳴った。

　それが自分を呼ぶ声だったような気がして、魔王ミトラスは周囲を見回す。王女カルセオラリアの姿がすぐ背後にあった。

　カルセは神官用の丸帽子に、神官服の姿である。

　かつては鮮やかな青と白だったその衣装は、今は真っ黒な液体で薄汚れていた。

　そして振り向きもしないままカルセは、あらぬ方を見て柔らかく微笑ほほえんでいる。

　死んだ女が神を祀まつる服を纏まとう姿は、かえって不吉で不気味な恐ろしさを感じさせた。

　だが魔王はカルセの存在に、胸が高鳴るのを感じていた。ただ、心騒ぐ。

　それは期待であるのに不安で、幸福と悲しみが混然とした感情だった。カルセ一人がいるだけで、自然とそうなってしまうのだ。

　魔王が呆ぼう然ぜんと見守る前で、カルセはその手を地面に伸ばした。

　みるみるうちにその手は地に埋まり、巨大なそれを苦もなく引きずり上げる。

　出てきたのは獣の耳を持つ異形の少女――アティスの姿である。

　――カルセは『自分のいる世界』にアティスだけを連れていこうとしているのだ。

　その事実に気づいて、魔王はカッとなった。

「やめろ！」

　なぜそんな怒鳴り声が出てきたのか、よく分からない。だが頭が熱い。

「お前はお前の成してきたことを、全すべて台なしにするつもりか？」

　カルセがアティスを連れていってしまうのを、魔王は必死に止めようとしていた。

　それは本当に、全ての努力を無駄にする。

　それはカルセとの永遠の別れを意味する。

　二人の繋つながりを失う。離ればなれになってしまう。

　だからこそ魔王ミトラスは、重ねて問う。

「なぜそいつを連れていくのか――」と。



　ハッ、と息を吸い込み、魔王ミトラスは目を見開いた。

　視線の先では屈強な半裸男が、ガツンガツンと槌つちで鉄てつ杭くいを床に打ちこんでいる。

　――何だこれは。

　頭の上からミシミシ音が響くので、魔王は視線を上げた。

　天井近くに張り巡らされた足場の木板の上を、何人もの足音が通り過ぎて行く。

　部屋の外では揺れる荷車の音が、ひっきりなしに行き来している。

　おまけに無遠慮なギラついた夕日が、建物の隙すき間まから直接差し込んで目を射る。

　吹きこんだすきま風が塗料と乾燥薬剤の刺激臭を運んできて、魔王は鼻の頭に皺しわを寄せた。

　不快感の洗礼を受け入れてようやく、魔王はここが『王の間』なのだと思いだした。先の事件で半分ほど吹き飛んだこのフェシナム王城は、現在再建中なのである。

　――しかし、私が居眠りだと？

　魔王は忌いま々いましい思いに小さく舌打ちをした。人間の肉体に封じられて以来、数々の制約に雁がん字じ搦がらめとなっている。おまけにその影響が、日増しに大きくなってきていた。

　息をついて視線を正面に向け、気がついて下を向く。

　そこには王座の前で跪ひざまずき、魔王を見上げる大きな栗くり色いろの瞳ひとみの少女がいた。彼女はオドオドとした態度で訊たずねてくる。

「分かっていただけましたか、王様？」

「もちろんだとも」

　魔王は余裕の顔で横柄に頷うなずいた。

　そして左手の甲で素早くヨダレを拭ぬぐい、鼻までずり落ちていた眼鏡をかけ直す。

　正直、話が全く見えてこない。途中居眠りしていたのだから当然だった。

　ひとまず――目の前の気弱げな少女は、十を少し過ぎた歳である。着ている衣服から神官見習いであることまでは分かる。

　名前――はかろうじて憶おぼえていた。それを聞いた時はまだ起きていた。確かエーティンとか名乗ったはずだ。何かえらく田舎の方から、はるばるやって来たと言っていた。その話が長すぎるのがいけないのだ。

　――ひとまず責任転嫁してみたものの、分かるのはそこまでだった。頭を抱える。

　魔王は先日の演説で、国民の悩みを直接聞くと、大変格好良く宣言したばかりなのだ。

　それがさっそく、この居眠りである。ばれたくない。格好悪すぎる。

　しかし魔王には奥の手があった。――魔王の持つ力『超推理力』だ。

　この力を持ってすれば、目の前の薄幸そうな神官見習いの依頼を見破ることなど、全くもって造作もないことなのだった。魔王の目の奥が紫色の妖あやしい光を帯びる。

「そう。お前の話とは――」

「一つ目の仮面の盗賊のことです。ごめんなさい。説明下べ手たの私が相手じゃ、王様だって居眠りしちゃいますよね。いいんです……」

「ふざけるな！」

「ごめんなさい！　ごめんなさい！」

　怒鳴る魔王に一生懸命に頭を下げて、神官見習いは謝った。まだ化粧も知らないその目元は、すでに涙が滲にじんでいる。

　そういう意味ではないと魔王は説教しようとして、ため息をついた。面倒臭い。

「いろいろ一ひと纏まとめにして、まあいいだろう。いや――」

　急に魔王は不穏に笑う。

「いっそのこと、もっと詳しく話を聞かせてもらおうか。神官見習いのエーティンよ」

　口調を豹ひよう変へんさせた魔王に怯おびえた表情を浮かべて、エーティンは話し始めた。



　丘のはるか下、深夜の暗くら闇やみに沈んだ谷底の道に沿って、一列に火の光が燃え広がっていた。荷馬車の列が襲撃を受け、燃えているのだ。

　それを見下ろす襲撃者はさらなる打撃を与えるべく、背丈ほどもある巨大な弓を引く。弓は魔法の力を借り、光を放ちながら易やす々やすと引き絞られる。

　襲撃者は顔の半分を覆おおう、一つ目の鉄仮面をつけていた。顔の真ん中に一つだけ空いたその目が、闇の中で赤く灯ともる。

　そして矢が放たれた。

　常人では届きさえしないであろう長距離からの狙そ撃げきである。しかし矢は寸分違わず目標に命中する。しかも命中と同時に、矢は魔法陣を展開した。すでに燃え落ちかけた荷馬車が勢いよく吹き飛び、さらなる赤々とした炎にさらされる。

「恥を知りなさい。邪悪な王に与くみし、美しき建国の理念を踏みにじろうとする者たちよ」

　仮面の人物が漏らした声は、凛りんとした女性のものだった。

　彼女が襲うのは王都フェシナムから来た、監査団一行の馬車隊である。新王アティスがテクト地方の支配権確立のため、都市スタンナムへ送りこもうとする役人の一行だ。

　しかし彼女は、アティス王の正体が魔王ミトラスであることをすでに知っていた。

　二発、三発と、さらに次々と、不ふ埒らちな国賊どもに魔法の矢を撃ちこむ。

「――そのあたりにしておいたらどうだ。何の金にもならん作業だ」

　馴なれ馴なれしい馬ば鹿かにしたような声が、背後から飛んでくる。

　不快感に口元を歪ゆがませた仮面の盗賊は、矢をつがえたまま声の主ぬしにそれを向ける。

　そこに立つのは、隣国ペルガムス帝国の将軍アッタロスだった。さらにその背後には、フェシナス王国に侵入したアッタロスの部下、七百人の軍勢がいる。傭よう兵へいとして活動する彼らは、ペルガムスでも精鋭中の精鋭だった。

　だが堂々たる体たい躯くの将軍アッタロスは、頬ほお傷のある顔を歪ませる。醜く獰どう猛もうに、彼は笑っていた。

「矢を下ろせ。殺されたいか？」

「――ならば黙っていなさい。あなたの存在もまた、フェシナス王国にとっては毒です」

「分からない女だな……」

　アッタロスは興きようが乗ったというように腰の剣を抜いた。そしてどんどんと仮面の盗賊に歩み寄ってくる。背後の彼の部下たちもそれを見て、ニヤニヤと笑っている。

　どこまで行けば相手が怯おびえて謝るか？　それとも矢を射るのか？　それが自分たちにどんな破滅をもたらすか？

　――全すべてを試し、賭かけにして楽しんでいるのだ。

　だが十歩まで進んで剣を携えた将軍アッタロスは顔色を変えた。仮面の盗賊の口元が、嬉うれしそうに笑ったのだ。

「ハハ、狂人め！」

　アッタロスは笑って叫び、それはそれで面白いと、仮面の盗賊へと跳んで打ちかかる。盗賊はそれより一瞬先に、必中の矢を放っていた。

　しかし振るった剣も放った矢も、魔法の光の輝きとともに一瞬にして蒸発して消える。

　代わりにその場に現れたのは、宙に浮かぶ人形のような三つの姿――天てん空くう人びとだった。

『双方、そこまでだ』

　天空人マイア、アルキュオネ、エレクトラの三体が、同時にそう言った。

　将軍アッタロスも仮面の盗賊も、ようやく諦あきらめて手を下ろす。

　この小人に刃向かうことは、それこそ人間には絶対に不可能なことである。それだけは二人とも分かっていた。

『それでいい』

　天空人エレクトラが、代表して告げる。

『忘れるな。我々の共通目的は、フェシナス王国の王位を奪った悪王アティスを倒すこと――。つまりはフェシナス王国の破壊と、真実の姿への再生である』



「ふうん」

　魔王は自分の居室で安楽椅い子すにゆられながら、気のない相づちを打った。椅子が揺れる度に、木の軋きしむ音が行ったり来たりを繰り返す。

「はい。盗賊騒動のせいで行商人の行き来が途絶えて、私の村は大変なんです」

　神官見習いエーティンの声に、衣きぬ擦ずれの音が重なった。

「ですからどうか、盗賊を討伐していただきたいのです」

　魔王は無言で息をつく。

　もちろん『一つ目の仮面の盗賊』の被害報告は、すでに魔王の元にも届いていた。何せ襲われているのは王国の監査団ばかりである。討伐の手段も準備しているところだった。

　だがそれはこの場で口に出す必要はない話である。

「……あの……これでいいですか？」

　下着姿のエーティンが、部屋の隅から恐る恐る聞いてくる。

「それで終わりではなかっただろう？」

　容赦のない魔王の言葉に、エーティンはビクリと肩をすくめる。

「……でも、その、こんな……こんなことって、本当に必要でしょうか？　いくら王様の命令だからって、私こんな…………はしたない…………」

「そうか。そうだな。ならばもう帰ってもいいぞ」

　魔王は答えた。しかし決定的なことは何も言わない。なぜならこれは、そういうゲームだからだ。

　そしてエーティンは黙ったまま、壁の前に立って両手を壁についた。両足を開いて尻しりを突き出すように立つ。

　それを魔王は安楽椅い子すに座ったまま、黙って眺めていた。

　まだ幼い神官見習いの少女は、できるだけ弾んだ息の音を聞かれまいと、静かに呼吸を繰り返している。しかしその肌は徐々に紅こう潮ちようし、内心の羞しゆう恥ちを隠せなくなっていく。

　もっとも魔王の関心は、そんな生物的な反応についてではない。

　人間の目には見えない、触れることもできない霊れい智ち物質の層――種殻テスタが魔王の狙ねらいだった。

　人間の肉体の周囲を取り巻く種殻テスタは、魔王には体全体に貼はりついた魔法円に見えていた。それがゆっくりと花のように、神官見習いの少女の上で開いていくのだ。

　その様を十分に楽しんで、ようやく魔王は安楽椅子から立ち上がった。

「――頃ころ合あいだな」

　近づいてくる足音に、エーティンは身を縮めた。再び開いていた種殻テスタは閉じていく。魔王は素早く背後から、エーティンが壁についた手を押さえてしまう。

「ま、待ってください」

　驚いたエーティンは、慌てて振り向こうとする。しかし魔王はそれと同時に、彼女の背中の種殻テスタに噛かみつき引きちぎった。

「あ…………あ」

　未知の衝撃にまずうめき声を上げたエーティンは、内から浮き上がる感覚の痺しびれ目眩めまいを起こした。体を捻ねじって痙けい攣れんする。　

　しかしその感覚を消化する間もなく、新たな衝撃が脇わき腹ばらの上で弾はじける。本当に何が起こっているのか、エーティンには全く分からなかった。ただ小さな悲鳴を繰り返しながら、その薄い胸に汗を振るわせる。膝ひざが勝手に砕けて、床に座り込んでしまう。

　魔王の押さえる両手だけで壁に吊つり下げられ、必死に荒い息を繰り返した。

　魔王が手を離し正面を向かせても、エーティンは最初に言われた通り、自分から手で壁を押さえ続けた。

「それでいい」

　魔王の指先が髪の中のエーティンの耳たぶに触れる。少し強めに揉もみ続けてやると、少女は呆ほうけたような顔になる。何度も漏れそうになる声を、どうにか口の中で押し殺す。

　やがて魔王は指先を、そのまま首筋に沿ってゆっくりと撫なで下ろしていく。両手で頭上の壁を押さえたまま、エーティンは目を閉じ何度も繰り返し小さな吐息をつく。

　魔王の指は顎あごの下に回り込み、その小さな顔を上へ向かせた。涙を一つこぼしてエーティンがそれに従うと、魔王の方は彼女の顔の下、胸の前に身を屈かがめる。

　やがて種殻テスタを引きちぎる湿った音が、部屋に絶え間なく響き始めた。それはエーティンの小さな口から漏れるか細い悲鳴に、徐々に掻かき消されていく――。



    

  
    
      



    

  
    
      
第一章





　爽さわやかに輝く朝日の中を、アティス・ガラテイアは歩いていた。

　今朝も突然、当然というように、魔王ミトラスから呼び出されたのだ。

　しょうがないのでフェシナム王城の回廊を渡り、王の間へと向かっている。

　王城は今朝も早くから、城大工が立ち働いていた。下へ手たをすれば官吏・役人より多いくらいの人数が、一生懸命壊れた壁や天井を直している。

　だが大勢の見知らぬ人の間を歩くことに、アティスは未いまだにちょっとした緊張を感じていた。なぜなら――。

　アティスはかつて魔王ミトラスを討伐するため旅立った勇者だった。しかし今は魔王との間で、肉体と精神が入れ替わってしまっている。その結果、魔王の方はアティス王を名乗って王様をやっているし、アティスの方は魔王の肉体の一部を自分の体としているのだ。

　そしてどういうわけかアティスが手に入れた体は、女になるわ、犬の耳が生えるわ、尻尾しつぽが生えるわ、社会生活にいろいろ問題を来す体なのである。

　ひとまず魔物の象徴――獣の耳だけは見られるわけにはいかないので、今日もフワフワの大きな帽子が手放せない。

　ただ服装の方はこのところ、キュロットズボンにさっぱりしたシャツと、できるだけ少年っぽくまとめていた。何人かにアティスの正体と事情を明かした結果、女装がどうにも辛つらくなってきたからだ。

　アティスが王の間にたどり着くと、部屋の入り口の大扉は開け放たれていた。中へ入ると最奥の王座で、魔王ミトラスが書類にパッコンパッコンとハンコを押しまくっている最中だった。その顔は退屈そうだが、どういうわけかいつにも増して顔色がいい。お肌ツヤツヤである。

　とにかくその前まで行くと、アティスはうやうやしく跪ひざまずいて告げた。

「アーサー・ベルシラク、参上しました」

　アティスは自分の名前を西方訛なまりにしたこの偽名を、今のところは名乗っている。

　これは魔王の提案だったが、確かに全然関係ない名よりは気が楽と、アティスも受け入れ気に入っているものだった。

　だが名乗られた魔王の方は、いきなり不ふ愉ゆ快かいそうに舌打ちした。書類の上にハンコを押してそのままにしたかと思うと、アティスの方へ飛びかかってくる。

「スカートをはけと、言っているだろうがぁ！」

「何だよいきなり……。――うわは!!」

　アティスは素すっ頓とん狂きような声を上げた。ズボンのベルトに手をかけた魔王が、どんな技を使ったのか、次の瞬間に足首までズボンを引きずり下ろしたのだ。

「ばかあ！」

　アティスは魔王を突き飛ばし、周囲の視線から必死で尻しりを隠しながら、ズボンを何とかはき直す。だが魔王は床に尻しり餅もちをついたまま、まだ文句を言う。

「男の格好などしていると、あっという間にゴリラのようになってしまうぞ？　特にお前のような体力バカは、牛の骨で人を殴るような野や蛮ばん人じんまで、あっという間だ」

「関係ないだろ！　バカじゃないのか？　信じられないよ！」

　アティスは涙目で言いながら、ようやくズボンのベルトを締め直す。

「こんなことのために、僕をいちいち呼び出したのか？」

「そんなバカが世界のどこにいる？」

「君だ！」

　フムと魔王は腕を組む。

「まあそれはいいとして、実はあまり大っぴらに話せることでもないのだよ。そんなわけで、ひとまず散歩に行こうではないか。王城衛兵隊隊長アーサー・ベルシラク」

「散歩？」

　聞き返すアティスに、魔王はまだ床に座ったまま頷うなずいた。



　魔王とアティスは王城の裏門を抜け、北へ向かって市街城壁まで続く大通りへ向かった。

　レンガで舗装されたこの広い道は、南側の大通りと違って公務で使われることはまずない。そんなことから市民たちの憩いの場として、常に開放されていた。通路というより公園といった方が近い。

　大通り両りよう脇わきの水路を水が流れてせせらぎ、昼には蒸し暑くなる空気も今は涼しい。

　行き来する人々の数はかなりのものだが、女性や子供や老人の比率が多い。露店などもまばらで、散歩し時間を潰つぶすには最適の場所だった。

　そののんびりムードの中を、魔王とアティスは歩いていく。

　魔王は――というか『アティス王』は有名人ではあったが、王家が開放的なので今さら騒がれることもない。隣に剣を腰に下げたアティスがつけば警備はそれで事足りた。

　もっともアティスはアティスで、今は王城衛兵隊を束ねる隊長である。魔王がそう決めたのだ。なのにこう思いつきで出歩かれると、警備計画も何もあったものではない。

　そんなアティスの気苦労も知らぬげに、魔王は王都の発展を見回し――つまりはフェシナス王国の繁栄に、ご満悦の様子だった。

　実際、王都の風景の全体に、明るい雰囲気がみなぎっている。

　王国は前年の政治的混乱から素早く回復し、まずモノや商売の流れが戻ってきた。国内で最大の農作物生産地である西のリストアギ地方との関係修復が、いち早く成功を収めたのだ。

　もちろん消費の中心である王都と友好関係を取り戻せたことは、リストアギ地方にとっても喜ばしいことだった。

　そして外交的には近くトラキアの剣国人ブレイドランダーとの交渉が持たれるし、フェシナス王国初の大学団を設立する計画も、急ピッチで進んでいる。

「なかなかの成果だと思わないか？」

　大通りに面した王都最大の三段式大噴水。その前まで来てようやく、魔王はアティスを振り返って言った。

　周囲を睥へい睨げいする魔王に、アティスは横へ首を振った。

「僕は今のところ、そこまで楽観的にはなれない」

「ほう、なぜ？」

　珍しく今日は、魔王の方から意見を求めてくる。ならばとアティスははっきりと胸を張って答えた。

「王都の繁栄は、君の慈悲慈愛によってもたらされたものではないからだ。それどころか君は、様々なものをただ潰つぶしていってるだけだ。一時的に風通しは良くなっても、不平不満は必ず噴出する――」

　実際、魔王ミトラスはフェシナス王国の重臣たちを、有能無能を問わず片っ端からクビにしていくという暴挙に出た。

　そして文句を言う者がいなくなったところで、今度は事業計画を片っ端から叩たたきつぶした。さらにいくつかの村を廃村にし、王都フェシナムの西側の城壁を完全に崩した。

　とにかく破壊、破壊、破壊である。

「今やフェシナス王国はどこもかしこも虫食いだらけだ。国としての体力も落ちている。人の恨みを買いながら手に入れた一瞬の繁栄に思えて、僕は不安だ」

「そんなことを真顔で言われてもな……。お前は想像以上にバカだったのだな」

「バカって……」

　アティスがムッとして魔王を睨にらむと、その倍の勢いで魔王は勝ち誇ったように白い歯を見せる。腹立たしい。

「そこまで言うなら、どういうことか説明を聞きたいね。バカにも分かるように頼むよ」

「良かろうよ、アティス君。世界の真髄を今から君に見せよう」

　あくまでどこかアティスを小こ馬ば鹿かにしたような口調で魔王は答えると、左右を見回す。そして果物を売る露店まで行き、溢あふれんばかりに積み上げられた果物のカゴ詰めを買った。

「君も好きなものを一つ買いたまえ」

　そう言って魔王は、コインを一つアティスに放った。

　アティスはよく分からないまま、言われた通りに熟したリンゴを一つ買う。

「それでは講義を始めよう」

　魔王は溢あふれんばかりの果物カゴを地面に置く。

「今ここにある果物カゴ。これが『世界』の姿だとしよう。そして君が持つリンゴ――それが『君の意志』だ。さあ『世界』に『君の意志』を実現させたまえ」

「……果物カゴに、リンゴを乗せろっていうことなのか？」

「そうだ」

　頷うなずく魔王にしかし、アティスは顔をしかめる。

　果物カゴにはすでに果物が溢れんばかりで、新たに熟れた大きなリンゴなど乗せる余地はない。――というか、元々がそういう売り物である。

　普通に上には乗らないし、無理にねじ込めば反対側の果物がカゴから崩れて落ちる。

「さっさとしろ、いつまでかかっているんだ！　無能め!!」

　大声で魔王が怒鳴った。アティスが驚いて振り向くと、魔王はニヤニヤ笑っている。

　結局、アティスは果物を崩したり積んだりしながら、どうにかリンゴを乗せ終えた。

　嬉うれしくなって再び振り向くと、魔王はやはり小こ馬ば鹿かにしたように肩をすくめる。

「で、それが正解ではないのは分かるな？」

　アティスはシュンとなって、頷いた。

　魔王が言った通り、時間がかかりすぎである。もう一個リンゴを乗せろと言われれば、もっと時間がかかるだろう。その次はもっとだ。アティスのやり方は破は綻たんしている。

「しかし『世界』とはすべからく、この果物カゴのようなものなのだ。あらゆる存在は決まった場所に、決まった数しか配置できない」

「それはつまり人材や土地や……資源がって話？」

「違う。話を小さく、下らなくまとめるな。もっと広く一般的に『時間と空間』の話だ。分かりやすく『機会』と言い換えてもいいだろう」

　魔王はアティスの理解度の低さに、やれやれと首を振る。

「全すべての人間の『意志』は、限りのある『機会』を取りあっているのだよ。だから――」

　魔王は新たにリンゴを買うと、果物カゴの頂上から小さなメロンを取りのぞき、その跡地に二つ目のリンゴを乗せる。

「――悲しいかな、何か新たなことが始まるというのは、同時に何かをやめるということと同義でなくてはならない。これが世界の真髄だ」

「これが――？」

「そうだ。そのことを庶民が知らないのは、一向に構わない。しかし政治家が知らなかった場合、世界はこうなる――」

　魔王は一いつ旦たん手に持っていたメロンを、果物カゴの中へと無理やりねじ込んだ。

「何をするんだ、やめなよ！」

　アティスが止める間もなく、リンゴも他ほかの果物もどんどんとカゴの外へ転がり落ち、道を転がっていく。アティスは慌ててそれを追いかけ、拾い集めた。

　魔王はそれを手伝いもせず、笑い声で言う。

「これこそが全すべての『人の世の不幸』なのだよ、アティス君。誰だれも彼もがさらなる新しいものを産み出し、自分の意志を通そうとする。それが生きた証あかしだからだ。しかし一方で確実に何かが『世界』から弾はじき出され、壊される。人々はそこに悪意の存在を感じ取る」

「悪意――」

「そうだ。だがいま見た通り、そんなものは存在しない。ごく単純な自然の摂理が、人間だけには分からないのだ。そしてより愚かな者は見当違いの逆恨みをして、何の目的もない破壊のための破壊を始める。この馬ば鹿かげた同士討ちを未然に防ぐために、王は破壊をコントロールしなければならない」

　しかし周囲を行く他の人々を見て、アティスは言った。

「でも不要だって君が決めつけて、だから人間だって何だって切り捨てるって――そんなのは傲ごう慢まんだよ」

「仲良しごっこがやりたいなら、お前は一生、王座に座るな。――これは国民全員の生命を預かった者の、命いのち懸がけの戦いなのだよ」

　魔王は厳しく言い返す。

「でもそんなことは――」

　――誰も理解できない。それではあまりに孤独ではないか？

　多分そんな言葉の続きを言えば、魔王は静かに笑っただろう。その姿がアティスには見えたような気がした。

　しかし不穏に空気が鳴り、アティスの想像は掻かき消える。

　――矢音!?

　百戦錬磨の戦士であるアティスですら、どうにかそう判別するだけが精せい一いつ杯ぱいだった。

　何の反応もできないうちに、飛んできた矢は魔王の喉のど元もとをギリギリ掠かすめる。そしてその向こうにあった、戸板に当たった。

　直後に当たって折れた矢の軸が、赤い魔法円を展開して爆発を起こした。だがそんなものまで見てはいない。すぐさま二本目の矢を、アティスは耳に、目の端に捕らえる。

「全員伏せろ！」

　アティスは声の限りに叫び、腰に下げた剣を引き抜いた。

　これは悪意だ。頭の奥が怒りでチリチリする。魔王の命を狙ねらう矢を、剣の一いつ閃せんで切り払う。

　だが剣が矢を砕いた瞬間、再び魔法円が今度は剣の上で炸さく裂れつした。

「――しまった！」

　アティスは慌てて手にした剣から手を離した。それは地面に転がる間にも、魔法の熱に溶けてグニャグニャに縮んでいく。

「代わりの武器は――」

　左右を見回すが、三の矢、四の矢の方が早い。そのころになってようやく状況を理解し始めた人々が、悲鳴を上げながら逃げ始めた。

　しかし命を狙ねらわれる当の本人、魔王ミトラスその人だけが、逃げも隠れもしていない。

「フゥン！」

　魔王は棒立ちのまま、両腕を上げてガッツポーズを取った。矢はその顎あごの下と脇わきの横を、わずかに外れて飛び去った。

「バカなの!?　死ぬよ!!」

　アティスが慌てて怒鳴って魔王に飛びつき、地面に引き倒そうとする。しかし魔王はその手から逃れると、まだまだ奇妙な踊りを続ける。

「フン！　フン！」

　魔法の矢が次々と飛来する中、魔王は今度は腹の前で指を組み、クイクイと筋肉を誇張する。――もちろん服の上からそんなもの、見えはしない。

　だが驚いたことになぜか狙そ撃げき者の矢は、魔王の指の隙すき間まや膝ひざの裏など、擦るか擦らないかの際どさで全すべて外れる。

　狙撃者の腕がものすごくいいのか――それとも悪いのか。とにかく奇妙な光景だった。

「何なんだ、これ……」

　アティスにしてみれば呻うめくしかない。

　だが魔王が無事でも、その背後はそうではなかった。

　レンガ舗装された大通りや小広場、露店の列に噴水が、次々と魔法の矢をくらう。その度に吹っ飛び、燃え上がり、破壊されていった。そして当たり所の悪い一発の攻撃で、巨大な噴水塔が根本から折れ飛んだ。

「ちょっと――まずいよこれ！」

「慌てるな、アティス君。こんな雑ザ魚コなどは、我が力の前にはどうということはないのだよ。それ、アレスの矢筒デクミール・イグニスヴエンタ・アドヴアサス！」

　魔王はフラフラと踊りながら、矢が飛んでくる方角――建物の屋根の一つに向けて腕を伸ばす。その腕に沿ってものすごい数の赤と白のエレメントが柱のように現れ、続いて一斉に撃ち出された。魔王の笑い声の中、建物の屋根が吹き飛び、狙撃の矢も止まる。

「だが手て応ごたえがないな。逃がしたか……」

「そんなのどうでもいいから！」

　先ほどから必死なアティスを、魔王は不可解げに振り向いた。その目の前で、大噴水とそこへ水を供給していた高架水路が、同時に大きく崩れ始める。

「……ほう、これは」

　全すべてを言い切る間もなく、魔王と逃げ遅れたアティスを大波が襲った。波は大通りの反対側まで到達し、道全体を水没させる。

「はっはっは」

　ずぶ濡ぬれの魔王は大喜びで、膝ひざまで泥水に浸つかりながらその中を闊かつ歩ぽしていく。

「ちょっと待って」

　アティスは保護者のごとく、自分も泥に浸かりながら魔王を追い回すことになった。



　ようやく魔王をひっ捕まえて水の中から引き上げたアティスは、服の裾すそを絞りながら、怒った声で魔王に訊きいた。

「本当にケガとかないの？」

「もちろんだよ、アティス君」

　散々はしゃいで大笑いしてと上機嫌な魔王は、涼しい顔で答えた。アティスはため息をつく。

「明らかに君の命が狙ねらわれたんだぞ？　もう少し――」

「無用な心配だ。私はフェシナス王国にとって、なくてはならない存在なのだからな。その身はフェシナス王国の魔法が守る」

「えっ……そういうことなの？」

　アティスは驚く。

　フェシナス王国の魔法とは、建国の祖であるマイダス王が、まだ超常の力を持っていた魔王ミトラスと交わした契約のことだ。その魔法は王国繁栄に必要なものを必ず守り、邪魔なものを必ず呪のろう。

　魔王を暗殺者の矢から守ったのも、この魔法だったわけだ。

「だけど本当にそうなのか？　ここまで強力な力だったっけ？」

「それは君の感じ方の問題だろう。もしくは私がフェシナス王国にとって、それだけ重要であるという証あかしかもしれない」

「かもしれないって……君の魔法だろう」

　アティスは曖あい昧まいな調子のいいことしか言わない魔王に、呆あきれた顔をする。だが魔王は肩をすくめた。

「今の私の目から見えるのは、私に流れ込んでくる膨大な魔力の存在だけだ。それがどこから来てどこへ流れていくのかなど、この人間の身では把握もできない」

「そんな曖昧なことに命預けないでよ……」

　魔王が暗殺を企たくらまれるほど恨みを買っているのは事実なのだ。アティスは片づけの始まった大噴水を見回し、ため息をつく。

「そもそも一体誰だれが、こんなことを」

「簡単なことだ。敵も正体を隠す気はないようだしな」

　魔王は地面に落ちていた、魔法矢の燃えカスを拾う。

「これはテクト地方の少数民族『森の民フオレストノート』だけが使う、特別な魔法様式の矢だ。同時にテクト地方で監査団を襲っている『一つ目の仮面の盗賊』が、襲撃の際に毎回使っている矢でもある」

「これが？」

　もちろん衛兵隊長であるアティスの元にも、その奇妙な盗賊の報告は届いている。

「じゃあ君はその盗賊が、王都に侵入していて王の暗殺を企てたって言うのか？」

「少なくとも攻撃方法の特徴は一致するな」

「でもなぜ今？」

　アティスの疑問に、フムと魔王は頷うなずいた。

「実はそれが今日の本題でね。私は近々、テクト地方の行政官クラテール・ヴィクスやその権力の土台であるヴィクス家と、盗賊討伐の協議を行うことになった」

「なるほど。だから盗賊側は、それを妨害するために……？」

「もちろん、そんな単純な話じゃない。いやむしろ逆に単純なのか？」

　おかしそうに魔王は言った。アティスの方も、腕を組んで唇をすぼめる。

　そもそもこの『森の民フオレストノート』とは、フェシナス人とは異なる少数民族にして、フェシナス人がこの地に流入する以前よりいた、いわば先住民族である。

　その始祖は天てん空くう人びとに驚異的な魔法の力を授けられた、伝説の魔法王ガロンヌであると言われている。

　ガロンヌは約一千年の昔、その力でいくつもの町を焼き、国を滅ぼし、後のちに選ばれし民による古代魔法都市を築く。しかし彼の死と同時に都市は滅んだ。そして魔法王ガロンヌの子孫や都市市民は周辺の森を彷徨さまようようになる。これが『森の民フオレストノート』の始まりであるとされていた。

　独自の魔法や秘術を伝える彼らは、非文明で秘教的な存在だった。そもそも森の中での生活は、彼らにとって同時に修行でもあるのだ。彼らは一生をかけて修行することで『コギト』と呼ばれる境地に至り、天空人から魔法王の力を授けられることを目指す。全員がそのために細々とした生活を続けていると言われていた。『仮面の盗賊』がそんな連中の一人なのは、ほぼ疑う余地はない。

　しかしこの一件がややこしいのは、実はこの盗賊を討伐すると言っているヴィクス家がそもそも、『森の民フオレストノート』を出身とする人々なのである。

　ヴィクス家は森での修行生活を放棄し、フェシナス人が作ったスタンナムという町に住みだした一部族だった。彼らはそこで一族に伝わる『失せもの寄せ』の秘術を使い、呪まじない師のような仕事で生計を立て始めた。

　だがその技は呪まじないの範はん疇ちゆうを超えていた。どんな失せものでも必ず取り寄せてみせたのだ。

　やがてその評判によって周辺国から貴人が訪れるようになり、ヴィクス家は一大財産と国際的なコネを持つまでに至ったのである。

　そういう状況の中で、フェシナス人によるフェシナス王国が成立した。だが異民族であるヴィクス家はテクト地方代表として行政官の地位につくと、王国の施策に異を唱え続けた。少数民族の権利主張という名目で、ヴィクス家の利益だけを王国に要求し続けたのだ。

　それもようやく昨年、行政官にしてヴィクス家党首の座が、ウォルカエ・ヴィクスから子のクラテールに代わった。行政官クラテール・ヴィクスの評判はそれまでとうって変わり、テクト地方では相当に良かったのだ。

　だがクラテールは一貫してアティス王の即位を認めない立場を取っており、同時にテクト地方入りした監査団を、『森の民フオレストノート』の盗賊が襲いだした――。

「要するに全部、ヴィクス家の自作自演なのかな？」

　アティスの問いに、魔王は小さく首を傾かしげる。

「そうだとしても、ここまで露骨にやる理由が私には分からないのだがね。まあとにかくヴィクス家が、王国掌握の最後の障害になっていることは間違いない。そこで今日、君を呼び出した」

「僕？」

　自分を指さすアティスに、魔王は「ああ」と頷うなずいた。

「王国の敵の鼻をあかすため、移動王室プリマ＝アシエス騎士団を設立する」

「移動王室プリマ＝アシエス？」

「そうだ。王国の敵にまず振り下ろされる『第一の白刃プリマ＝アシエス』。私を含めた超少数精鋭で問題の場に直接乗り込みをかけ、武力解決から鎮圧後の処理まで一気にやってしまおうという愉快な集団だ」

「へえ。……頑張ってね」

「だから君は強制参加だ。馬ば鹿かなのか？　――まずはクラテール・ヴィクスとの会談に、ついてきてもらおう」

　魔王はまだ湿った黒い上着の懐から、竜をモチーフとした金属の胸章を取り出す。

「この騎士団章を受け取ってもらいたい」

「でもどうしてこんな方法で……」

「――クラテール・ヴィクスはさぞかし曲くせ者もので、私たちに譲る気など毛頭ない。だが記録を見れば、その政治的能力はやはり有能なのだ。なのに真正面からぶつかれば、奴やつを法で裁くか、政治的に排除するしかなくなる。それが移動王室プリマ＝アシエスという方法ならば、事件を全すべて我々の裁量で処理できるのだ。まだ貧しいフェシナス王国が、活用できる人材を失わなくてすむ可能性がある」

　その言葉でアティスも、魔王が本当に王国のために動いていることに確信が持てた。

「分かった。騎士団章を預からせてもらうよ」

「最初からためらう理由は何もない」

　魔王の自信満々の言葉に、アティスは騎士団章を受け取って、しかし苦笑いを浮かべる。その態度に魔王は、首を傾かしげた。

「どうした？」

「いや君が、ヴィクス家を高く評価するから。僕はヴィクス家を実際に知っていて、前当主とも話をしたこともある。でもあれは正直、国を愛する者が生まれるような一族ではないよ。君は能力だけ見て仲間にしたいんだろうけれど、あまり期待はしない方がいい」

「また随分と嫌うな。お前が他人にそういう態度を取るのはちょっと珍しい」

「僕にだって許せないものはあるんだよ。――それと」

「まだ何かあるのか？」

　呆あきれたように言った魔王に、アティスは「ああ違うんだ」と慌てて首を振る。

「王都を離れることが、これから多くなるのかなって。カルセが最近、元気なくて、ちょっと心配で」

　アティスは物もの憂うげな表情の多くなった、婚約者のカルセ王女の顔を思い浮かべる。

　前王マイダス王の失政の責任を取る形で、カルセは王位継承権をアティスに譲っていた。

　これは婚約者であるアティスとカルセが結婚すれば元の鞘さやに収まるという、一番混乱のない方法を選んだ結果ではある。

　しかしカルセの現在の立場は宙ぶらりんになっていて、本人は口に出さないが、不安も不満もあるだろう。

「何か最近、よく分からないけれど――カルセは様子がおかしい気がするんだよ」

「いつものことだ。カルセの様子がおかしくなかったことなどあるのか？」

「いや、まあね」

　アティスは笑って息をつき、魔王の方を振り向いた。だが魔王の方はそれとは逆に、視線をアティスから逸そらす。そして全くの無言のまま、王城へ帰る道を先に一人で歩き始めた。



    

  
    
      
第二章





　――何か機嫌損そこねるようなこと言ったかな？

　魔王の奇妙な反応と態度、去り際の後ろ姿を思い返して、アティスは考えこんでしまっていた。

「アティス様？」

　同席する男が、不思議そうにそう訊たずねる。

「うん」とようやく、アティスは頷うなずいた。

　一度ずぶ濡ぬれの服を着替えたアティスは、人と会うために銀盾亭31号店なるレストランに来ていた。

　店内は高級感ある黒塗りの木を基調とし、客席は背板の高い椅い子すで隣席と隔てられる方式。清掃の行き届いたうえに店内は開放感に溢れ、王都市民の憩いの場となるよう、丁寧に設計されている店だった。

　そしていま机を挟んでアティスの正面に座るのは、濃い灰色の軍用コートを着こんだ人物である。銀色ボタンの厚手の黒シャツと、その襟下に巻いた清潔な白スカーフの対称性が印象的な男だった。

　名はベロウェス・トリカステ。フェシナス王国第５連隊の連隊長にして大佐、つまりは軍団一単位・兵千二百人を率いる司令官だった。

　歴戦の武人にして信頼に足る人物で、一年前の魔王討伐の際には、一時的にアティスの部下として働いてくれたこともある。

　そんなわけでアティスは帰還後も、まずベロウェス大佐に全すべての秘密と事情を包み隠さず話し、良き相談役となってもらっていた。

「それで状況はいま話した通りなんだ。ひとまず移動王室プリマ＝アシエス騎士団のこと、ちょっと勢いで決めてしまったんだけれど。これで良かったんだろうか？」

「構わないでしょう」

　ベロウェス大佐は静かに頷いた。

「魔王は現在、我々の王。守らなければならないのも確かですし、勝手をやらせないよう動向を監視する必要もあります。むしろ……」

　話の途中で声を小さくし、ベロウェス大佐は考えこむ。アティスは「どうしたの？」と首を傾かしげる。

「いえ実は私も今日の午後に、魔王ミトラスに呼び出されているのです。おそらくはこちらも、移動王室プリマ＝アシエス騎士団の件なのだと思います。ただこの話は、魔王には何のメリットもない話です。魔王は一体なぜそんなことを言い出してきたのか、と」

「――どういうこと？」

「はい。つまりひょっとして、魔王ミトラスは私たちに気を使っているのか？　などと思えてしまいます。……ありえない話なのは、分かっているのですが」

　アティスも「う～ん」とテーブルに肘ひじをついて考えこむ。

　確かにありえない話だった。だが言われてみれば思い当たることも、いくつかあるような気がする。

　そんな風ふうに二人が考えこんでいるところへ、背の高い店員の影が、ヌッと現れる。

「お待たせしました！」

　そう大きすぎる声で言い、何が嬉うれしいのか豪快に笑うのは、筋骨隆々として笑顔がまぶしいレーゲン大尉だった。

　彼はかつて魔王との決戦の最前線に赴き、その功績を認められて、王城衛兵隊に抜ばつ擢てきされたという、いわば生え抜き、兵士の中の兵士である。

　だがその彼は今、黒の蝶ちようネクタイをして四角いエプロンをズボンの上に巻く、完全なウェイター姿であった。

「今日はアティス店長と打ち合わせですか、ベロウェス支配人！」

「……まあ、そのようなものです」

　活力負けしたベロウェスは、あくまで静かにそう答えた。

　実は第５連隊大佐のベロウェス・トリカステには、もう一つの顔がある。王都とその周辺に展開する銀盾亭レストラン、計三十一店の総支配人という立場だ。

　この奇妙な状況は、実は一年に渡ったマイダス王による政治的混乱の副産物だった。

　そもそもフェシナス王国において、軍隊は各連隊が独立採算で運営される企業組織である。例外は王室が直接管理する衛兵隊しかない。つまり第５連隊の兵士たちに給料を払っているのは、フェシナス王国ではなくベロウェス大佐なのである。

　もちろんフェシナス王国が軍に出動を求める際には多大な軍資金が支払われ、これによって各連隊は賄われる。しかし不安定な政情の中、ベロウェス大佐はあらゆる命令書を無視し続けた。混乱した命令に軍隊が振り回されれば、王国をさらなる危機に陥れる。そう考えたからだ。

　だが当然、兵士たちは食べさせなければならない。そこで始めたのがこのレストラン業務なのである。

　同じ店舗、同じ料理で訓練を大幅に短縮し、サービス範囲を絞り込んで質を上げた。これが当たって大成功を収め、ベロウェス大佐の多才ぶりは世間の人々の知るところとなったのだ。

　しかし。

　そんなベロウェスの元へ、王城衛兵隊の隊長となったアティスが合流してきたのである。

　何しろ王城の半分ほどが破壊され、衛兵隊は仕事も住居も全く足りない。そこでアティスはベロウェス大佐を頼ったのである。ベロウェスも喜んで、その世話を引き受けた。

　かくしてアティスを店長とし、王城衛兵隊を店員とする『銀盾亭31号店』という悪夢が、王都の一角に誕生してしまったのである。

　大男のレーゲン大尉が食器の底で机を叩たたくように、ドン、ドンと料理を置いていく。

　彼は恐れを知らない勇敢な兵士だった。しかし一言つけ加えるなら、何もかもが粗かった。

　ベロウェスは自分の前に置かれた食器に、恐る恐る視線を下ろす。

　盛りつけがそもそも出で鱈たら目めだった料理は、乱暴な配はい膳ぜんによりグッチャグチャに混じり合い、ことごとく混ぜ料理に変わりはてていた。

　――嬉うれしくない不意打ちですね。

　だがベロウェスの神経質な表情に、レーゲン大尉は気づかない。一気に全すべての料理を並べ終わると、一仕事終えた満足げな顔で行ってしまう。

　とりあえずベロウェスはさっそく、皿の上の肉と野菜をナイフで半分にしてみる。それをフォークに刺し、断面をまじまじと観察する。

　手が震えた。

　中まで火が通っておらず、おまけに表面は冷めている。口に入れるのをためらう料理の出来に、ベロウェスは魂の抜けるようなため息をついた。

　だがふと目を上げる。

　正面に座るアティスは、冷めてグチャグチャの半生料理を、ウマウマと幸せそうに食べていた。

　――不ふ憫びんな。

　ベロウェスは涙を誘われる。

　貧しい村の出身で、その後も苦労を重ねてきたアティスは、何でもおいしくいただける子なのだ。そもそも味覚が鍛たん錬れんされていない。

　だからこそ飲食店の店長などにしてはいけなかったのだ。

　もちろん全ては、アティスが飲食店に向いていないことを見抜けなかった、ベロウェス自身のミスである。

　しかし実はこのレストランの帳簿は今、すごいことになっている。

　そしてそのことをベロウェスはまだ、この尊敬すべき王国の英雄に告げることができずにいた。

「……大丈夫です。……騙だまし騙しやっていけばいい」

　ベロウェス大佐は沈痛な面持ちでブツブツと呟つぶやく。

「いいえ！　やる気がないなら潰つぶすべきです、こんな店！」



　その声は決して大きくはなかったはずなのに、店内全体に朗々と響き渡った。

『何だ？』と口の周りを汚したアティスとベロウェス大佐は顔を見合わせ、二人して席から身を乗り出した。

　ちょうど昼時だというのに店内はガラガラである。その中でも一番厨ちゆう房ぼうよりの席に、その少女はいた。彼女は叱しかりつけているレーゲン大尉の前で、絹糸の束のようにフッサリとした髪をかき上げる。

　その髪の色も肌の色もフェシナス人とは違う。異民族『森の民フオレストノート』のものだった。

　ただ顔つきは本来、しとやかな性格であるように見えた。今のように怒っていてすら、その表情には余裕と柔らかさがある。

　おまけに身なりも相当にいい。刺し繍しゆう柄のジャケットにベスト、体の線に沿った細身のスカートという組み合わせは、かなりの財力がなければ実現しない。貴族然とした凛り々りしい身だしなみを、彼女は完全に自分のものにしていた。

　だがその姿の中で何よりも一番目を引かれるのは、頭につけた大きなリボンだった。落ち着いた色の布地に見えるのだが、実は金属でできている。つまりは大おお袈げ裟さな髪飾りとでも言うべきものだった。

「ちょっと様子を見てきます」

　ベロウェスはアティスに一礼すると、席を立ち、凛りんとした少女の元へ向かう。

「どうかなさいましたか、お客様？」

「何ですか、あなたは？」

　言葉の調子は抑えながらも不機嫌に頬ほおを紅こう潮ちようさせた少女が、ベロウェスを睨にらむ。完全な臨戦態勢、一歩も譲らないという顔だった。だからベロウェスはまず頭を下げた。

「申し遅れました。私は当店の支配人、ベロウェス・トリカステと申します。――お前は仕事に戻りなさい」

　レーゲン大尉はその言葉に『助かった』という顔で頷うなずき、そそくさと店の奥に引っこむ。

「話を聞いてもらっていいですか？」

　少女の大きなクリッとした目がいじわるそうに光ったが、「もちろんです」とベロウェスは頷いた。

　だが話し始めた少女を改めて見て、ベロウェスは奇妙なことに気づいた。少女の隙すきのない服装の端が、何やら黒ずんでいるのである。よく見ると土がついているようだった。

　どういう状況でそうなったのか？　とにかく何か、この少女には似つかわしくない。

「――そんなわけで理り不ふ尽じんな理由で仕事が失敗した私は、その心の傷を少しでも癒いやそうと、このレストランに寄らせていただいたのです。ここまでは私の事情です。でもその結果出てきたのが、これですよ？」

　そう言った少女の机の上には、なかなか見事な『食べられるだけのものの山』がある。その酷ひどさはベロウェスに出されたものに、優まさるとも劣らない。

「調理が下へ手たなのは、我慢できます。でもオーダーを取ってから一時間待たされて、出てきた料理が冷めているって、どういうことなんですか？　これは悪意の塊かたまりですか？」

「……全くもって、お客様のおっしゃる通りです」

　ベロウェスの返答は、心底からの偽りのない言葉だった。ベロウェスが言いたくて言いそびれていることであり、その代弁者たる少女の言葉に正直胸がスッとする。

　またそんなベロウェスの気持ちが伝わったのかもしれない。少女は不思議そうに目をパチクリとし、少し顔に機嫌が戻る。

　しかし支配人ベロウェスの敵は、あくまでとことん身内なのだった。

「これおいしいよ？」

　いつの間にかテーブルの端に取りついたアティスが、手にしたスプーンで少女の料理を一口食べたのだ。モグモグしながらさらに言う。

「ちゃんと食べられるし、けっこういける」

　ベロウェスはこのアティスの乱行に、戦せん慄りつするしかなかった。

　一方、アティスの出現に対する少女の反応もまた、凄すさまじいものだった。ほとんど飛び退すさった勢いで隣の席の位置まで下がって、アティスに訊きく。

「あ、あなたは……」

「僕はアーサー・ベルシラク」

「名前を訊かれたのではないと思いますが……」

　ベロウェスは弱々しくツッこむのがやっとだった。

「そういう君の名前は？」

　アティスのマイペースな問いに、少女はなぜそんなことを聞かれたのか理解できないのだろう。ようやく答える。

「私はクラテールです……」

　あれ？　とベロウェスはその名に引っかかる。だがそれを言う間もなく、アティスが頷うなずいて言い放った。

「クラテール。食べ物を粗末にしちゃ駄目だ」

「……何でそんなこと、あなたに言われなきゃならないんですか？」

「それは僕が、この店の店長だからだ！」

　次の瞬間、少女クラテールはアティスに掴つかみかかった。

「またあなたの――！　あなたのせいなんですか！」

「何を怒ってるの？」

「そっちに身の憶おぼえがなくても、こっちは散々酷ひどい目に遭あってるんです！」

　状況がだんだんベロウェスにも、よく分からなくなってきた。

　止めようがないまま完全に対決モードに入ってしまった二人を、数少ない客と店の従業員が人垣を作って見守る。

「とにかくこの料理を食べられなくしたのは、無神経という毒を皿に盛ったあなたのせいでしょ？　あなたが食べ物に謝りなさい」

　客たちは「よく言った」と手を叩たたき、ベロウェスは何とか場を収めようと少女に言う。

「おっしゃる通りです、お客様」

　だがその取り繕いも無駄になる。アティスが難しい顔で少女を睨にらんで言った。

「おっしゃる通りじゃないよ、ベロウェス。理り不ふ尽じんなクレームとは戦っていかないと」

　今度は店員側が「さすが店長！」と喝かつ采さいを叫ぶ。

　クラテールは『森の民フオレストノート』特有の目で、ベロウェスをキッと睨んだ。

「言ってやりなさいな！」

　ベロウェスは首を傾かしげる。

「……何をですか、お客様？」

「このお店がどれぐらいの大赤字を毎日叩き出しているのかを、です！　支配人のあなたが埋め合わせているのでしょう？」

「そうなの!?」

　アティスが悲痛な声を上げ、クラテールはフンと息をつく。

「正直こんなレストランなら、営業せずに給料だけ払った方が安くすむぐらいです」

　ベロウェスは――もう、あえて「その通りです」と頷うなずいた。

　これ以上ごまかすのも、かばうのも、何だか辛つらくなってきた。

「どうしたの？」

　よく通る、透き通った声が野や次じ馬うまの中に加わる。

「ええ。あの女の子がね……」

　振り返って説明しようとした初老の女性客の声が、途中で止まる。そこにいたのが流れる金色の髪にすまし顔のカルセ王女だったからだ。

　もっとも今のカルセ王女は、明るい色のオーバーブラウスにリラックスしきった長いスカート。あとは臙えん脂じ色いろの大きなショールという町娘のような格好だった。

「続きを聞かせてくれませんか？　何か楽しいこと？」

「どうしたの、カルセ？　こんなところに一人で？」

　慌てて言うアティスに、カルセ王女はおどけて『オッス』と手を振る。

「退屈だから遊びに来たのよ」

　アティスとベロウェスは黙って顔を見合わせた。何せ今朝、王を狙ねらった暗殺事件があったばかりなのだ。王女のカルセが護衛なしでフラフラしているのはさすがに不ま味ずい。

　だがカルセ王女の方は、あくまでお気楽なものだった。

「何か大変そうだけどどうしたの？」

「ああ……うん」と、アティスは力なく頷うなずいた。

「実はこのお店が大赤字だったことが判明してね」

「いきなりその話から始めるんですか……」

　ベロウェスのツッコミにカルセ王女の笑い声が重なる。

「ああ、やっと気づいたんだ」

「ええっ!?」

　アティスだけが一人、驚く。

「二人とも、言ってくれればいいのに……」

「何事も勉強は必要でしょ、アーサー・ベルシラク。……まあ大変なんだったら、私も手伝うわ。皿洗いから調理の手伝いまで何でもお申しつけください、店長さん？　総支配人さん？」

「いえそれはさすがに…………」

　振り回されっぱなしのベロウェスは、もう目をグルグル回して言う。

　政治からは手を引いているものの、カルセ王女は王国の象徴なのだ。それが成り行きで皿洗いなど、とんでもない話だった。――というか、だんだん話が収拾のつかない方向にこじれてきている。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっとお待ちなさい！」

　少女クラテールの声が響き、ベロウェスの悪い予感はすぐさま現実になった。

「こちらの方は？」

　カルセ王女が訊きくと、アティスは「クラテールさん」と答える。カルセ王女が挨あい拶さつする。

「初めましてクラテールさん」

　――そう声をかけられた時のクラテールの反応は、ベロウェスにとって驚くべきものだった。

　彼女の顔は真まっ青さおで、辛つらく苦しく寂しそうで、そのまま倒れるのではないかとベロウェスは一瞬思ったほどだ。しかしすぐにその顔が、使命感と敵てき愾がい心しんのようなものでキッと締まり、カルセ王女を睨にらんだのである。

「この状況でカルセ王女に割り振られるべき役割は、お皿洗いなどではないはずです」

　また何の話が始まったのかと、ベロウェスはビックリする。もっともカルセ王女の方は、楽しんでいるような表情と声で答えた。

「そうなのかしら？」

「はい」

　金属髪飾りの少女クラテールは、妙に真剣な気負った表情で頷うなずいた。

「このレストランはそもそも流は行やっていないんです。厨ちゆう房ぼうになんて行っても、仕事はありません」

「でも正直な話、調理をどうにかしないとね。この料理おいしくないから」

「それは『普通にやれば』すぐに解決できる問題です。……一々指摘するのも、厄介な話ですね。私が店長なら、こんな店ぐらい今日一日で立て直すのに……」

　悔しそうなクラテールに、店長アティスは腰に手をあて人差し指を振る。

「いやいや。簡単そうに言うけれど、店長はこれで、なかなか大変な仕事なんだよ？」

　その説教口調のせいで、クラテールという少女の中の何かが切れた。彼女はとても恐こわい顔をして――アティスをもう完全に無視して――ベロウェスをじっと睨んだ。

　恐る恐るベロウェスは、自分からクラテールに訊たずねる。

「……何でしょうか、お客様？」

「私を今日一日、いえ残り半日だけでもいいです。店長代理にしてもらえませんか？」

　――いよいよこの子まで論点がズレてきましたね。

　ベロウェスは深呼吸をして、最大限常識的な判断で答えた。

「申し訳ありませんが、お客様。そういうわけにもいかない事情もございまして」

「大丈夫です。どうしたってこれ以上、悪くはならないはずです」

「いえ……」

　ベロウェスとしては沈黙するしかない。

　その隣で「酷ひどいなあ……」とぼやいたアティスは、しかし何かを決心したように両りよう拳こぶしを握り大きく頷うなずいた。

「じゃあ店長の僕が許可するよ。君に一日任せてみよう」

　ベロウェスは呆ぼう然ぜんとした。

　この思いきりのいい采さい配はいが幾度フェシナス王国を救い、勝利をもたらしてきただろう。しかし場末のレストランにはどうにも必要のないものだった。

「みんな、お店の赤字をなくすために頑張ろう！」

　――アティス様、しっかりしてください。

　店員に号令するアティスを前に、しかし何一つ文句を言えず、ベロウェスは項うな垂だれた。



　こうして銀盾亭31号店は『夕方四時から営業』の紙を貼はりだし、本日限りの経営改革に乗り出した。

　しかし飛び入り一日店長クラテールの作戦は、まず最初に『肉料理全品の一日無料フェア開催』という無む茶ちやなものだった。ベロウェスはその計画に唸うなる。

「一日と言っても、大した損害ですが……」

「今日だけのことですから問題はありません。まずはお客を呼ばないと、話にならないでしょう。発生する損害は広告費用に換算すれば妥当なものです。どうですか？」

　ベロウェスは頭の中で計算しながら、渋々頷いた。

「……大体何とかなりますね。いいでしょう、これでいきましょう」

「ありがとうございます」

　頷いたクラテールは、さっそく山と積まれたメニューのチェックを開始する。全すべて先ほど指示して、書き直させたものだった。

　――しかしそれにしても、思いきりますね。

　ベロウェスは苦笑する。だがすでに、この落ち着いて上品なようでいて――そのくせ自信家で、でも一生懸命なこの少女のことが、ベロウェスは気に入り始めていた。

　何というか『できる時のアティス』によく似ているように思うのだ。もちろんその肝心の『できる時』というのが、彼女とアティスの場合とでは全く違うのだが。

　やがて店の奥から、着替えを終えた男性店員たちがぞろぞろ出てくる。

　彼らは白一色の調理服か白黒のウェイター服かのどちらかを着ている。しかしその人員配置が、クラテールの指示で完全に入れ替わっていた。

　これまで高齢で階級の高い士官級が店の奥の厨ちゆう房ぼうに陣取り、若年新参兵が接客を行っていた。この配置を逆にしたのである。

　コック姿の厨房長・レーゲン大尉は、ウェイター服を着た接客頭の衛兵隊長補佐・アンバリー中佐を見て笑う。

「力仕事ですし、年寄りの冷や水ってことにならなきゃいいですがね」

　白髪交じりのアンバリーは、この調子乗りの若輩者を思いきり睨にらんだ。

「貴様が不ふ甲が斐いないから、私がこんなせわしない仕事をする羽目になったのだろうが！」

　口くち喧げん嘩かを始めた二人に向かって、クラテールはパンパンと手を叩たたく。

「それが最大の勘違いだと言うんです！　接客は人柄と人生経験に左右される、本来難しい仕事なんです。しかし衛兵として貴賓と接した経験が一番多いアンバリー中佐が、苦手なわけはありません」

「……もちろんだとも」

　衛兵隊最年長のアンバリー中佐は渋々頷うなずいた。彼は誠意と忠誠心を安売りする男ではなかったが、状況は十分理解していた。

　クラテールは頷く。

「そして体力馬ば鹿かチーム！」

　厨ちゆう房ぼう組の若い連中に少女は言う。

「あなた方はとにかく、素早くちゃんと、用意されたレシピ通りに調理することです。最初から調理の複雑なもの、難しいものなんてメニューにはありません。とにかく体力の続く限り、スピード速く、テンポ良くです」

「ウッス！」

　元気がいいだけの軽薄な返事を、全員が示し合わせたようにする。しかしこちらも、やることさえ明確になっていればいくらでも動けるチームである。

　想像以上にうまくいくかもしれないと、ベロウェス大佐は頷いた。

「では全員、それぞれのチームで打ち合わせと開店準備にかかってください」

　その声を合図に、調理組は厨房に引っこみ、接客組はテーブルの一つに集まってミーティングを開始した。この動きと入れ替わりに、店の奥の控え室から仕立屋の女たちがぞろぞろと出て来る。

　彼女たちは雇い主ぬしのベロウェス大佐に挨あい拶さつをして、店の出口へと向かった。そして彼女たちの一番最後に、アティスとカルセがやって来る。二人とも大急ぎで仕立屋に作り直させた女性店員の制服を着ていた。

　その姿は、そろって肩の柔らかく膨らんだ半はん袖そでのブラウスを着、丈の短いスカートをはいていた。一番変更があったのはエプロンで、コルセットのように胴をぴっちり締め上げ、胸を強調し、背の結び目のリボンをかわいく大きく見せたものとなっている。

　当然、この衣装の発案者であるクラテールも、試作品であり完成品一号であるこの改造制服を着ていた。フリッフリッとその背中でリボンが揺れる。

「時間がかかりすぎです。……準備、間に合うかしら」

「君の発案じゃないか。それに何で僕まで……」

　アティスははみ出しが気になってしかたがない尻しりを押さえながら、泣き言を言う。短いスカートから飛び出した両足は、異様にスースーと涼しかった。何かおかしなことになってやしないかと、あちこち気になってしかたがない。

「大丈夫、似合ってるわよ」

　明らかに面白がっている口調で、同じ格好のカルセに慰められる。

　一方、発案者のクラテールは、カルセをしげしげと見て何度も満足げに頷うなずいていた。まるでもうそれで、目的達成に成功したかのような満足げな表情だった。

　ベロウェスは首をひねりながら、ひとまずアティスに声をかけた。

「それではアーサー・ベルシラク。私はこれで行きます。しっかり務めを果たすように」

　そう言いながら、目配せを送る。『ああ魔王と会う用事か』と、アティスも頷いた。

　ベロウェスが店を去り、アティスたち三人は接客係の面々と合流し、注文の取り方の打ち合わせに入る。それが一段落したころ、クラテールは悩むように眉まゆを寄せ、アティスに言った。

「あなたは何かひと味、足りないですね……。かわいくないです……」

「いいんだよ僕は。大きなお世話だよ！」

「方向性が違うんですよ。その口調が原因なんでしょうか……？」

　少し考えこんで、クラテールはアティスをじっと見る。

「ではひとまず、今からしゃべる時は語尾に必ず『なの！』をつけてしゃべってください」

「なのって……。なの？」

「はい、そんな感じです。だいぶ良くなりましたので、閉店まで口調を維持してください」

　――いや、そうじゃなくて。

　大して納得もしていないのにもうこれでいいやとサジを投げただけのクラテールに、アティスは食ってかかろうとする。しかしまさにその瞬間、表扉の鐘が鳴った。

「もう時間ですけど、いいですか？」

「どうぞ」

　クラテールの即答を合図に、どんどんと客が店内に入ってくる。何かものすごい人数で、列が途切れることがない。

　――えええぇ。

　気持ちに整理のつかないアティスの背中を、クラテールはバシンと叩たたく。

「では言いつけ通り、ちゃんと語尾『なの』で注文を取ってください。私は先に入店待ちのお客様の名簿を作ります」

　クラテールは一方的に薄情な口調で言って、店の入り口に向かう。

　そのあとからカルセも来る。

「頑張ってね、アティス」

　笑顔とともに小声で元気づけられる。

　そう励まされてしまうと、アティスも覚悟を決めるしかなかった。気合いを入れる。

　まずはあっという間に満席になった客席の一番奥の角へと向かう。そこから一席ずつオーダーを取っていけばいい。

「お客様、いらっしゃいませなの！　とてもありがとうなの！　ご注文がお決まりでしたら、教えて欲しいのなの！」

　息継ぎなしで、一気に言い切る。

　――だが客の方は無言で、何も言ってくれない。

　アティスは恥ずかしさのあまりに下げていた視線を、恐る恐る上げた。

　驚いたことに、そこにいたのは、半笑いの魔王ミトラスと、青白い顔で『大丈夫』と何度も頷うなずくベロウェス大佐だった。

「面白そうだから、私が言って、会合場所をここに変えさせたのだが……」

　魔王は眼鏡の向こうから、冷たい目でアティスを上から下まで眺める。

「滑スベってる、似合わない、特にかわいいわけでもない、の三重苦だなお前は」



    

  
    
      



    

  
    
      「う、ウワァ～ン!!」

　真まっ赤かになったアティスは、半泣きでその場から逃げ出した。



「日ひ頃ごろの鍛たん錬れんをサボるクセに、思いつきで女の格好などするから」

　魔王ミトラスは舌打ちして何やら怒っている。その姿を目の前に、ベロウェスは居心地悪く座っていた。

　人の姿で人の服を着る魔王ミトラス・アグディスティス。

　彼はベロウェスのことなど完全に忘れているかのように、今度はカルセ王女のことをずっと目で追いかけ始める。まるで立ち働く王女の姿に、見とれているかのようだった。

「あの――。ミトラス・アグディスティス――」

　魔王は「ああ……？」とうるさそうに答えた。

「何の用だ？　――ああそうか。私のせいで注文を取りに来ないから、どうにも頭に来ているのだな？　一軍の将とは言っても、しょせんは愚かな人間、小さな男だ」

「そんな標語のように罵ののしられても……。私はそろそろ今回の用件が聞きたくて――」

　だが同時に魔王の腹が「ぐ～」と鳴る。

「……いえ。まずは腹ごしらえをしましょうか」

　ベロウェスはため息をついて、ウェイターの一人を呼んだ。そして魔王に訊きく。

「どうしますか？」

「では、デラックストーテムポールパフェを二ついただこうか」

　フッと笑って魔王はウェイターからベロウェス大佐に視線を移す。

「――私のおごりだ」

「一つでいい」

　ベロウェスの訂正に、魔王は舌打ちした。

　しかしすぐに注文の特大フルーツパフェが来て、魔王の機嫌も直った。結局、店の配置換えはかなり有効だったらしい。甘かん味みの山を魔王ミトラスはザクザクと食べ始める。

　これまでにないほど幸せな表情を浮かべていた魔王は、ベロウェスの視線に気づくと、冷たい視線を突き刺し返してきた。

「今さらほしがっても、どうにもならないぞ？」

「いりませんよ。――よく入りますね、そんなものが」

　どちらかというと胸焼けがするベロウェスは、普通に感心して魔王に言う。対して魔王は小こ馬ば鹿かにしたような笑みでベロウェスを見る。

「国王というのは激務なのだよ、ベロウェス君。糖分補給すら怠けるわけにはいかないのだ。お前のようなヒマ人と違って」

「私だって暇ではありませんよ。用件を――」

「こんなレストランごっこは、ヒマ人のすることだ。王国の状況が分かっているのか？」

　怒ってまたパフェを頬ほお張ばりだす魔王に、ベロウェスは顔色を変える。

「……あなたのような下心ある王の下では、私だって迂う闊かつに動けない」

「ならばせいぜい、こづかい稼ぎに励め。――――だが、お前がどうするのかだけはお前が自分で決めろ。時間の無駄だぞ？」

　モグモグ口を動かす魔王に、ベロウェスは顔をしかめる。

「どういう意味でしょうか？」

「今の『アティス待ち』のような真ま似ねを、やめろと言っているのだ。――言う者が誰だれもいないからしょうがなく私が言うが、正直お前は甘えている」

　今度こそベロウェスは黙りこんだ。

　この目の前の魔王ミトラスは、ベロウェスが部下たちまで巻きこんで、ある理由から終わりのない時間稼ぎをしていることに気づいているのだ。

　魔王はベロウェスの中の真空のような心を見抜いている。

「……それでもあなたは、分かっていないからそんなことが言える」

「私が分かっていない？」

「真の勇者アティスという存在についてです。全すべてが奔ほん流りゆうのような熱意と希望と幸福感で動き出すような、あの感覚のことをです」

　それさえ戻ってくればベロウェスは、どんなことだってできるのだ。だから待ち続ける。

　逆にそれがないフェシナス王国は、ただの張りぼてだ。形だけで何もない。

　しかし魔王ミトラスは、ベロウェスの言葉を鼻で笑った。

「そんなものはお前の錯覚であり、過去にも未来にも存在しない。グズグズしているお前の存在は、不ふ愉ゆ快かいであり、予定立案の邪魔であり、軽けい蔑べつの対象なのだ。私はお前にかなり苛いら立だっている」

「それはあなたの都合だ！」

「いいや、お前の身勝手だ。お前は昔を懐かしむばかりで、大勢の未来を駄目にしようとしている」

「そんなことはない！」

　声を荒げるベロウェスに魔王は冷笑をぶつけて言う。

「だったらなぜそれほど不安げなのだ、人間？」



    

  
    
      
第三章





　大盛況の店内を、アティスは大忙しで立ち働いていた。一度は魔王に心折られたが、かえってそれで度胸がついた。いろいろ順調に仕事をこなせるようになったくらいだ。

　もっとも肝心の魔王の方は、パフェだけ食べてさっさと帰ったようだった。おまけにその話し相手だったベロウェス大佐は、何を言われたのかドンヨリ顔で、店の奥に引きこもってしまった。

　そして夕食時が近づくにつれ、店にはますます客が増えていく。全すべての従業員が休憩の暇もないくらいの、大繁盛ぶりだった。

「大丈夫、アティス？」

　声をかけてくれたカルセに「もちろんなの」とアティスは答えた。アティスも体力には自信があるが、カルセのスタミナもこう見えてなかなかのものだ。そして何よりこの繁盛ぶりが、気分を高揚させ疲れも忘れる。

「閉店まで頑張ろう」

　互いに言って、それぞれの仕事に戻る。だが改めて気合いを入れ直したアティスの元へ、接客頭のアンバリー中佐が、足早にやって来た。

　この白髪交じりの老衛兵が見せた優雅なウェイターぶりにも、アティスはビックリさせられていた。マダム層の老いから若きまで大人気で、ずっと引っ張りダコである。

　だが、今の彼は真剣そのものの表情で、素早く小声でアティスに言う。

「クラテール嬢についてちょっと問題が。急いで店の前へ来ていただけないでしょうか」

　えっ、と驚いてアティスは店内を見回した。確かにクラテールは、先ほどまで行ったり来たり忙しくしていたのに、いつの間にかいない。

「分かったよ」

　答えたアティスはちょっとモードを切り替え、アンバリー中佐のあとについていく。

　入り口の客をかき分けて店先に出ると、外にもかなりの客の列ができてしまっている。その中ほどのところにクラテールはいた。

　彼女は何か客と揉もめていてる。厨ちゆう房ぼうから応援に来たらしい調理服姿の若い兵士が、必死で彼女と客の両方を押しとどめていた。

「肉料理が無料なのは今日だけなのに、閉店時間までに入れないってどういうことだよ」

「この行列を見れば、子供でも分かることだと思います」

「そんな酷ひどいじゃない。これまでもずっと通ってきたのに。今晩もいつもの時間に来てみれば、今日だけ特別なサービスをしていて、常連の私たちがお店にも入れないなんて、不公平じゃないかしら？」

「誰だれを相手にした商売だよ！」

「感情論で話されても、無理なものは無理なんです！」

　クラテールは必死で言い返すが、むしろ感情に振り回されているのは完かん璧ぺき主義者の彼女の方だった。

　――これは確かに不ま味ずいな。

　アティスは背後からクラテールの腕を取った。彼女は驚いた顔で振り向いて、余裕なく怒った声で言う。

「何ですか!?」

　構わずアティスは強引に耳打ちする。

「いま並んでる人たちには、フェア内容と同じ肉料理がタダになるサービス券を配ってしまおう。それで後日来てもらえばいい」

「それは駄目です！」

「でも近所の常連さんに悪感情を持って帰られちゃったら、今日の努力なんて全部、無意味じゃないか」

　アティスの小声に、応援の若い兵士もアンバリー中佐も、同意の目でクラテールを見る。しかし彼女の方は折れなかった。

「それでも駄目なんです！　今回のフェアは広告のためのサプライズであって、このレストランが安売りを始めたわけじゃない。そんな誤解を生めば、銀盾亭の看板を掲げた全店のブランドイメージが下がってしまいます。安物を安売りする店の印象を持たれてしまう……」

　クラテールは青い顔で言う。その緊張をアティスも理解した。このまま適当な解決に走れば、ベロウェスにものすごい迷惑をかけてしまうのだ。それはクラテールにとっても、絶対に許されない失敗なのである。

「でもじゃあ、どうするのさ？」

　アティスの質問に答えはなく、クラテールは唇を噛かむ。必死で考えているのは、その顔から分かる。しかしアイデアは出てこない。

　結局、完全な手詰まり状態のクラテールを救ったのは、軽やかなカルセの声だった。

「皆さん、銀盾亭31号店のリニューアル記念日に来ていただいてありがとうございます」

　思いがけない乱入に、アティスもクラテールも押し問答する客たちも、そろって全員ポカンとする。だがカルセはゆっくりと話し始めた。

「今日はお知らせが足りなかったので、皆さんに残念な思いをさせてしまいました。でも今日と同じ大サービスフェアは、来月の収穫祭の第二弾、冬至日の第三弾と、続けていく予定です。今度は告知を徹底させますので、その際にはご贔ひ屓いきにしていただければと思います」

　カルセの言葉に、客たちは顔を見合わせる。

「まあ、カルセ王女が言うなら……」

　客側も店側も引くに引けなくなっていたところに、ホッとした空気が流れる。

「そもそもなぜ、カルセ王女がレストランの手伝いを……？」

「時間があるうちに社会勉強しようと思ってね。知り合いのところに置いてもらっているのよ。まだ若いんだから、今のうちにね」

　不満を鬱うつ積せきさせていた客たちは緩やかな談笑へと移っていく。

　明るく元気に答えるカルセに、小さな笑い声が起き始めるころには、客たちは完全に入店を諦あきらめ、解散を始めた。

　しかしアティスは、青い顔でじっと地面を睨にらんでいるクラテールに困惑していた。客が去ってカルセが一人になった途端、クラテールはカルセに詰め寄り怒りをぶつける。

「何てことをしてくれるんですか！　このレストランに安っぽいイメージがつけば――」

「いえ。そうはならないかなと、気づいたものだから」

　本当に慌てて、カルセは説明を始めた。

「来月の収穫祭の日にはいろいろな品物が王都に集まって、特に食べ物の仕入れ値がグンと下がるのよ。だから料理を安く提供できる。冬至日にもやっぱり酪農家の放出があって、だから安い。そうやって分かりやすい『安い理屈』をセットにしていけば、人を定期的に呼べるし、イメージも悪くならないと思うの……。ほとんど勘なのだけど、やっぱりまずいかしら？」

　クラテールは無言で――敗北感のあらわな顔で、じっとその話を聞いたあと、頷うなずいた。

「……その通りだと思います。完全に私の負けです」

「負けとか勝ちとか、そういうことじゃないわ。みんなで頑張っているお店だもの。さあ私たちも仕事に――」

　カルセは手を伸ばす。それをクラテールは思いきり叩はたいた。

「私は……あなたに負けた！　このことは私にとって屈辱的で致命的で！　到底自分を許すことはできない！」

　クラテールは自分に失望したように、小さく笑い出す。

　その態度に困惑して、アティスはアンバリー中佐と顔を見合わせる。一体彼女の中で何が起こり、何を考えているのか、アティスたちには理解できなかった。

　しかしカルセははっきりと、クラテールの態度に文句を言う。

「私はあなたが何を言っているのか、よく分からない。私は私がやるべきだと思ったことをして、だから全すべてうまくいっている。私たちはうまくやれていると思う」

　クラテールの小さな笑い声が止まった。

　俯うつむいた彼女は上目づかいでカルセを睨む。その視線をカルセは真正面から見返した。

「でも、あなたがみんなの努力の結果を――いいえまだ終わってすらいないものを、負けだとか、そんな風ふうにしか感じられないって言うのなら、それは逆だと思う」

「……逆？」

「ええ、そう。だからあなたが世界から受け取る答えは、これからも必ず歪ゆがんでいて、あなたのことをずっと呪のろい続ける。でもそれは誰だれのせいでもない。だってあなた以外の誰一人、あなたを責めたりしていない」

　カルセはクラテールをしっかりと見据えて言う。

「周囲の声が歪んで聞こえるのは、あなたの問いが歪んでいるからだと私は思う」

　それは実にカルセらしい言葉だった。だが伝わらないだろうと、同時にアティスは思った。クラテールの激情の火に、油を注ぐようなものだと思っていた。

　しかしクラテールは無言で俯うつむいた。その目からはなぜか、大粒の涙がこぼれる。

　それを見て、もう大丈夫という風にカルセは頷うなずいた。

「みんな、もうひとがんばりしましょう」

　その掛け声にまずクラテールが、目を押さえたまま何一つ反論せず店の入り口に向かう。それでやっと、アティスたちも安あん堵どの息をついた。

　――それにしたって、何で泣く必要があるんだろう？

　夜の中に煌こう々こうと明かりを灯ともしたレストラン。そこへ向かいながらアティスは、首を傾かしげるしかなかった。

　しかしクラテールの取った行動の全すべてを、すぐにアティスは納得することになる。

　そしてこの『謎なぞ』が解けた時、アティスは全てを失っていたのだ。



　開店以来初めての大盛況のうちに、銀盾亭31号店は営業を終了した。

　店内では客席を片側に寄せ、全員がモップと雑ぞう巾きんを持っての大掃除が始まる。王城衛兵隊が規律に厳しい集団なのは確かで、掃除だけは本当にテキパキ作業が進んでいく。

　そして店内の隅の方では、老眼用の小眼鏡をかけたアンバリー中佐が机一つを占拠して、今日の売上金を集計していた。

　ベロウェス大佐はそのうしろで、腕を組んだままずっと考えこんでいる。

「終わりましたよ」

　アンバリー中佐は老ろう眼がん鏡きようを外し、集計用紙をベロウェスに渡した。顔をあげたベロウェスは、受け取った用紙を全て見て、ようやく小さな笑みを漏らす。

「……なるほど。ちょっとみんな発表がある」

　ざわついていた店内が、一瞬にしてシンと静かになった。

「今日は一日で相当な出費があったにも関かかわらず、最終的には初めての黒字になった。カルセ王女からの新提案もあったし、この調子を維持できれば、半年以内にこれまでの赤字を精算できるだろう」

　そう告げてベロウェスは、よく分かっていない顔の従業員たちに向かって拍手した。それにつられてぱらぱらと他ほかの拍手が続き、やがて興奮したようなどよめきが起こる。

「みんな、こっちだよ！」

　アティスが声をかけて、クラテールに注目するよう促す。その調子の良さに、クラテールは白い目を返した。

「何ですか。いきなり人をさらし者みたいに」

　だが全員が『確かに』と、クラテールに向けて拍手する。

「ありがとう」

「お疲れ様」

　口々に感謝の言葉がかけられる。店内はちょっとしたお祝いのような雰囲気になった。

　クラテールはビックリしたように左右を見回し、そこで再びアティスと目が合う。アティスは調子に乗って、ウンウンと頷うなずいた。途端、クラテールは真まっ赤かになって店の奥へ行ってしまう。

　他の者はそれを合図に仲間たちと談笑を始め、相変わらず雰囲気の読めないアティスだけが、クラテールのあとを追った。

「どうしたのさ？」

「あなたこそ、どうしてついてくるんですか！　私は一人になって頭を冷やしたいだけです。ほっといてください」

　クラテールは厨ちゆう房ぼうを通り抜け、食材を運び込むための裏口通路まで行ってしまう。雑然と置かれた野菜入れの木箱の間をくぐり抜けたところで、ようやくアティスは追いついた。

「あのえっと、ちゃんとありがとうって言いたいんだ。特に店長の僕は」

「そんなことは、カルセ王女に言えばいいんです！」

　拗すねたようにクラテールは言った。

　しかしその表情がすぐに曇り、彼女の足が止まる。

「……そもそも魔物の女が人間に紛れ込んで、何を言っているんです」

「え？」とアティスは突然のことに、言葉に困る。しかし振り返ったクラテールは素早く手を伸ばして、アティスの頭の上の帽子を叩はたき落とした。

　仕事中も決して脱がなかった帽子の下から、普通の人間にはありえない、獣じみた犬の耳が飛び出す。アティスは慌てて隠そうと押さえたが、もう遅い。

「さあこれで言い逃れはできません。あなたは魔王ミトラス・アグディスティスの僕しもべで、だからこそ私は、あなたに接近を計ったんです。あなたの正体と目的を、話してもらいます」

「そういう君の方こそ、一体何者なんだ!?」

　アティスは苦し紛れに時間稼ぎの言葉を返す。とにかくどう誤魔化すか、急いで考えなければならない。

　しかしクラテールの方は逆に、決意をしたかのように厳しく目を細めた。

「私の名は、クラテール・ヴィクス。テクト地方の四し分ぶん領りよう行政官です」

「君が――ヴィクス家の？　え？」

　家の名前しか印象にないアティスは、その姓名にまず驚いた。

　しかしアティスには構わず、クラテールは一方的に話を続ける。

「私は今、魔王ミトラスとの対決に挑もうとしています。しかしあなたは魔王ミトラスに巨大な魔力を注ぐ中継点――いわば巫み女こです。あなたの存在は私にとって、とても邪魔なんです」

「いや……中継点？　何を言っているのか分からないよ……」

　そうアティスは素直に答えた。――しかし何かそれと似たような話を、誰だれかとどこかでしたような記憶もある。あれは何についてだったか？

　一方のクラテールは、挑発的な薄笑いを浮かべる。

「ごまかしは通用しません。私はすでに魔王ミトラスに匹敵する力、天てん空くう人びとたちを味方につけています」

「そんな――」

　アティスは驚きの声を上げた。

　何せ天空人というのは、魔王ミトラスを倒すことにしか興味のない存在である。人間などそのための駒こまとしか思っていない。そういうタチの悪い連中なのだ。アティスもまた彼らに振り回され、酷ひどい目に遭あったばかりだった。

「とにかく、君の言うことは僕には分からないし、天空人と組むのも考え直して欲しい。そもそもミトラス・アグディスティスが悪あく辣らつな存在だということからして、天空人が人々に吹き込んでいる誤情報なんだ」

「魔王崇拝者である魔物のあなたが、何をとぼけたことを――」

　クラテールは心底呆あきれたように言ってイライラと顔をしかめる。

「それに私は魔王ミトラスによって、大切な人を二人も失いました。結婚を間近に控えた幸せな彼らの命を、魔王ミトラスは奪ったんです。その恨みをはらすためなら、天空人だってうまく利用してみせます。彼らが何をどう言っているかなど、関係のないことです」

　そう言われると、アティス自身には返す言葉もない。

　何せ人間と魔物が大戦争を繰り広げたのだ。このような悲劇は、世界にいくらでもあったのだろう。そしてその片棒を担いだのは、勇者を名乗って魔王に戦いを挑んだアティス自身でもあった。

「……それでも君は、テクト地方の人々に必要とされている行政官じゃないか。憎しみで復ふく讐しゆうに走っていい人間じゃない」

「行政官の地位なんて、ただの手段に過ぎません」

「じゃあ君も結局は、あのヴィクス家の一員なのか！」

　クラテールは驚いたように目を見開く。

「……魔物のあなたが、どうしてヴィクス家の話なんて始めるんです？」

「僕は――」

「鬱うつ陶とうしいです、あなた！」

　通路に積み上げられた木箱の向こうから、声がする。

「どうしたの……？」

　言い争う声を不審がられたのだろうかと、アティスは思った。しかしクラテールは突然アティスの腕を取り、引っ張った。

「カルセ王女です、来て」

　そう断言して声とは反対の方、店の外へとアティスを連れていこうとする。

「ちょっと……何なのさ！」

「あなたにはまだ、聞きたいことがあります。来てください」

　アティスはわけが分からないまま、クラテールについていく。

　真っ暗な店外からチラリと振り返ると、ランプの下のカルセの横顔だけが見えた。その顔はなぜか人形のようにとてもきれいで、アティスの目と記憶に焼きついた。



　真っ暗な裏通りへ出たアティスは、そのままクラテールに手を引かれていく。

　表通りと違って人通りの元より少ないこちらは、街灯ランプなど一切ない。完全な真まっ暗くら闇やみだった。

「一体――！　何なのさ――！」

　小走りのアティスは肩で息をして聞く。しかしクラテールは無視したまま、闇の中へ闇の中へとアティスをどんどん連れていく。

「そうか――」

　ようやく思いついたことがあり、アティスはそれを言ってみる。

「――君はもしかして、カルセと知り合いだったのか？」

　そしてそのことをカルセに気づかれたくない、思い出されたくないのだ。そう考えればクラテールがカルセに見せた不可解な行動のいくつかが、上手く説明できる。

「…………ええ」

　沈黙の最後に短く答えて、ついにクラテールはその足を止めた。そういうことかと、ようやくアティスも納得した。

　アティスはある事件で、ヴィクス家と関かかわったことがある。そしてその時にカルセも、旅仲間としてついてきていた。

　だからアティスはクラテールと面識はないが、カルセの方は知り合っていた。そういう可能性は十分あったのだ。

「あなたは不可解です……」

　唐突に気弱に、暗くら闇やみの中でクラテールが呟つぶやいた。

「あなたは何なんですか？　どうして魔物の女がカルセ王女のことを親しげに呼び捨てにしていて、ヴィクス家の悪名まで知っているんです？　おまけに魔王から何も知らされず、魔力的に利用され、魔王からカルセ王女が死んでいることすら聞かされていない」

「いや何を言ってるのさ。カルセは魔王ミトラスの手によって生き返ったんだよ」

「そちらこそ、何を言っているんです？　カルセ王女はもう死んでいて、魔王ミトラスに操られているんです」

「それは君が、天てん空くう人びとに吹き込まれた嘘うそだ！」

　何の根拠も理由もなく、いつの間にか大声でアティスは叫んでいた。

　だが同時に、少なくともクラテールがそれを本気で信じていることは、理解できた。

　つまりクラテールはずっと、『魔王が操るカルセ』と競い合っていたのだ。魔王を憎むクラテールにとって、それが負けられない戦いであったことは想像に難くない。

　ただもちろんだからといって、真実なわけではない。

「……カルセは生き返ったんだ」

「そんな事実はありません」

　あくまできっぱりとクラテールは告げた。

「カルセ王女は確かに死んでいるんです。もっとも私の方も、いくつか思いこみの情報を修正する必要があるようですけれど」

「思いこみを修正って……何を？」

「その前にどうしても、この質問にだけは答えてください。あなたの答えを、私は絶対に信じますから。あなたはカルセ王女と魔王ミトラス、どちらの味方なのですか？」

「僕はカルセの味方だ」

　アティスはためらわず即答した。

　魔王には悪いが、そんなことは魔王本人すら承知していることだ。

　クラテールも頷うなずく。

「信じます。とにかく、カルセ王女と魔物の女アーサー・ベルシラクは親しかったという事実があったということです。――その方が確かに辻つじ褄つまが合います」

「……辻褄って？」

「カルセ王女の死体は、魔王が操っているのではありません。カルセ王女をよく知っている、あなたが操っているんです」

　畳みかけるように言うクラテールに、アティスは一瞬言葉を失う。

「……いや僕は全すべての直感にかけて、そんなことはないと言えるよ。カルセは全く昔のままだ。誰だれにも操られてなんていないよ！」

「いいえ、あなたにだけは見抜けないんです。なぜならあなたの『こうあるべき』というカルセ王女の姿、いわばあなたの理想通りにカルセ王女は動いているからです」

　アティスは口を開いたまま言葉も出てこず、力なく横に首を振った。

「……君の言っていることは妄想じみてるよ」

「いいえ、現実から逃避しているのはあなたの方です。あなたが現実を直視する勇気がないがゆえに、カルセ王女は魔王に辱められ、愚ぐ弄ろうされ続けているんです」

「僕はカルセの大事なことで、逃避したりなんてしない！」

「いいでしょう。それならば――」

　夜の闇やみの中で、突然にクラテール・ヴィクスは、その様子も口調も、何もかも一切が別人のように異様な雰囲気を発し始める。

「――――古のガロンヌの王よ、ガロンヌの古き王よ。その疾風船スムの波路を、我ら王の末葉にお示しください」

　――これは魔法の詠唱？

　そうアティスは気づく。

「何を始める気さ？」

　クラテールは詠唱した時の雰囲気のまま、森の民フオレストノート独特の謳うたうような口調で答える。

「古代王国の末まつ裔えいにして悪名高きヴィクス家に伝わる、『失せもの探し』の術。それをあなたに見せます」

　クラテールは右手を、緩やかに腰の高さで手のひらを上にして掲げた。そこに極小の光の粉が飛来して、円を描きながら巻き上げられていく。

　やがてクラテールの手のひらの上に、魔法光に輝く大きな筒が現れた。

「この魔法は『門』です。そしてこの門の中にあなたの『失せもの』を探し出す鍵かぎがあります。あなた自身の手でのみ、それを取り出すことができます。これで全ての真実が判明します」

　アティスは突きつけられた選択に、悲しくなって目を伏せる。

「こんなやり方は……一方的だよ」

「ええ。だから無む理り強じいはしません。しかしそれでもあなたはいずれ、失われた真実に向きあう道を選ぶはずです。そうでしょう？」

　その問いにアティスは迷ったまま――頷うなずいてしまった。

　もしもクラテールの言う通りなら、アティスは魔王ミトラスのとんでもない嘘うそと企たくらみを見逃していることになる。それはフェシナス王国にとって致命的なのだ。もはやアティスだけ、カルセだけの問題ではない。

　だがそうでありながらアティスは、次の瞬間にもう、頷うなずいたことを後悔し始めていた。

　王国のためとかどうとか、そんなものはただの義務感でしかない。

　それよりもし万が一――カルセのあの明るい笑顔が、勇気づけてくれる言葉の数々が、全すべて自分自身で作り出した嘘うそだったらどうするのか？

　カルセが死んでいると判明したとして、それを知ったアティスは、今後一体どうするというのか？

　しかしアティスはもうすでに、引き返すことのできない道を歩み初めてしまっているのだ。一度抱いた疑いの気持ちは、全ての真実が明かされるまで、一生消すことはできないだろう。

「願いを心に。そしてこの『失せもの寄せの門』に手を入れてください」

　クラテール・ヴィクスの指示に、アティスは生なま唾つばを呑のみこむ。そして散々迷ったあげく、手を魔法光に包まれた円えん筒とうの中に入れた。

　指先に何かが触れたので、それを掴つかんで取り出す。手を開いてみると、アティスが握っていたのは黒く照り輝く小さな指輪だった。

「この黒水晶の指輪が、あなたの『失せもの』を寄せます。この指輪があなたの失っている真実をたぐり寄せ、取り戻させます――」

　クラテール・ヴィクスの不吉な声が真っ暗な通りに響く。

　それは呆ぼう然ぜんとするアティスの横を素通りし、王都の夜の闇やみの中に吸い込まれていった。



    

  
    
      
第四章





「久しぶりに体を動かしてクタクタだわ」

　カルセが腕を振り回しながら、明るい声でそう言った。

　レストランから王城へと、夜の帰り道である。カルセはまだうきうきとした表情で、後ろのアティスを振り返った。アティスはカルセに無言のまま微笑ほほえむ。

　しかし取り繕ったアティスの頭には、疑心が渦を巻いていた。クラテール・ヴィクスの言ったことが、全すべての思考力を奪っていく。

　――もちろんクラテールの言葉を信じる理由など、一つとして存在しない。

　アティスはそう思うのだ。現に先ほどからずっとカルセの様子を見ているが、おかしなところなど何もない。いつもの通りのカルセらしいカルセである。

　アティスはポケットに手を突っこんだ。

　そこにある黒水晶の指輪を、指先で転がす。

　これがどんな魔術道具かは、アティスも知識で知っていた。

　黒水晶は水系統の魔法を操作できる宝石で、指輪にして砕けばその魔法を打ち消すことができる。そしてカルセが操られているというなら、それは間違いなく人間の肉体を操る魔法、すなわち水系統の魔法なのだ。

　だからアティスは真実を知りたければ、この指輪を割ってみればいい。それだけで全ての真実は明らかになる。

　もしもカルセが生きているなら、何の変化も起こらない。もしも骸むくろを操られているなら、カルセは動くことをやめるだろう。それだけのことだ。

　そしてアティスには真相を見極める義務がある。

　もしも魔王がカルセの骸を操っているのなら、それは王国の重大な危機だ。アティスだけのことではなく、王国全体が魔王に利用されているということだ。もう何度もそう考えている。

　しかし結局、アティスは真実と対面する勇気がなかった。

「アティス？」

　いつの間にか立ち止まっていたカルセが、驚いたように声をかけてくる。深く考えこんでいたアティスは「えっ？」と言って、そのまま壁に頭をぶつけた。

「ここは……？」

　慌てて周囲を見回す。いつの間にか王城の、それもカルセの部屋の前に到着していた。

　距離にして相当歩いた上、衛兵の詰め所を通って城の中に入ったはずだ。なのに全く気がつかなかった。それほど深く、考えこんでしまっていたのだ。

「どうかしたの、アティス？」

　呑のん気きな調子でカルセが訊きいてくる。アティスは慌てて「んーん」と、笑顔で横に首を振った。するとカルセはなぜか、ちょっと不機嫌な上目づかいで訊いてくる。

「ねえ、アティス？」

「うん。……どうしたの？」

　カルセは通路の左右を見る。何かとアティスもその視線を追った。真っ暗な廊下だ。別に何もない。

　するとカルセは再び「でしょ？」という顔でアティスを見て、シャツのお腹なかを指先で引っ張ってくる。

　アティスもその視線を正面から見返したまま、五度ほど瞬きを繰り返す。

「…………………………え？　なに？」

「別に何でもないわ……」

　盛大にため息をついたカルセは、アティスの頬ほおをペチペチと叩たたくと自室の扉を開けた。

「それじゃね、アティス。おやすみなさい」

「うん、おやすみ。――何を怒ってるのさ？」

「さあ？」

　カルセは答えないまま部屋に引っこみ、アティスの目の前で扉が閉じる。

　アティスは顎あごに指をあて、小さく首を傾かしげた。

　だがその途端。

「!?」

　アティスはとてつもない悪寒に襲われて、大急ぎでしかし油断なく周囲全すべてを見回した。その手は意識する必要もなく、腰の護身用の短剣にかけられている。

　何者かの視線がどこからかじっと、アティスを見ていた。とにかく気配からその事実だけがはっきりと伝わってくる。

「……誰だれだ？　…………誰かいるはずだ」

　口の中で呟つぶやいた。

　しかし通路のどちらを向いても、暗くら闇やみがただ、わだかまるばかりである。

　その途端に今度は、カルセの部屋の中から何かが倒れる大きな物音が響いた。

「どうしたの、カルセ！」

　アティスは部屋に向かって呼びかけ、すぐさま扉を蹴けり破った。

　今のは人が倒れた音だ。それがカルセなら返答などできるわけがない。

　アティスは薄暗い室内を見て回り、とにかくカルセの姿を探す。

「カルセオラリア！」

　薄ぼんやりとしたオイルランプの光の下に、床へ倒れこんだカルセの姿があった。アティスはすぐに駆け寄ると、カルセを助け起こす。

「大丈夫、カルセ？　どうしたの？」

　カルセはアティスの腕の中で、唸うなって小さく身じろぎした。表情は苦しげだったが、呼吸はしっかりしている。

「大丈夫だ。無理なら答えなくていい。すぐに侍じ医いを呼んでくるから――」

「アティス……。待って……」

　弱々しい手が、アティスの肩を掴つかんで止める。腕の中のカルセの息は熱い。

　そして急にアティスは、ほのかな明かりの中に浮かんだカルセの曲線を意識した。

　夜着のシュミーズドレスの下に、透けて見える肌色の豊かな美しさ。それを部分だけ彩る小さな黒い下着が妙に心に迫って見え、アティスは思わずツバを呑のみこんだ。

「アティス、私――」

　囁ささやくようなカルセの声に、アティスは飛び上がりそうになる。

「――う、うん。どうしたの？　何でも言って」

「お医者様に見てもらっても、しかたがないから」

「そんな、急に子供みたいなこと」

　アティスは微笑ほほえんで言ったが、心の方は急に冷えてくる。クラテールの不気味な声が、また脳裏に甦よみがえった。

「私は……こんな体だから医学は無意味だって。そう、言われていて」

「こんな体？　――魔王ミトラスに？」

　カルセは苦しげにどうにか頷うなずいた。その肉体はすでに一度、剣に貫かれて死んでいる。そして魔王の肉体の血――つまりは現在のアティスの血を浴びて、カルセは甦ったのだ。

　そんなカルセの体について、忠告できる者といえば魔王しかいない。

「でもだからって――」

「いいから聞いて。……いつか、復活の血の力は尽きるだろうって――」

「何だって！」

「でもそのことはずっと、忠告されていたの。だからアティスの血の補給が必要だって……。言われていて……」

「そんなことなら」

　一瞬心臓が締めつけられるような気分を味わったアティスは、安あん堵どで大きく息をついた。

「大丈夫だよカルセ。僕の血ぐらい、君のためだったらいつだって――」

　アティスは護身用の短剣に手をかける。しかしカルセはしがみつくように、手に手を重ねて邪魔をする。

「待って……」

「どうして？」

「私のために、体に傷を作らないでアティス……」

　カルセは苦しそうな途切れ途切れの息で、必死に言う。

「そんなことを繰り返したら、あなたの心が。……気持ちが歪ゆがんでしまう」

「そうはならないよ。大丈夫だ」

　アティスはできるだけ優しく答えた。カルセの顔色は悪く、何度も苦痛に歯を食いしばる。こんなカルセの姿は見ていられない。

「僕は何が何でも――」

「あの、アティス……。ごめんなさい」

　一方的にそう言ったカルセは次の瞬間、突然体の全すべてで覆おおいかぶさってきていた。

　何事かと事態を把握する暇もない。アティスは床の上に全体重で押し倒され、唇を唇で完全に塞ふさがれる。

　そしてそのアティスにとって初めての感触を確認する間もなく、今度は舌が入ってきた。

　――ちょっと。

　さすがにアティスは、自分の舌でカルセの舌を止めようとする。ほとんど反射的な行動だった。しかし実際は湿った音とともに舌同士が絡み合い、より密着するばかりだった。

　自分がとんでもないことをしているという事実に、アティスは真まっ赤かになる。

「……ッは！」

　さすがに窒息しそうになって、アティスは上に乗るカルセを無理やり引きはがした。

「ちょっと待って、カルセ。様子がおかしいよ。どうしたんだ!?」

　しかしカルセは熱に浮かされたかのように、無言のまま抵抗するアティスの手を押しのけようとする。カルセの腕や背には、可か憐れんな容姿に不釣り合いな筋肉の筋が浮かび上がり、影を作って大きくうねった。そして再び覆いかぶさり、カルセはアティスの唇を深く吸う。

　――そうか、唾だ液えき……。

　アティスはようやく気がついた。

　カルセはアティスの血をすする代わりに、他ほかの体液でそれを代用しようとしているのだ。

　だがその程度では結局、乾きは癒いやされないらしい。

　やがてカルセの舌はアティスの口を離れ、焦ったように頬ほおを舐なめ始めた。まるで溺おぼれているかのように、手でバタバタと周囲を手探りする。

「カルセ、やっぱり無理なんだよ。僕の血を――」

　宙をもがくカルセの手が、アティスの頭を軽く打った。そして指が帽子の下に生える、アティスの獣の耳を強く掴つかむ。

「ひゃあ」

　いきなり、鈍く重い痛さに似た感覚が、頭上から体の中心の幹へと突き抜けていった。

　普段もこの耳はさわられると妙にくすぐったかったりするのだが、今のはその比ではない。背筋が勝手に張ったかと思うと、意志と無関係に体が反り返って床を打つ。

　カルセの指が、意を得たようにコリコリと耳をくすぐる。たったそれだけのことで、アティスは自分のことが全くコントロールできなくなってしまった。

「――ッあ、あ、んああ！」

　さらに新たな切せつ羽ぱ詰まった感触が、アティスを追い詰める。

　一瞬にして首筋に吹き出した汗を、カルセが一心不乱に舐なめ始めたのだ。

「カルセっ、ひゃ！　ごめん、一いつ旦たん、あ、はな……やめて……って」

「……ごめんアティス、…………ごめんね」

　カルセはうわごとのように謝るばかりだった。熱心な唇でのくすぐりをより強くするばかりで、一切やめようとはしない。それどころか何を考えついたのか、アティスのシャツのボタンを、上から開けていく。

「ま、さか……はぅぅ…………ぁん……」

　首筋の汗を舐めきったカルセの柔らかい舌が、胸元から胸の谷間――腹の窪くぼみへと、執しつ拗ように丹念に肌の上を舐め上げていく。

　それに合わせてカルセの両手も、獣の耳を離れ――肩をなで――胸先に散々悪戯いたずらを繰り返してアティスに幾度も悲鳴を上げさせたあと、とうとう豊かな尻しりへと下りてくる。

「あう、あうううっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　カルセの力のこもった指先で、アティスは普段隠しているもう一つの獣性の象徴――ふさふさとした尻尾しつぽをきつく撫なで上げられる。

「――――！」

　力の入らない手で、慌ててアティスは口元を押さえた。

　だが無ぶ様ざまな絶叫が続くのを、小さくすることすらできない。しかもそれで終わりではないのだ。何か恐ろしい、耐え難い瞬間が近づきつつあるのをアティスは感じていた。体が自分のものでなくなってしまう。

　心が切り離されて宙に飛んでいってしまうような感覚に、何度も襲われては抗あらがい、必死で引き返す。しかしアティスがいくら踏みとどまっても、カルセは手を止めようとはしない。それどころか完全に確信犯の顔で、何度も何度も突き落とされる。

「やめてよ……。もう、これ以上は…………！」

　アティスは涙声で、途切れる息の合間にそう呟つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだった。なのにこれを言った途端、尻尾の根を指先で強く転がされる。

　またしてもアティスの体は思いきり反り返った。

　目の中が真っ白になると体全体が宙に弾はじけ飛ぶ。

　　　　＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊

　気がつくとアティスは体中汗まみれのまま荒い息をついて、真っ暗な部屋の片隅を眺めていた。

　手足は痺しびれたままで、満足に動かすこともできない。時折、止めることのできない痙けい攣れんが、体の上を波のように走っていく。その様子をアティスは、抗うことのできない現象のように、ただ眺めるばかりだった。呆ほうけた頭で視線を下ろす。

　アティスの上に乗っかったカルセは、今はアティスの腹に舌を這はわせていた。

　話しかけようとしたアティスは、カルセの満足げな顔を見てやめる。少なくとも先ほどまでの発作的な症状は、どうにか治まったようだった。

「んッ……」

　また声が、自分の知らないうちに漏れる。

　カルセが臍へそを舐なめ上げる度に、ビリッ、ビリッっと、緩い痺れが体を走るのだ。小さな声が再びアティスの口から、断続的にこぼれ始めた。

　――カルセのことを守りたい。

　暗い天井を見上げながら、アティスは唐突にそう思った。

　魔王ミトラスの企たくらみ。クラテール・ヴィクスの本心。そんなことは、実は関係ないのではないかと、急に気づいたのだ。

　それよりも何よりもカルセを本当の意味で救うために、アティスは真実と向きあわなければならないのだ。

　アティスはいつの間にか脱がされていた男物のズボンを、足を使ってたぐり寄せる。

　不思議そうに顔を上げたカルセに、アティスは笑って返した。そしてズボンのポケットから黒水晶の指輪を取り出す。

　この指輪を使ってみれば、カルセが本当はどうなっていて、何に苦しんでいるのか。そこからカルセを真に救うため、アティスは何をしなければならないのか。それが分かる。

「カルセ、絶対に守るから……」

　アティスは腹の上のカルセの頭を撫なでた。そして黒水晶の指輪を握り、祈るかのように両手で力をこめる。

　酷ひどく簡単に指輪は砕け、指の隙すき間まから小さな雷が走り出た。

　その行く先は二つに分かれる。

　雷の一方は部屋の外へ飛び去り、もう一方はアティスに向かって飛んできた。

「っつッ!!」

　自分に伸びた雷光がアティスの額を打ち、傷が開いて血が流れ出る。

　もっとも『魔王の血肉』を持つアティスである。その回復力からすれば、大したことではない。傷口はすぐに埋まって消える。

　だがカルセに起きた変化の方は、決定的だった。

　カルセはアティスの上に乗ったまま、目を見開いて動かなくなった。その瞳ひとみは死人のように、もはや力も光もない。

「そうなのか……」

　アティスは呟つぶやく。

　魔王が嘘うそをついていたのだ。

　訪れた結果は確かにショックで、体の奥の方が痛くなる。

　しかしこれがカルセの陥る苦難の現実である。だからアティスは行動を起こす。それはすでに決めたことだった。

「大丈夫だ。待っていてカルセ」

　アティスはカルセの体を抱え上げると、静かに寝台に横たえた。目ま蓋ぶたを押さえ、目を閉じさせてやる。

　そして自分は乱れた衣服を正すと、悲壮な決意を心にこめて部屋を出る。

　おそらく魔王は今、いつものあの場所にいるだろう。

　なぜかアティスはそう確信していた。



　クラテール・ヴィクスは酒屋倉庫の樽たると樽の間――薄暗い闇やみの中に潜んでいた。

　傍らには生野菜がカゴに山積みにされていて、それを手で無理やり口の中にねじ込んでいる。グチャグチャと音を響かせながら、壁の一点をじっと見て、誰だれかに言わされているかのように、ブツブツと呟つぶやく。

「――大丈夫です。――私は強い。私は強い。私は……」

　震える声で無感情に言葉を繰り返すクラテールの傍らには、彼女の金属でできた髪飾り――『聖せい兜とうモーリアン』が置かれていた。

　この魔法道具には様々な力が秘められていたが、その第一の用途は『心にかぶせる鎧よろい』である。使用者の精神に大きなストレスがかかった場合、聖兜モーリアンは『それを一時的に忘れさせる』ことで、使用者の心を守る。その結果、クラテールは常に感情に左右されることなく、冷静に最適な判断を下すことができるのだ。

　この魔法道具を手に入れたからこそ、クラテールはヴィクス家を掌握し、行政官としての責務をこなし、また、魔王との戦いにも勇敢に挑むことができている。

　しかしこの心の鎧には、大きな欠点があった。装着をずっと続けていると、記憶に欠落が生じてしまうのだ。つまり出来事を忘れっぱなしになってしまう。それではただの現実逃避と変わらないし、何より精密な意志判断ができない。

　そのためクラテールは活動を終えた夜の時間、聖兜モーリアンを外し、生身で世界と向かいあわなければならなかった。普段は道具で精神性を底上げしているクラテールは、誰だれより内気で臆おく病びような本来の自分の姿に戻って、現実と向きあわなければならないのだ。

　だがそれはまさに恐怖の時間だった。奔放で自信家なフリをした自分が抱えこんだ、気の重いこと、恐ろしいこと、人の恨み。それがストレスになって、一気に降りかかってくる。だからこの時間のクラテールは、恐怖を紛らわせるためにとにかく、『詰めこむ』作業をずっと続けていた。

「結局、アーサー・ベルシラクとは何者なのでしょうか……？　魔物の女にして、魔王の側近。しかもカルセ王女を昔からよく知り、親しく交流する存在。そんな立場がありえるんでしょうか……？」

　食べ物を押しこみながらブツブツと呟くクラテールの頭の中は、思いつきでいっぱいだった。それを全すべて口に出し、自分の耳で聞き続ける。こうしてどうにか、時間をやり過ごすのだ。

「彼女は魔王ミトラスに注ぎ込む膨大な魔力、最大の壁の中継点……」

　言いながら無感情な表情だったクラテールは目を細める。

「だったらあの子――殺してしまえば良かったんです」

　それが魔王の守りを解く最も簡単で確実な方法だった。だから近づいたはずだった。

「しかし私は聖兜モーリアンの力を借りていながら、それができなかった……」

　おまけにクラテールの方は、自分の正体を明かしてしまった。伏せておけばいい切り札まで切ってしまった。理由は簡単である。

「自分が正しいことを敵に確かめたかった。馬ば鹿かげたことです」

　そしてその結果、現在のクラテールは追跡者の影に怯おびえているのだ。

「アーサー・ベルシラクの態度は演技であり、それに私がまんまと乗せられたという想像は、どれぐらいありそうな話なんでしょうか？」

　口から小さなため息が漏れた。

「私は無事、王都フェシナムから脱出できるのでしょうか？」

　横に首を振る。

「好ましくない方に進んでいます。方向を修正しましょう」

　気を取り直したところで、「カラン」と小さな音が鳴り、硬い床を小石が転がる。

　クラテールは食べ物を掴つかむ手を止め、しゃべるのをやめ、考えるのも聞くのもやめて、わずか数瞬、それをぼんやりと見てしまった。

「……しまった！」

　集中が途切れてしまった。視界が周辺から急に暗くなって、どんどん見える範囲が小さくなる。それまで無感情に押しこめていた恐怖が、一気に逆流を始めた。

　クラテールは苦く悶もんのうめき声を上げてその場で体を折った。先ほどねじ込んだばかりの食物を、床の上に吐き始める。

　――いま何かが動いた。

　確かにクラテール以外の何者かが、この倉庫の中にいた。必死にその正体を見極めようとする。なのに頭が揺れて視界が定まらない。ここにいるのはクラテールを殺しに来た追手に決まっているのだ。逃げなければならない。なのにどっちにいるのか分からない。どっちに逃げればいいのか分からない。

「そうよ、聖せい兜とうモーリアンを……持って逃げないと！」

　突然気づいてクラテールは悲鳴を上げた。いくら命が助かってもあれが無ければ、クラテールは何もかもを失ってしまう。

「どこよ!!」

　手探りしても床以外の硬いものに、何一つ手が触れない。

『私だクラテール・ヴィクス』

　独特の声が響き渡った。

　――味方。私の唯一の味方の声……。

　恐怖に踊っていたクラテールの視線が、ようやく定まる。

　そこにあるのは宙に浮いた大きな目の人形――天てん空くう人びとエレクトラの姿である。

　敵ではないと知り、脱力したクラテールは、その場にグッタリと座り込んだ。

　一方の天空人はしばらくの間、空中から無ぶ様ざまなクラテールの様子を見下ろしていた。

　その無言の間に、クラテールは自分がどれだけの醜しゆう態たいをさらしたか、ようやく思い至る。

『――お前は魔王を倒すことを諦あきらめた方がいい』

　天てん空くう人びとエレクトラははっきりと言った。

　クラテールは息を呑のみこむ。

　魔王ミトラスに対して持ちえる、唯一まともな勝利の予想図。

　それはクラテールが天空人に認められることで古代ガロンヌ王の力を手に入れ、それをもって魔王を倒すというものだったのだ。

　現に勇者アティスは『コギトの境地』に達し、三種の聖武具を与えられた。クラテールもそれに倣ならい、天空人に認められなければならなかったのだ。

　しかし森の民フオレストノートの伝承では、『コギトの境地』は完全なる勇気、すなわち英雄豪傑の至る境地であるとされていた。

　ならば、クラテールが『コギトの境地』に至ることは一生ないだろう。

　天空人は絶対にクラテールを選ばない。

「……それでも私は、自分にできることをやるだけです」

『何のために？』

　天空人エレクトラは聞き返した。

『どうしてそんな無駄なことを？』

「人間のことなんて、あなたには分かりません……」

『分かっている。自己満足のために思考を停止し、掛け声ばかりを大声で話す人間を、私はすでに大勢見てきた――』



    

  
    
      



    

  
    
      　一方的に言い残して、天てん空くう人びとの姿は宙でかき消える。

　一人取り残されたクラテールは、絶望感に顔を手で覆おおった。

「私にだって分かってる――。私の力じゃ魔王に勝てない」



　アティスは王の間の大きな両扉を押し開けた。

　執務室と謁えつ見けん室をかねるこの部屋は、この夜更けでも明かりだけは灯ともっていた。たださすがに人の姿はなく、だだっ広い室内の最奥の王座に、魔王だけが一人座っていた。

　その両目が、正面からアティスを憎々しげに睨にらむ。

　しかし髪は乱れ、伏せ気味の顔色は悪く、脂汗の浮かぶ額を布きれで押さえている。魔法の雷でアティスが負ったのと同じ傷を、魔王も額に受けているのだ。

　つまりアティスと同じ方法で、魔王自身もまた、カルセを操っていたということなのだろう。

　だが別にそんなことは、どうでもいい。

　アティスは魔王に向かって言った。

「僕を裏切ったお前を、責める気はない」

「ほう。また随分と上からの物言いだな――」

「黙れ。僕が確認したいことはたった一つだ。……カルセは今、どうなっている？」

　魔王は息をついて、目を伏せる。

「――私はカルセに『魔王の血』を浴びせることで、『リュムパの糸』という肉体操作の魔法を施した。カルセを操作することでその心臓を動かし、呼吸をさせ、ものを食べさせることを続けた。……しかしそこまでなのだよ」

「そこまで？　……結局カルセを甦よみがえらせることは、魔王にもできないっていうことか？」

　まるで挑発するようなアティスの問いに、魔王は再び視線を上げ小さく睨んだ。

「魔王に不可能なことなど何もない。……しかし人間の体に封じこめられた私の魔力は、大きな制約を受けている。魔王として見えるべきものが見えず、振るうべき魔力もまた十分には振るえないのだよ」

「――だから、どうだって言うんだ？」

「死んだカルセの肉体維持で、私の使える『リュムパの糸』はほぼ使いきってしまっている。だからカルセの思考能力――いわば魂の再生作業は、遅々として進んでいないわけだ。……しかしカルセが死んだことになれば、王国はもう一度最初から作り直さなければならない。だから私は――」

「そんなことはどうでもいい」

「どうでも……？」

「カルセの魂を再生するには、あとどれくらいの時間がかかる？」

　魔王は何か言いたげに口を開いて、そして閉じた。しばらくして、ようやく言葉を返す。

「……さあな。しかしこのままだと数百年はかかるだろう」

「話にならない」

「それはもちろんだ。だったら我々は次の手を打つ必要がある。――選択肢は三つしかない」

　そう言ってなぜか魔王は、含むところがあるかのような冷笑を浮かべた。

「まず一つ目は、私の他ほかに新たな魔術師の手を借りることだ。だが私に匹敵する魔術の使い手となれば、人間程度の中から探すのはまず不可能だろう」

「だったら最初から言う必要はない」

「いや二つ目の案を検証するため、この仮定は必要なのだよ。すなわち、人に無理であるから人ならざるものに頼るわけだ」

　アティスは用心深く訊きく。

「……どういうことだ？」

「天てん空くう人びとの手を借りるのだよ」

　アティスは驚いて目を見開く。魔王は自分の冗談が気に入ったように大笑いした。

「むろんこの案は馬ば鹿かげている。一度私に与くみしたお前に、天空人が再び手を貸すことはない。むしろ奴やつらに弱みを見せれば、死ぬまで利用されるだけだ。私がお前ならば、天空人にだけはこのことを悟られないよう、隠し通すだろう」

「別に異論はないよ……」

　アティスはぶっきらぼうに答えた。魔王に言われるまでもない。アティスも今さら天空人たちを頼るつもりなどなかった。

「――三つ目は？」

「巫女の書リブリ・シビユリーナを集め、私の封印を解くのだ」

　ぬけぬけと魔王は言い放った。

「私に私の体を返せ。私に完全な魔力さえ戻れば、人間の魂の再生など造作もないこと。瞬きする間に終わらせてやろう」

　不ふ愉ゆ快かいだった。

　人を騙だましておきながら、どこまでも自分本位に物事を進める気でいる。

　だがアティスは、それでもホッとしていた。

　カルセを生き返らせることはできるのだ。

　ためらうことなく、魔王の前に膝ひざを折る。

「分かった。僕は僕の全力と、フェシナス王国の総力をあげて、この世界全すべての巫女の書リブリ・シビユリーナの回収を約束する」

「……ほう？　それは殊勝なことだな。ややこしいことなど考えず、最初からこうしていれば良かったか？」

　小こ馬ば鹿かにしたような声で、魔王ミトラスは見下ろして言う。

　しかしアティスは膝ひざを折ったまま顔を上げた。

「ただし！　その代わり絶対に約束しろ。カルセを絶対に甦よみがえらせると!!」

　魔王は沈黙する。

　なぜか。彼は今まで見せたことがないような凶悪な表情で、アティスをジッと見下ろしていた。

　そしてそれがどういうわけか、歪ゆがんだ笑いに変わっていく。

「絶対？　ならば断ろう。――なぜ私が人間ごときを相手に、そんな約束をしてやらねばならない？」

　――どういう意味だ！

　アティスは声に出して怒鳴り返しそうになったのを、その場でこらえた。ここで腹を立てたのでは、交渉に失敗する。

「……それならば僕は、巫女の書リブリ・シビユリーナの回収には協力しない」

「構わんよ。少々手間は増えるが、別にお前の助けが絶対に必要なわけでもない。だがお前が私の手足として協力しないのならば、私にカルセを甦らせる理由は一切ない」

　アティスは一瞬呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　魔王は一方的に取り引きを破は綻たんさせて来たのだ。アティスはキッと魔王を睨にらむ。

「お前は！」

「口をつつしみたまえよ、アティス君。君はこれから犬のような忠実ぶりを私に見せつけ、私の機嫌を十分にうかがった方がいいのだからな」

「……やれと言うならやってやる。その代わりカルセを救うと約束しろ」

「断ると言っている。我が肉体が戻った時の、私の機嫌次第だよ。君には選択権も決定権もない。せいぜい励んで、その細い希望にしがみつくべく頑張ればいい」

「お前は人間じゃないから、何にも分かってない！　分からない!!」

　魔王の態度に我慢できなくなって、アティスは立ち上がって魔王に詰め寄った。

「カルセの死はお前の取り引きのための単なる道具か!?　ふざけるな！　結局それがお前の本心か!?」

　だが魔王はそんな主張を鼻で笑った。

「私の本心？　ああだから、お前は黙って騙だまされていれば良かったのだよ。そうすれば今も幸福でいられた。そんな私の折せつ角かくの仕込みを、お前は自分自身で滅め茶ちや苦く茶ちやにしてみせたのだよ。私の言う通りにしていればいいものを、――このグズの無能が！」

　冷笑する魔王へ、アティスはどす黒い憎悪の凝り固まった視線をぶつける。だが魔王は笑ったまま舌打ちして返す。

「何もできない青二才は、そういう顔をするものではないよ、アティス君」

　そしてようやくアティスは気がついた。

　何もかも――あらゆる交渉のための手札を、アティスはすでに失ってしまっていたのだ。



　アティスは悄しよう然ぜんとして王城をあとにしていた。

　ふらつく足取りのまま、深夜の王都フェシナムを行く。

　さすがにこんな時間には、道を行く人の姿もない。

　歩き通したアティスはやがて、道に空いていた穴に躓つまずいた。それでようやく歩くのをやめ、よろめくままにその場でへたり込んだ。

　気がつくとアティスは、今朝来たばかりの大噴水の広場へ来ていた。

　朝の破壊で水道路の堰せきが閉められたのだが、まだ水が漏れているらしい。小さな水の流れが月の光を反射して、路上に光の筋を作っている。

「たった、一日で……」

　一体どれほどのものを失ったのかと、アティスは真っ黒な地面を睨にらんだ。

　いやそんなものは、最初からなかった。

　信じていた魔王は結局、最初から最後まで自分を利用する気しかなかったのだ。

　そんなことは当たり前のことだった。なのに思わぬショックを受けている自分がいる。

「……畜生。……くそうアイツは！　何で!!」

　悔しげに叫ぶ。

　だがなぜかその声に、力がかからない。怒りさえ霧散して消えていく。

　気がつくと心にポッカリと穴が開いていた。そこに全すべて吸い込まれていく。

　それは自分の中にある、恐ろしく危険な闇やみだった。だがアティスは目を離せない。

　もうアティスには、誰だれもいないのだ。

　――誰もいないのなら、何のために魔王に従うのか？

　――誰もいないのなら、何のために魔王と対決するのか？

　どちらも等しく空むなしいことに、アティスは気がついてしまっていた。

　アティスはこの世界の中で、完全に足場を失ってしまったのだ。

　それは、周囲に人一人いないこの深夜の静寂に似ていた。

　響くのは破壊された水路から漏れ続ける、小さな水の音ばかりだった。

　その水音に一つ、人の足音が重なる。

　地面に手を突いて項うな垂だれるアティスの前まで来て、その足音は止まる。

　最初、アティスはその存在を無視した。

　しかし足音の主ぬしはいつまでたっても去ろうとしない。

　しばらくしてようやく、アティスは顔を上げる。そこに立っていたのは、小荷物を背負ったクラテール・ヴィクスだった。

　だがそのクラテールからもなぜか、凛りんとした雰囲気は失われている。どこか表情が疲れていて、しかしその目は優しい。

「君は夜のうちに、王都を抜けるつもりなのか？」

　アティスの問いにクラテールは頷うなずいた。

「当たり前です。王城衛兵隊の隊長であるあなたに、正体がバレているんですから。私はいつ捕まってもおかしくない」

「いや、そんなことしないよ。別に君は、何の罪も犯していない」

「……甘いですね、あなた」

　半ば呆あきれ、半ば拍子抜けしたようにクラテールは言った。直後、その長い黒髪が、逆立ってざわめく。そして彼女のつけた金属製の髪飾りが魔法光に包まれ、二枚貝のように閉じた。

「君は――」

　アティスは地面に座り込んだまま、言葉を失う。

　クラテール・ヴィクスは金属製の兜かぶとで、頭を覆おおわれていた。露出しているのは口元だけで、顔には赤く光る巨大な一つ目が開いている。

　その特徴は王国を騒がせる、一つ目の仮面の盗賊と寸分違わぬものだった。

「……つまり今朝の暗殺騒動は、君がやったのか？」

「そうです。しかしあなたに邪魔された。だから私はあなたのあとを追って、あのレストランにたどり着いたんです」

　アティスは辛しん辣らつな現実に項うな垂だれた。

　クラテールも結局、アティスを自分の目的のための踏み台にしたのだ。

　しかしそのクラテールは、仮面ごしにアティスを見たまま、首を傾かしげた。

「魔王に流れ込む魔力の流れが、中継点で反転している……？　どうして？」

　奇妙なことをクラテールが言い、アティスは顔を上げた。方々を見回すクラテールの仮面の一つ目が、魔法の輝きを増している。

「君はまだ魔王を倒すつもりなのか？」

「当然です」

「当然か――。でも今朝だって君の矢は、一発だって魔王に当たらなかった。それが君の実力だし、現実だ。君は魔王ミトラスには勝てない」

「だからと言って、放ほうり出すことはできません。自分が自分でなくなってしまう」

「君は……強いんだね」

　クラテールは小さく息をつくと、いきなりアティスの首根っこを掴つかんで顔を引き寄せる。

「……こんなものが、強さのわけがないでしょう」

「…………じゃあなぜ、魔王に戦いを挑む？」

「自分が自分でなくなってしまったら、私が以前の無価値な存在に、戻ってしまうからです。それが恐こわいから、私は行く先を変えることもできず、もはや死を考えないことにして、必死でしがみついてるんです。私に待っているのは滅びでしかないのに、逃げ出して終わりにすることもできない。そんな気持ちが、あなたに分かりますか？」

「君は――」

　言葉を発しようとしたアティスに、クラテールは仮か面めん兜かぶとで頭突きを食らわした。不意打ちの一発にアティスはその場でひっくり返る。

「私の宿命は決しました。だからあなたの言葉を聞いてもしかたがありません。そういうものだと思いますから。――私はもう行こうと思います。そして二度と、あなたと会う機会はないでしょう。だからさようなら。おやすみなさい。アーサー・ベルシラク」

「待つんだ――」

　アティスはどうにか身を起こす。しかしクラテールの姿はすでに、王都の夜よ闇やみの中へと消えたあとだった。



    

  
    
      
第五章





　一週間後、魔王ミトラスはテクト地方に赴いた。当地で実質的な支配権を持つヴィクス家と、直接会談に挑むためである。

　場所はテクト地方の中央都市スタンナムを、さらに南に下ったガロンヌの地で開かれた。

　古代王の名を冠したこの土地は、森の中に突然つかみ取ったように巨大な窪くぼ地ちと湖こ沼しよう地帯が広がっている。そしてその中央には『ガロンヌの斜塔』と呼ばれる、古代魔法都市の遺跡が存在していた。

　つまりヴィクス家は自分たちのルーツ、寄って立つ場所である森の民フオレストノートの聖域を、――遺跡に隣接して建つガロンヌの古城を、会談の場に選んだのである。

　この会談の表向きの名目は『一つ目の仮面の盗賊』を討伐するための協議であるとされていた。

　しかしヴィクス家の真の目的は、アティス王の新政権に対し、ヴィクス家の育ててきた利権をどう認めさせるかということだった。一族の未来をかけた大勝負だったのだ。

　この大事な会談の場にまず出てきたのは、若いクラテール・ヴィクスではなく、先代当主にして長老のウォルカエ・ヴィクスと一族の者たちだった。

　その意気揚々とした鼻はなっ柱ぱしらを、魔王ミトラスは最初から思いきりくじきに出た。協議予定にはない提案書を会談の場でいきなり配ったのだ。ヴィクス家側の参加者は、それを見て全員が蒼そう白はくとなっていた。

　その様子を眺める魔王は、奇襲の成果に失笑する。単純に自信満々だった者の見せる驚きぶりは、愉快だった。

　ヴィクス家長老のウォルカエは、震える声でどうにか魔王に問う。

「ヴィクス家への六年間公職追放令とは……？　これではまるで犯罪者の扱いではないですか？　我々はフェシナス王国の建国以前から、都市スタンナムを建設し、人々を導いてきた一族。それをいきなり追放などとは――」

「それは、諸君らの見解だ」

　魔王は実にあっさりと切り返す。

「お前たちは私腹を肥やすことしか考えず、当地の市民は搾さく取しゆゆえの貧困に苦しんできた。その実態を調査しようとすれば、監査団を私兵で攻撃し、追い返す始末だ」

「何を言っているのです！　それは盗賊の仕し業わざで――」

「黙りたまえ、長老ウォルカエ。私に対して子供のような言い訳は時間の無駄だ。今後、都市スタンナムには軍を駐留させ、行政官は私の選んだ者を配して、官治組織は一から作り直す。それが完了するまで、ヴィクス家にはご遠慮願おうというだけの話だ。たった六年のことだ。別にいいだろう？」

「いいだろう……とは」

　長老ウォルカエの皺しわの寄った上唇が、怒りと動揺に震えた。それはそうだろう。こんな条件を呑のんでしまえば、ヴィクス家の利権構造はあっという間に解体されてしまう。

　あとは魔王の方で税法を変更し、その資産を巻き上げてしまえばいいのだ。テクト地方に根づいた寄生虫の駆除は、それで終わる。

　長老ウォルカエは土気色の顔のまま、不機嫌に席を立った。他ほかの一族の者も、慌ててそれに続く。

「……アティス王。この件は一いつ旦たん、持ち帰らせていただく。我らが当主にして行政官たるクラテール・ヴィクスと、検討させていただこう」

「無意味だな。検討しようが何だろうが、お前たちに次の行動の機会はない」

　ウォルカエは飛び出さんばかりの目で魔王を睨にらみつけた。

「呪のろわれろ若造が……！　他者の力を舐なめ、武力のみで大衆を統すべられる気の愚か者め」

　魔王は無言で肩をすくめる。長老ウォルカエは憤ふん怒ぬの表情で、部屋を出ていった。魔王も席を立ち、控えの間に移る。

「まさに老ろう醜しゆうの塊かたまりのような男だな」

　窓際に座り込み、古城から外を眺めた。

　そこには湖と湿原の土地の晴れ渡った空の下に、巨大な構造物がそびえ立っている。

　構造物の表面は炭のように無個性な黒一色で、降った雨水が垂れたあとがようやく灰色の縞しま模も様ようを作っているくらいのものだ。

　だがよく見てみると、その真っ黒な表面が一つ一つ建物の形をしていること、そしてそれがとんでもない数、あることが分かる。これこそが一千年前に繁栄したとされる、ガロンヌ王の古代魔法都市の名残なのである。

　遺跡の形状全体は上に行くほど外に向かって開いていく、ラッパ型をした塔だった。

　しかしそのためどちらから見ても、この塔が自分の上に倒れこんでくるような、ものすごい圧迫感を感じることになる。

　ゆえにこの遺跡は垂直に立ちながら、『ガロンヌの斜塔』と呼ばれていた。ただどちらにしろここに残るのは、街の遺い骸がいであり墓ぼ標ひようでしかない。

　なのにかつての繁栄を忘れられない『森の民フオレストノート』たちは、遺跡周辺の森に潜み、やがては遺跡の隣にこの古城を造り、過去の栄光を見上げ続けた。

　一千年もの間、どこへ行くでもなく、ただそうしてきたのだ。

「気持ちで負けているのだ。だから消えていく」

　魔王は冷笑を浮かべたまま、右手の開いて閉じてを繰り返す。その様子を自分自身でじっと見続けている――。

「……クソっ」

　妙に自分が苛いらついていることに気づき、魔王は舌打ちした。

　全すべて順調にことは運んだ。なのになぜか心の中にわだかまるものがある。

　おまけにここ数日で、自分を取り巻く魔力の流れに、大きな変化が起こっていた。しかしそれが何なのか、未いまだに確認できていない。

　服のボタンを掛け違えた時のような、じんわりとした鈍い違和感だけがずっと続いている。それなのに人間の体では、その正体を知ることもできないのだ。焦燥の気分ばかりが募つのっていく。

「――いや！」

　違うとまず最初に、魔王は直感して思った。感覚を研ぎ澄ませていたからだろう。もっと危機的な感覚がいきなり割り込んできた。

　隣室からいつの間にか、声や物音が聞こえない。

　魔王が会談室の扉を開け放つと、いつの間にか自分の連れてきた部下たちまでもが姿を消している。魔王はいつの間にかこの場所に、たった一人で取り残されていた。

「なるほど、ここでやらかす気か！」

　魔王の目が歓喜に見開かれる。――直後、巨大な力の洗礼が部屋ごと全てを吹き飛ばした。大音と猛烈な風が荒れ狂い、窓も壁も床も何もかもが無む茶ちや苦く茶ちやに破壊される。

　さらにその熾し烈れつな攻撃は一度で終わらず、二度、三度と念を押すように執しつ拗ように繰り返された。古城の半分ほどが完全に崩れてしまったところでようやく、攻撃は一いつ旦たん停止する。

　だが完全に炭化した木材が転がり、石が溶けて悪臭の黒煙を上げるその向こうに、複雑な模様の燈とう色いろの光の壁が出現していた。

「そうだ、そうこなくては！」

　興奮した叫び声とともに大笑が響く。魔法の防御壁の前で両手を掲げた魔王ミトラスの、全く無事な姿がそこにあった。

　魔王がその掲げた両りよう拳こぶしを強く握りしめると、光の壁は霧散する。そしてまだ魔法光のともる右手で正三角形を、左手では逆三角形を宙に描いた。

「アレスの矢筒デクミール・イグニスヴエンタ・アドヴアサス――」

　詠唱とともに、赤と白の光の魔法円が、美しく輝く一列を作り出す。魔王の「行け」の一言に、魔法円は次々と一直線に放たれた。

　大穴の空いた城の中から一直線に丘の頂上へと飛んだ魔法は、そこへ次々と炎と風の大破壊を引き起こす。灌かん木ぼくの茂みに火の手が上がり、宙に吹き飛び、丘の形が完全に変わったところで、小さな人影が飛び出してきた。

　大きな弓を持った襲撃者の影は、丘を転がるように駆け下りながら再び攻撃の魔法矢を古城へ向け撃ち放つ。

「面白い！」

　魔王は愉快げに唸うなると、床と天井が崩れ始めた古城の外へと飛び降りた。数階分の高さを落下しながら、両手を下に開き、詠唱する。

「ボレアスの烈風ヘクサミール・ヴエンス・インフア！」

　白い魔法円が、十個直列の構造を六本作り、足腰の周りに配置される。魔法円はひときわ大きく輝きを増し、魔王の地面への着地の衝撃を完全に吸収した。

　直後に古城を、再び光の矢の雨が襲う。土煙をもうもうと立てながら、今度こそ城は完全に崩れ始めた。

　その景色を背後に魔王は草の豊かな丘の急斜面を、魔法の力で急滑走していった。



　風の魔法で半分宙に浮いたまま地を滑走する魔王は、丘を下りきって湿原に入った。

　濁った色の沼や川から、腐ったような水と濃い草の匂においが漂う。太陽は明るいが日陰で発生した地面を這はうような雲が、強風に煽あおられいくつも流れていく。

　見通しは悪く、歩けば足を取られ、行動するにはこれほど厄介な場所もないだろう。しかし魔法で半分宙に浮いている魔王にとっては、行く手を遮る川も沼も何の障害でもない。

　急接近する魔王に、今やはっきりとその姿を捕らえた一つ目の仮面の盗賊は、次々と矢を放ってくる。

「ほう、これは」

　魔法光を纏まとった矢はそれぞれ別軌道の放物線を描いたあと、一斉、ほぼ同時に魔王の元へ落ちてくる。地に刺さって矢柄が折れるのと同時に次々と火の魔法紋章が展開され、湿った地面が破裂する。

　しかし魔王は降り注ぐ矢に対して全く滑走の速度を緩めないまま、身を低く屈かがめる。

「せいぜい楽しませてもらおう、ヴィクス家の切り札よ！　――アレスの矢筒デクミール・イグニスヴエンタ・アドヴアサス！」

　魔王は自分の向かう先、仮面の盗賊が逃げこんだ藪やぶの茂みに指先を伸ばす。

　その腕の下に再び魔法円の列が並び、先頭から一斉一列に発射される。

　飛びながら発せられる魔法の熱で、魔王の前方一直線に湿原の中から湯気の壁が立ち上がった。そして着弾した先では藪全体が葉をまき散らしながら穴だらけになり、その背後から再び、大きな弓を持った仮面の女が出てくる。

「お前がクラテール・ヴィクスなのだろう？」

　魔王の呼びかけにもちろん答えはなかった。仮面のクラテールは湿原に足を取られないよう、跳ぶように走って逃げる。何とかその先にある小高い林に逃げこむつもりらしい。

　だが高速で滑走する魔王は、クラテール・ヴィクスを一いつ旦たん追いこし、その逃走する進路に無理やり割り込んだ。退路を断つ。

「勝てる理由がないよ、お前には！」

　だが逃げ場を失ったかに見えたクラテールは、直角に進路を変えた。その先にはいつの間にか、地を這はうような雲が流れこんで来ている。その中に自分から逃げこんだのだ。

「……そうだ。そうだ。逃げろ。逃げろ！」

　魔王はからかうように叫び、唇の端を舐なめた。

　要するにクラテール・ヴィクスは、戦いにおいて全くの素人なのだ。そう魔王は見抜いていた。

　攻撃に転じないと勝負がつかない、決着をつけて勝つことができないということすら、分かっていないのだ。当たり前の経験則を持っていない。

「狩りの仕方も知らない、格好ばかりの狩人レンジヤーが！」

　ちょうどいいハンデである。魔王はあえて相手の誘いに乗り、自分も雲の中へ飛び込んだ。魔法で移動する魔王の周りはミルクのように濃い霧で包まれていて、それが一方向からの風にどんどん押し流されていく。

「どこへ行った……いや！」

　魔王は自分に向けられた、魔力のこもった視線を感じる。おそらくは仮面の力だ。

　直後に靄もやの向こうから、空気を唸うならせ三本の矢が、次々と襲いかかる。それを魔王は進路を反転して避けた。矢の列には続けざまに魔法の光が走り、それぞれが一斉に進路を魔王へ向け修正する。

「曲がったところで！」

　逆に矢の列の中に魔王は飛び込み、その間をすり抜ける。今の魔王はフェシナス王国の強力な魔法に守られているのだ。防御も何も必要はない。そして身をひねった反動のまま敵に向かって手を伸ばす。

「アレスの矢バイセンタム・イグニスヴエンダ・アドヴアサス！」

　指の先から霧の中を魔法弾が一直線に走り、一瞬仮面の人影が浮かび上がって消えた。

「!?　真正面で捕らえていたはずだ！」

　しかし魔法弾は今回も、当たった様子も手て応ごたえもない。舌打ちをして、魔法で滑走するまま方向転換をかける。その途端、鋭い痛みを感じて魔王は顔をしかめた。何よりもまず、驚いた。

　痛みの根源である脇わき腹ばらに手をあてる。

　そこでは衣服が避け、血がしたたり落ちている。先ほど際どいところで避けたはずの矢が、かすり傷を負わせていたのだ。

「なぜそうなる……」

　呟つぶやいて魔王はハッと気づいた。これこそがこの数日感じていた違和感の正体なのだ。

　王国の魔法がこれまでのように、魔王のことを守っていない。

　それも消えるどころか、反転してしまっている。魔王ミトラスのことを排除する方向に作用を始めているのだ。だがそのきっかけが何だったのか、心覚えがない。

「……時期から考えれば、アティスの件か？　しかしなぜアイツに決定権が……」

　だが口に出した時点でようやく魔王は、自分が何を勘違いしていたのか気がついた。

　つまり王国の魔法は、最初から魔王を守っていたわけではないのだ。

　なぜなら王国国民が支持するのは魔王ではなく勇者アティスその人で、だからアティスこそが強烈な幸運の魔力に守られていたのだ。

　そしてアティスは魔王を必要としていた。

　だから『アティスの幸運』の結果として、魔王は守られていたわけだ。

　しかしアティスと魔王は決裂し、アティスは魔王を必要としない。王としての信頼もない。ならばフェシナス王国にとって王座にある魔王は、異物でしかないというわけだ。

「私の排除が始まっているわけか。――はっきりしている」

　その魔王に向けて霧越しの魔力の視線が走り、矢が飛んでくる。

「――厄介なことだがな。実力の差までは埋まらない！」

　防御魔法の展開が間に合わないことは、はっきりしていた。そこで代わりに移動魔法の片側に高負荷をかけ、急速に大幅な進路変更を行う。直進速度を失わないこのターン方法なら、射られる矢を避け続けることぐらい造作もない。

　そのはずだったのだが。

「これは！」

　視界をあっという間に木立が覆おおう。

　そう気がついた時には、魔王は思いきりよく小さな林の中へと突っこんでしまっていた。木の幹に体をぶつけた魔王はそのまま派手に転倒し、地に頭から突っこんで止まった。

「……無ぶ様ざまなものだ。運がないとはこういうことなのか」

　もっとも特殊な存在である魔王にとって、痛みは行動を不能にする要素ではない。

　骨が折れていないことだけ確認し、すぐさま立ち上がる。

　だが今度は霧の向こうから、大勢の重々しい足音が響き始めた。その度に鉄の鎧よろいがこすれ合わさる音、鎖の鳴るような金属音も、はっきりと交じり始める。

　やがてまるで亡者のように、その黒い姿が真っ白な霧の中に次々と現れた。

　いつの間にか魔王は、鎧で身を固めた大勢の重装歩兵に取り囲まれていたのだ。

「なぜこんなところに、ペルガムス帝国の黒くろ鎧よろい重装歩兵が……」

　フェシナス王国の南に国境を接する、無慈悲な隣国の精鋭中の精鋭。それがクラテール・ヴィクスに力を貸しているのだ。

「つくづく愚かな女だ。何ということをしてくれる」

　魔王はその手を包囲の輪――ペルガムス兵に向けてかざす。

「アレスの矢筒デクミール・イグニスヴエンタ・アドヴアサス！」

　睨にらんだ先、幽鬼の群のような影に向け、魔法の光が次々と放たれた。相手はしょせん人間である。――この攻撃で戦力を一気に半分まで削り、新たな敵を潰かい走そうへと追いこむつもりでいた。

　しかし敵を討つはずだった魔法の光は、次々と壁にぶつかったかのように、全すべて上側へ弾はじかれる。

「――森の民フオレストノートの結界護符メダルか！」

　思わず魔王は呻うめいた。

　護符型の結界は金属板に魔法を弾く効果を封じた、少々乱暴な魔法対策の品である。

　森の民フオレストノートがその技術で製造する、いわば魔法に対する『お守り』程度のものだった。天てん空くう人びとの技術を元にしているとはいえ、動作精度や能力ははるかに劣る品である。

　しかしそれをヴィクス家は、その財力で大量生産したのだろう。ペルガムス兵の全員が、まるで鎖飾りのように大量の護符を持っていた。そんな重武装の兵士がさらに密集隊形を取っているために、ほぼ完全な魔法防御の壁となってしまっているのだ。

「こんな原始人が考えたような作戦に――」

　だが魔王がいくら歯ぎしりしても、簡単に次の手は思いつかない。包囲を突破するためには歩兵列に突っこむしかないが、最接近したところで移動魔法の方が消えてしまう。不ま味ずい手だった。

「獲物は近いぞ！　――押せ！　押せ！」

　どんどんとペルガムス兵士たちの間に指示が飛ぶ。先ほどの魔王の攻撃失敗に、敵兵の方は自信づいている。歩調にはためらいがなく、密集を保ったままどんどん包囲の輪を狭めてくる。

　その態度は楽しむかのようで、全くもって容赦がない。獲物がどれほど上等かを知っていて、この人間狩りをただ純粋に楽しんでいるのだ。

　魔王はため息をついて目を閉じた。

「どうする――」
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「どう出る、魔王ミトラス・アグディスティス――」

　最後の囮おとりの役目を無事終え、一いつ旦たんペルガムス重装歩兵の背後に下がったクラテールは、肩で息をしながら霧の中を睨にらんだ。

　指揮を取っていたペルガムスの将軍アッタロスが、馬上から無言でクラテールを見下ろす。しかし彼は無言で、つまりは順調ということだった。

　クラテールの仮面越しの視界に、魔法光のきらめきが閃ひらめく。だが着実に狭まりつつある包囲の輪に対し、魔王の繰り出す魔法は何の効果も発揮していない。

「……まさか魔王が、苦戦している？」

　切れる息の中、自分の呟つぶやいた言葉がにわかには信じられず、クラテールは自分の唇に手をあてた。

　あの世界を震しん撼かんさせ、勇者アティスですら倒せなかった魔王ミトラスをである。

「…………私が……？」

「どういうつもりだ！　クラテール！　――貴様は！」

　背後から大声が響く。

　クラテールを見つけて怒鳴りつけたのは、ヴィクス家の長老ウォルカエだった。

　彼はガロンヌの古城にいた者たちと一緒に、牢ろう型の荷馬車に押しこめられていたのだ。

　クラテールは父に、一言だけ答えた。

「ヴィクス家の使命はもう終わったのです」

「何をバカな！　ペルガムス帝国がこの地で動けるのも、それを隠し通せているのも、全すべて天てん空くう人びとと私とヴィクス家の力があってのこと。お前のような小心者が、思い上がりも甚だしいわ！」

　だがその言葉にクラテールは、無言を貫いたまま背を向ける。

　ウォルカエは慌てたように、荷馬車の檻おりをゆすった。

「まさかお前は、ヴィクス家への恨みを、とっくに終わった過去の恨みを、こんな形ではらそうというのか!?」

「……うんざりだ」

　クラテールはそっぽを向いたまま、感情も枯れはてた声で小さく呟つぶやいた。



　ヴィクス家はそもそも、森の民フオレストノートに伝わる『失せもの寄せの秘術』を、代々伝え、引き継いできた一族だった。森の中で移動生活を行いながら、一千年もの間、伝説の古代魔法都市から伝わる秘術を守ってきたのである。

　しかし『失せもの寄せ』の術が金になることを知った一人が、フェシナス人の住んでいたスタンナムの集落に定住し、秘術で金持ち相手の商売を始めた。

　ヴィクス家は労せずして巨万の富を築き、その富で他事業にも手を出し、政治にも影響力を持つ大たい家かとなったのである。

　十人兄弟の末子としてクラテールが生まれたころにはすでに、ヴィクス家に森の民フオレストノートだったことを偲しのばせるものはほとんど残っていなかった。本家邸宅に飾られた魔法の大弓『クレスコ』ぐらいである。そしてクラテールがそれを目にすることができたのも、四歳になるまでのことだった。その歳にクラテールは『失せもの寄せ』の能力が全く使えないことが判明したのだ。

　こんなことはヴィクス家にとっても初めてのことだった。

　クラテールはそれまで他ほかの兄弟たちと暮らしていた本邸から追い出され、召使いたちの寝起きする粗末な別邸に移された。

『力を継いでいないのだから血を継いでいない、だからお前は家族ではない』

　それが父ウォルカエの発想だった。

　能力がないクラテールは、もはや政略結婚の道具という、ヴィクス家の『備品』としての人生しか残されていなかった。文字が書ける歳になれば嫁入り修業が始まり、それだけを繰り返すだけの日々が続いていった。

　やがてヴィクス家の『所有物』であるクラテールに対し、兄弟の三人が共謀して執しつ拗ような嫌がらせを始めた。しかしそれにもクラテールは、卑屈な笑いでやり過ごした。最初からそれ以外の選択は許されていないのだ。

　クラテールは耐え続けた。

　いや単に我慢すれば、時間をやりすごせばいいのだと思っていた。

　やがて自分はこの生まれ育ったスタンナムの町を離れ、どこかよその土地へ行く運命なのだ。こんな生活から誰だれかが連れ出してくれる。いま目に映る風景は全すべて仮かり初そめの、通過していく景色に過ぎないのだ。

　クラテールはそう考えていた。

　そしてクラテールの唯一の夢想は、十四の歳に最悪の形で適かなえられた。

　クラテールはヴィクス家とは別派の『森の民フオレストノート』の一部族に、誘拐されたのだ。

　彼らは選ばれし古代魔法王国の民に与えられた神聖な力を、私的に利用し財を成したヴィクス家に罰を下すのだと主張した。そして昔ながらの森林生活で貧しい彼らは、クラテールの命と引き換えに、ヴィクス家から巨額の身代金をせびることに決めたのだ。

　しかしヴィクス家は身代金を出さなかった。クラテール自身の価値が身代金を下回っていたため、ヴィクス家は無視を決め込んだのだ。

　誘拐犯たちは最初呆ぼう然ぜんとし、やがてやり場のない怒りを爆発させ、徐々に殺気じみた雰囲気を漂わせ始めた。

「このままこの女を解放すれば、足がつく危険が高くなる」

　一人がそう言い出し、結局クラテールを殺すより他ほかないという結論に彼らは達した。

　間抜けなクラテールはそこで初めて、全力で犯人に抵抗を開始した。

　冗談ではなかった。

　解放の日が来るからこそ、兄弟たちの陰湿な虐待にも、もの扱いの冷たい生活にも耐え続けてきたのだ。耐え続ければいつか逆転の日が訪れ、損失分は埋め合わされる。それがクラテールの人生の、絶対の皮算用だった。

　だがそうではなかったのだと証明されることに、クラテールは全身全霊をかけて抵抗した。

　しかし実際にそこで起きたことは、縄で縛り上げられた少女が、今さら芋虫のようにジタバタもがき始めただけのことだった。

　腹を立てた犯人の一人が、クラテールの顔を蹴けり飛ばした。

「薄気味の悪い……」

　鼻血を垂らすクラテールの顔にツバを吐いて、男が面倒臭げに剣を抜いた。そしてクラテールへ向けて振り下ろした。

　――そこへ『彼』が、暴風のように飛び込んできたのである。

「何だお前は！」

　男たちの恫どう喝かつに、『彼』は無言で左右二刀の剣を振るった。次々とバラバラに刻まれた死体が、その場に量産されていく。まさに地じ獄ごく絵え図ずだった。

　しかしクラテールはその光景から、一瞬たりとも目を逸そらすことができなかった。

　なぜならばそれがクラテールの初めて目にする『純粋なもの』だったからだろう。

　――制約から解放されて己を世界に刻んでいく力そのもの。

　それを『正義』と彼――勇者アティスは呼んだ。

「大丈夫？」

　クラテールを戒めから解放した勇者アティスは、事情を説明してくれた。旅の道中でこの誘拐を偶然知った彼は、ヴィクス家の事件隠しを暴き、犯人のアジトを探し出し、旅の仲間たちと乗り込んできたのだ。

　しかしすでにクラテールの頭には、勇者アティスのことしかなかった。

　実際にクラテールはこの数分で、自分がこの『純粋なもの』に生命の全すべてを捧ささげることを決定してしまっていた。それは同時にクラテールの、随分と遅い初めての恋心だった。

　しかし勇者アティスの隣にはもう、カルセ王女がいたのである。

「――大丈夫？」

　勇者アティスの旅に同行する彼女は、顔の半分を腫はらしたクラテールを木陰に連れていった。そして冷たい水で濡ぬらした清潔な布でクラテールの顔を拭ぬぐいながら、神官の魔法で治療を始めた。

　二人きりの時間は、クラテールにとって正直、居心地の悪いものだった。

　カルセ王女は優しく美しく健康で、神官たる誇りは神こう々ごうしくさえ見えた。

　クラテールの方は、顔を腫らし、数日の監禁で汗が異臭を放ち、肌も垢あかでざらざらしていた。そんな自分を醜く恥ずかしいと思った。

　そしてその差はクラテールにとって、生まれて初めての絶望的な屈辱のように思えた。

　理屈で言えば、先ほど命を失いかけた人間の考えることではない。

　なのにそれは今までどんなことがあっても出会うことのなかった強烈な感情として、クラテールの胸の裏側を掻かきむしったのだ。

　クラテールは見ず知らずの、ほとんど同い年の少女の前でいきなり泣き出してしまった。

「……どうして世界は私に対して、辛つらいことばかりなんでしょうか？」

　それに対してカルセ王女はすぐに答えた。

「世界があなたに答えないのは、あなたが問おうとしないから。世界が歪ゆがんで見えるのは、あなたの問いが歪んでいるから」

　真正面からいきなり「お前が悪い」と言われたのだ。クラテールは顔面蒼そう白はくになった。

「何も持っていない私の、一体何が分かるっていうんです！　何でも持っているあなたが、偉そうに上からの物言いで!!」

　興奮するクラテールを、カルセ王女は困ったような笑顔で見ていた。

　だがこの時の反論するクラテールを見たら、彼女を知る者たちは一様に驚いただろう。

　それまでのクラテールならばどんな理り不ふ尽じんなことであっても『その通りでございます』と、黙って頷うなずいてやりすごしてきた。それが初めて「違う」と言ったのだ。

　ともあれ、クラテールと勇者一行のつき合いは短いものだった。数日後には彼らは旅立っていった。

　そしてクラテールはまた一人になった。

　彼女が生きて帰って来たところで、ヴィクス家の態度は、さらに硬化するよりなかった。彼らはバツの悪い思いとともに、クラテールに対して完全な無視を決め込んだ。

　しかしそれはクラテールにとっては、かえって好都合なことだった。

　勇者アティスは建国したばかりのフェシナス王国を盛り立てるため、必死の活躍をしている。それを手助けできないかと、クラテールも行動を開始したのだ。クラテール自身がそうせずにはいられなかった。

　そしてクラテールのヴィクス家出身という立場は――しょせん七光りではあったのだが――強烈な追い風となって彼女を助けた。そして何よりクラテールの行動が人々のためであれば、周囲は力を貸してくれた。

　そして気がつけばクラテールは、テクト地方行政府の片隅に籍を置くようになっていたのである。

　クラテールにその気があれば、できることはたくさんあったのだ。自分で自分の可能性を潰つぶしていたことにようやく気づいたクラテールにとって、カルセ王女の言葉は今や、生き方の一番重要な柱となっていた。

　だが一方で勇者アティスに関する嫉しつ妬と心しんもあるという、なかなか複雑な思いをクラテールは抱えることになった。しかしあっさりとクラテールの思いは、終しゆう焉えんを迎える時が来た。

　勇者アティスが魔王討伐の成功と引き換えに、戦死したのである。

　王国にもたらされたその知らせを、クラテールも他ほかの国民と同じく悲しんだ。だが不思議と、落ち込みはしなかった。

　勇者アティスの若い死は、彼を信奉するクラテールにとって、妙に腑ふに落ちるものだったからだ。

　そして実際、クラテールもその周辺も、悲嘆に暮れている場合ではなかった。マイダス王による悪政が開始され、王国全体が大きく揺れたのである。

　テクト地方の東に隣接するトロクミー地方では、行政官リトエル・アイエテスが勝手な軍備強化を始めていた。彼はマイダス王を倒し、自分が王になる気でいた。

　その流れにテクト地方は迎合するのか、それともこちらも軍備を拡大し、行政官リトエルの野心に対抗するのか。

　テクト地方の行政府内は方針をめぐってバラバラに分裂し、当時の行政官だった父ウォルカエはそれを制することができずにいた。彼はヴィクス家を守ることしか頭になく、民衆の不満はきな臭い匂においを立て始めていた。

　しかしクラテールはアティスの意志を守るため、何としてでも王国の分裂を防ぎたかった。それは残された者の使命だった。

　だからクラテールは四歳の時以来の、『失せもの寄せの儀式』を実行に移した。自分がどうするべきか、今こそ心から世界に問うたのだ。

　そしてクラテールの儀式は生まれて初めて成功した。

「これは――」

　魔法の門の向こうでクラテールが掴つかんだのは、魔法を帯びた鉄の仮面、聖せい兜とうモーリアンだった。それが儀式成功によりクラテールに下された答えだった。

　しかし宝を取り出そうとするクラテールの手を、今度は魔法門の向こうから赤ん坊のような手が掴んだ。

　その手は外見の小ささにも関かかわらずものすごい力で、骨ごと引きちぎられそうだった。クラテールは降りかかった身の危機に、思わず悲鳴を上げたほどだ。

『盗ぬすっ人とが……』

　魔法の門の中から頭の半分を占める無機質な目が、じっとクラテールを見上げていた。

　それが天てん空くう人びとエレクトラとの、最初の出会いだった。



　聖兜モーリアンは確かに強力な呪具だった。

　しかしそれは天空人の管理する宝だったのだ。だがクラテールの事情を聞いた天空人エレクトラは、クラテールを罰することはせず聖兜モーリアンを与えて去った。

　そしてクラテールは一気に父ウォルカエを引退に追いやり、ヴィクス家の全実権を握ったのだ。さらにクラテールは聖兜モーリアンのもたらす『後付けの大胆さ』と『本来の繊細さ』を巧みに使い分け、人々を導いていったのである。

　テクト地方を再び一つに団結させ、その力でトロクミー地方の行政官リトエル・アイエテスを牽けん制せいすることにも成功した。アティス死後の混乱の一年を、何とか王国分裂を阻止して乗り切ったのである。

　そして、死んだと思われていた勇者アティスが帰還した。

　彼は行政官リトエル・アイエテスを――そしてその一週間後にはマイダス王を倒すという、驚くような成果をもって、国王の座についたのである。そしてその傍らには、やはりカルセ王女がいた。

　クラテールにとっては最初、複雑な気分でもあった。

　しかしアティスの信奉者として奮闘してきた日々を思い返せば、それも吹き飛んだ。自分の勇気と努力が最大限に報われた思いだった。

　しかし一年間の沈黙を破って天てん空くう人びとエレクトラが再び現れ、クラテールに衝撃の事実を告げた。

　――生還した勇者アティスの正体は、実は魔王ミトラス・アグディスティスであると。

　そしてカルセ王女すらすでに死んでおり、その身は魔王に操られているのだと。

　勇者アティスを殺した魔王が、アティスの名を騙かたり王国を好き放題にする。

　それはクラテールにとって、およそ許せるはずもないことだった。

　クラテールは魔王を倒すことを決意した。

　勇者アティスとその理念は、クラテールの全すべてだった。

　たとえこの身が滅んでも、アティスの『存在』を汚けがし、ねじ曲げようとする者を、許すわけにはいかなかった。

　――そんなクラテールの歩んできた道に、ついに結論が出ようとしている。

　だがそう思った途端に、とてつもない大音響と兵士たちのうめき声が上がった。

　まるで心に芽生えた油断をあざ笑うかのように、魔王は反撃に打って出たのだ。

「何が起きた!?」

　すぐそばで指揮を執っていた将軍アッタロスが、落ち着いた声で報告を求める。

　しかしそれは彼の軍人としてのポーズでしかない。霧に視界を遮られ、アッタロスにもその部下にも、状況の把握は困難だった。

　代わりにクラテールが告げる。

「魔法の効かない兵士にではなく、沼に向けて大魔法を放ち、水蒸気の爆発で兵士を吹き飛ばしたんです。包囲の壁が崩れてしまった」

　その位置をアッタロスに指示する。ただ、今すぐ状況を収集できるのは、仮面による魔力の視線で霧の中を見通せるクラテールだけだった。

「私が時間を稼ぎます」

　そう告げると、混乱するペルガムス兵の間を縫うように、クラテールは走り出した。一直線に魔王の元へ、その行動を阻止するために向かう。走りながら何度も矢を射かける。

　クラテールの存在と行動に気づいた魔王ミトラスは、防御の魔法で攻撃を防ぐ。そして霧の向こうから怒りと憎悪の視線をクラテールに叩たたきつけてきた。

「愚かな人間の女が！　消し炭の一塊に変えてくれる！　アレスの矢筒デクミール・イグニスヴエンタ・アドヴアサス!!」

　呪じゆ文もんとともに巨大な魔法の柱が、霧の中に誕生する。その向こうで魔王は残酷に笑い、その照準を全てクラテールに突きつけた。しかしクラテールはそのまま、真正面から突っこんだ。

「ここは引けません！」

　クラテールがどけば、追い詰めた魔王に逃げられる。

「では死ぬがいい！」

「――いいえ、勇者アティスが私を守る！　私は勇者アティスとともにある！」

「黙っていろ、狂人！　奴やつにできはしないのだよ、そんなことは!!」

　しかし次の瞬間、魔王のかざした巨大な魔法の柱から、数個の魔法円がいきなり消滅した。虫食いの起きたエレメントの柱は、バランスを失って崩れ、ねじ曲がり、勝手な反応を開始する。

「まさか暴ぼう発はつする!?」

　魔王は驚いて叫んだ。実際こんな単純ミスは、起きるはずもないことだった。

　だが、縦じゆう横おう無む尽じんに発射された魔法円が、隣の別の魔法円に当たり破壊する。周囲を光が飛び交い、誰だれも予測のつかない閃せん光こうに周囲は包まれた。

　この生まれて初めての魔法失敗と事故に、魔王は体を丸めて身をかばった。

　しかしクラテールは自分が守られていることを確信していた。飛び交う光の中にためらいなく飛び込み、無防備な魔王の真正面に躍り出た。

　驚きにしかめられた魔王の顔前に、クラテールの引き絞られた巨大な弓と矢が突きつけられる。

「滅びるがいい、我が敵！」

　クラテールは宣言し必殺の一矢を魔王に撃ち放った。



    

  
    
      
第七章





　アティスは落ちくぼんだ目で、ずっとカルセを見ていた。

　カルセの部屋にいて、もう何十時間も同じ椅い子すに同じ姿勢のまま座り続けている。その間、一いつ睡すいもしていない。

　そしてカルセの方は、寝台の上に横たわったまま、天井をじっと見上げているのだ。

　アティスは気を張って、カルセの行動イメージを断っている。だからいつものようにしゃべったりはしない。

　無言のカルセの表情は、涼やかで凛りんとしていて、どこまでも誇り高い。それは埋葬されようとする死者の誇らしさだった。これが現在のカルセの、本当の姿なのだ。

　そんなカルセを前にして、アティスはただじっと考えていた。

　アティスはカルセを甦よみがえらせたい。今のような中途半端な復活ではなく、きっちりとカルセにカルセの人生を返してあげたい。そのためにカルセを守りたい。

　しかし魔王との駆け引きは、最悪の状況で中断してしまっていた。

　下した手てに出たアティスに対し、魔王は自分の絶対的な主導権を主張してきた。アティスを完全に、自分の手て駒ごまとして取り込む気なのだろう。

　次に魔王と会ったなら、アティスは決断を下さなければならない。

　カルセ復活の確証がないまま、魔王の顔色をうかがい、尻尾しつぽを振るのか？

　それとも魔王との対決を選び、カルセと永遠の別れを迎えるのか。

　本当に目の前のこの『美しいもの』が一瞬で肉の汁に溶け、崩れて朽ちる。その有様を想像しただけで、アティスは戦せん慄りつしてしまう。苦しくて息が詰まり、涙がまた溢あふれそうになった。

　耐えきれなくなって、大きく息をつく。

　それと入れ替わるように、寝台の上のカルセは身を起こした。

「どうしたのアティス？　顔色が悪いわ。元気もないみたい」

　アティスは顔を覆おおった。

　集中が解けるとすぐにでも、カルセは勝手に動き出し、生々しくしゃべりだす。

「ちゃんと眠っている？　たまには運動もしなきゃ駄目。今は女の子なんだから、身だしなみも――」

　カルセのおしゃべりはさらに続く。全部自分がかけて欲しいと思いついた、アティスへの優しい言葉だった。アティスの考えた通りの順である。

「…………大丈夫だよ、カルセ。僕は平気なんだ」

「そう。それは良かったわ」

　優しい表情でカルセは答えた。

　――いやカルセは、そういう感じじゃない。

　アティスが違和感を感じると、カルセはすぐにでもやり直す。

「平気だって自分で言うのは、平気じゃなくなり始めてる証拠よ？」

　優しい表情でカルセは答えた。

　頭が変になりそうだった。

　アティスが意識し始めたことで、逆にカルセはどんどんと不自然になっていく。それは同時に、アティスはますます一人になっていくということだった。

　アティスは絶望に打ちひしがれた気分のまま、おかしくなって笑った。

「どうして……こんなことに！」

　そして泣いて呟つぶやきながらアティスは、隣の机の上に飾られていた花を引きちぎった。

「やめてアティス！」

　そのカルセの声を聞こえなくするために、机の上の花瓶を床に落として叩たたき割る。机ごと蹴けり倒すと、その上に乗ったものが盛大に音を立てて崩れた。そして床には存在を忘れたままそこに置かれていた金属の塊かたまりが、転がり落ちる。移動王室プリマ＝アシエス騎士団の騎士団章だった。

「――こんなものが！」

　アティスは目を細めてそれを拾い上げ、開いた窓の外に放ほうり捨てる。

「なぜ僕を裏切った！　なぜだ！　ミトラス・アグディスティス!!」

　散々叫んで、床の上にへたり込む。

　――魔王とアティスの信頼関係など、最初からなかった。

　当然そうなのだ。

　アティスはすでにそのことに気づいている。だからもうこんな思いは、しなくてもいいはずなのだ。なのに。

「何事ですか！」

　物音を聞きつけたのだろう。カルセの世話をしている初老の侍女長が、慌てて部屋に駆け込んでくる。

「……何でもないよ」

　アティスは興奮に肩で息をしながら、静かに答えた。

　だが侍女長の方は、アティスの不審な様子に困惑し怯おびえていた。

　それでも彼女は、カルセを守らなければという意識だけで、アティスのことを睨にらんでくる。侍女長にとって今のアティスは、最近になって衛兵隊長に就任した、見知らぬ女軍人に過ぎないのだ。

「どうしました？　カルセ王女はいらっしゃるのですか？　謁えつ見けんは可能でしょうか？」

　部屋の外から男の声がして、侍女長は「ああ」と思い出したように廊下を振り返った。その背を押すように、男は強引に室内へ入ってくる。

「失礼。何せ緊急の用件ですので――」

　もちろん実際は不審な雰囲気を読み取って、手助けした方がいいと思ったのだろう。

　だがその男――第５連隊の連隊長ベロウェス・トリカステは、アティスの顔を見て驚きの声を上げた。

「どうしてあなたがここにいるのですか？　衛兵隊長なのですから、王の護衛としてついて行ったものだと、てっきり――」

「ついて行くって……。僕が？　どこに……？」

「ヴィクス家と王の会談にです。知らされてもいないのですか？」

　アティスは沈黙のあと、ようやく答えた。

「……すまないベロウェス。今日は何日の何曜日なんだ？」

　確かにアティスは随分長い間、魔王と行動をともにしていなかった。――いやあの夜、最後に会って以来、随分と日がたってしまっていたことをようやく自覚した。

　そんなアティスの様子に、いよいよベロウェスは状況の異常さを悟ったようだった。

　同時にものの壊れた室内の様子に気づき、寝台に腰かけたまま無言のカルセに首を傾かしげる。アティスはその視線を邪魔するかのように、ベロウェスの方へと歩み寄った。

「ここで話すのも何だ。外へ行こうよベロウェス。ちょっと僕も混乱していて、ゆっくり話が聞きたいんだ」

　そう言ってベロウェスを室外へと促す。

　ベロウェスは当惑しながらも、アティスの誘いに素直に頷うなずいた。

　そして不審げな顔の侍女長を残して、二人はカルセの部屋をあとにした。



　アティスとベロウェスは、一いつ旦たん王城の外まで出た。

　城の外周に沿って続く、木立の多い人通りの少ない道を二人は歩く。

　アティスの異様な様子を見たベロウェスがまず、そうしようと言い出したのだ。実際、随分久しぶりに直接見る太陽と空に、アティスは頭がクラクラした。

　そんなアティスの様子のいちいちに、ベロウェスは何か言いたげだった。

　だが気まずい雰囲気に、アティスの方からもしゃべりかけるきっかけが見つからない。

　結局ベロウェスの方が咳せき払ばらいをして、「緊急の用件ですのでよろしいですか？」と強引に話を振ってくる。アティスは無言のまま頷いた。

「実はすぐにでも、第５連隊を出動させたいのです。いえ実際、すでに準備を始めさせています。ですが王は不在で、連隊に対して命令書を発行できる人間がいません。そこでカルセ様を頼りに来てみたのですが……。アティス様がいるなら当然、アティス様に頼んだ方がいい話かもしれません」

「僕に？」

「はい。王城衛兵隊は王を守るために、独自の判断で動くことを許可された組織です。そこで私の第５連隊を丸々、王城衛兵隊に編入していただきたいのです。衛兵隊としてなら、自由に兵士を動かすことができます」

「……話は分かった。でもそれは、よっぽどのことだ」

　アティスは顔をしかめる。

「すまないけれど、順を追って説明してくれないか？　本当に僕は、何が起こっているのか全然知らないんだ」

「はい」

　ベロウェスは――ありがたいことに余計なことは一切言わず――最初から説明を始めた。

「まず先ほども言った通り、現在魔王ミトラスは盗賊討伐の協議のため、ヴィクス家との会談に向かっています。そしてその会談の結果を受けて、軍に出動命令がかかる手順になっていました。しかし実際の我々は、それに先んじて準備を進めておく必要があります」

「うん」とアティスは頷いた。

　連隊というのは大人数の集団である。命令が下ってから出動準備を始めるのでは、大抵の場合、遅すぎるのだ。遅れて戦場に到着したのでは、勝てる戦も勝てなくなる。

「そこで討伐対象の盗賊の規模をまずは割り出そうと、部下を調査に向かわせたのです」

　再びアティスは頷うなずいた。この種の敵情内偵は当然のことである。

「しかしテクト地方に入った彼らは、密ひそかに国境を越えたペルガムス帝国の一軍団がガロンヌに向かおうとしているのを発見し、慌てて帰ってきたのです。――もはや盗賊どころの話ではない」

「確かに由ゆ々ゆしき事態だね。でもなぜガロンヌに？　あそこは古い遺跡があるだけで、ほとんど人の住んでいない、補給もままならない土地で――」

「今そこで、魔王ミトラスとヴィクス家の会談が開かれているのですよ！」

　ベロウェス大佐は辛抱強く、本当に何も知らないアティスに説明する。

「このままでは我々は王と、若くて力のある行政官クラテール・ヴィクスを、同時に失うことになってしまいます」

　しかしアティスは誰だれが誰と組んでいるのか、すぐに事情を理解できた。

「……そうか。こういう方法で、クラテール・ヴィクスは魔王との対決に挑んだのか」

　彼女の決意の顔を思い出し、アティスはぼんやりとして呟つぶやく。

　だがベロウェス大佐にとっては、聞き捨てのならない一言だった。

「そういうことなのですか？　ヴィクス家は害意があって、我らの王をおびき寄せ、それと戦わせるためにペルガムス軍を招き入れた。あなたはそれを知っていて、なのに何も王には伝えなかったのですか!?」

「……伝えたところで、魔王は行っていたよ」

　怒鳴るベロウェスが不快で、アティスも刺とげ々とげしく答えた。

「こんなものはクラテール・ヴィクスと魔王の私闘に過ぎないんだ。王国全体が振り回されるようなことじゃない」

　だがベロウェスは隣を歩くアティスの胸ぐらを掴つかんだ。その顔は憤りに歪ゆがんでいた。

「冗談ではありませんよ！　……何があったのかは知りません。いや、何かがあったのでしょう。――しかし、しっかりしてください勇者アティス！　これは他国の手を借りた地方反乱ですよ！」

　しかし魔王を守る無敵の魔法を知るアティスにとっては、ベロウェスの焦りは現実感の湧わかないものだった。言葉としてどう呼ぶかの話でしかないように思えた。

　ベロウェスから顔を背け、無言を返すしかない。

「…………魔王ミトラスが言っていたのは、こういうことか！」

　無念の思いを吐き出すように呻うめいて、ベロウェスは掴んでいた胸ぐらを離す。

　そして放心するアティスを置いて、王城とは別の方角へと足早に去っていった。



「何だって言うんだ……」

　アティスは一人トボトボと、王城の正門広場へと向かう道を引き返す。

　頭の中はグチャグチャこんがらがっていた。

　ベロウェスの態度を見るまでもなく、自分がおかしいのは分かっている。

　だがそれも当然だった。何度も考えた通りだ。

　カルセが生きているという大前提があってこそ、アティスは新体制の王国で頑張ろうと決意できた。

　しかしそうではなかった。

　ならば誰だれの喜ぶ顔を見るために、アティスはこれからやっていくのか？

　アティスは、この世界に対する『足がかり』を失ってしまったのだ。

　それはまるでアティス自身の方こそ、この世の中から消えてしまったかのようだった。

「……いや、まだ終わりじゃない」

　アティスは両手を強く握りしめる。

　カルセ復活の可能性は、まだゼロではないのだ。

　魔王が信頼に値しなくても、天てん空くう人びとという手もある。

　世界のどこかに、魔王に匹敵する大魔導師がいる可能性もある。

　とにかくカルセが甦よみがえりさえすれば、アティスは再び『足がかり』を得て、この世界へ戻ってくることができる。アティスはアティス自身を取り戻せるのだ。

　だからまずはカルセを復活させる方法を探すこと。それが急務だった。

　そのためならアティスは、どんなことだってできるのだ。

　そのはずだった。



　――ふと。

　それまで俯うつむいて歩いてきたアティスは、自分がどこにいるのか急に分からなくなっていた。慌てて視線を上げ周囲を見回す。

　すでにアティスは、王城前の正門広場まで来ていた。

　ちょうど目的地で立ち止まったのだと安あん堵どする。

　この広場から見る王城は、少し前までは片側へ大きくひしゃげ、潰つぶれていた。まるで満まん身しん創そう痍いのこの王国そのもののようだと、アティスは思ったものだった。

　だがそれはとっくに過去の話となっていた。

　城はいつの間にか完全な姿を取り戻していた。

　そしてその手前、広場の一番奥には、フェシナス王国の立派な国旗がはためく。

　それは一本の垂直線と傾いた斜線、わずか二本の直線で描かれたシンプルな旗である。

　垂直線は立てられた木を意味し、もう一本の線はそこから伸びる影、つまりは大地の存在を示す。それは『ここ』が『家である』ことを示す、フェシナス人が昔から使ってきた、ただの記号の一つだった。

　――『我々がここにいる』。

　ただそれだけのことを宣言し、肯定し、認めさせる。そのことを誓った、立派な旗なのだ。この理念を実現するために、多くの人々が命をかけ、失っていったのだ。

　そのはずだった。

「僕は……」

　僕は誰だれだったのか？

　その立派な旗の下に、小さな人影がある。

　死者のカルセが従者も連れず、一人ポツンと立っていた。

　いつでも彼女はそうだった。まるでアティスの帰りを待っていたかのようだった。

　そんなカルセの泥のついた手には、アティスの捨てた移動王室プリマ＝アシエスの騎士団章があった。

　アティスがわざわざ捨てたのを、カルセは拾って待ってきてくれたのだ。

　そしてカルセは王国の旗の下で、アティスの捨てた騎士団章を掲げる。

　アティスは言葉を失って、その風景に見入っていた。

　なぜかアティスは、それをさせているのが自分ではないという確信があった。

　ではカルセにこんなことをさせているのは、誰の意志なのか、どんな魔法なのか？

　だが今のアティスにとっては、どちらも関係のないことだった。

　目の前の暗雲が晴れ、光がさす。

「……分かったよ、カルセ」

　アティスはただ一つのことに気づけば、それで良かったのだ。



    

  
    
      
第八章





　周囲は一面の青白い霧。

　その中に黒い木の影だけが、まるで苦く悶もんする怪物のように姿を浮かび上がらせていた。

　魔王ミトラスは周囲の気配、向けられる殺意に全神経を集中する。

　何も見えない靄もやの中で、呼吸を落ち着ける。

　右肩は先ほど食らった魔法矢で、酷ひどく痛み熱を持っていた。一方で湿原の水っぽい足元からは、靴を通して冷気が這はい上がってくる。　

「――――」

　無音で息を吸うのと同時、ヒュンと空気が矢音に鳴った。一つが鳴れば、ヒュンヒュンヒュンと、常人離れした速度で矢音は続く。眼鏡の下で魔王の目が、霧の風景を一いち瞥べつする。

「アトラスの断崖セプトミール・ソラム・サーカム!!」

　掲げた手のひらを、横へ一気に滑すべらせる。七重十列の魔法円による防御魔法が、一気にその場に展開された。

　直後にようやく青白い霧の中から、赤い魔法光を灯ともした矢が次々と魔王へ降り注ぐ。

　魔王の作った巨大な魔法の防壁は、問題なくそれを受けきるかに見えた。

　しかし魔法の壁のあちこちで、魔法円が勝手に裂け始めた。虫食いの穴が、どんどんと広がっていく。そこを突き抜けて落ちた矢が、魔王へ向かって飛んでくる。

「手の打ちようがないではないか！」

　魔王は忌いま々いましげに怒鳴ると、降ってくる攻撃を移動魔法による高速移動で後方によける。目の前で次々と地面に突き刺さり折れた矢は、巨大な火の魔法円を展開したかと思うと地面ごと弾はじけ飛んだ。

　だがこんなものは注意逸そらし、時間稼ぎだった。

　思った通り、周囲一帯から重々しい足音と鎧よろいの鳴る音が響いてくる。

　魔王は矢の間を駆けながら移動魔法を消し、次の準備に入った。

「アレスの剣ミール・イグニス・セカンダム！」

　手の中に魔法の剣が現れる。もっともそれはいつもの鮮やかな形色ではない。鈍い赤色のまま力なく輪りん郭かくが揺れ、明滅しているような有様である。魔法を封じる護符を持ったペルガムスの重装歩兵が、どんどんと接近している証あかしだった。

　ただ魔法剣は非常に単純な術なので、妨害は受けづらい。出力が不安定で性能は落ちているが、斬きり結ぶ程度には問題なく使える。

　霧の中から現れた全身鎧の黒い影へ、罵ののしるように魔王は叫んだ。

「我が身の無知と不運を後悔しながら死んでいけ！」

　喚声を上げて突撃をかけてくる重装備の兵士がまず一人、魔王が振るう魔法剣を己の剣で受け止めた。しかし火のエレメントを宿した魔法の剣は、武器も鎧よろいも関係なく、相手の鉄を溶かし突き破る。

　一瞬で鎧ごと首をすっぱり切り抜かれ、先頭のペルガムス兵は殺され倒れた。

　しかしその背後からも次々と、恐れを知らぬかのように鉄剣が、槍やりが、魔王に向け襲いかかってくる。

　そしてそんな乱戦の中を、魔王はあくまで一方的に、黒くろ鎧よろいの敵を斬きり倒し、殺していく。

　影と見えたもの全すべてに赤く輝く剣を振るい、数十あった影を薙なぎ倒し、そして最後の一つを上下二つに斬り飛ばした。

　再び霧の中に静寂が訪れる。

　響くのは魔王の漏らす、激しい息の音だけだった。

「……さすがに……多勢に無勢だ」

　しかしいつまでもここで、グズグズとはしていられなかった。

　ペルガムス兵は倒したものの、その遺体は大量の護符を抱えており、効果を発揮中である。今この場では、あらゆる複雑な魔法が使えない。こんなところで再びクラテール・ヴィクスの矢に襲われたら、たまったものではなかった。

　魔王は魔法の剣を消すと、疲れたように一歩を踏み出す。

　そしてその場でがくりと膝ひざをついてしまった。

　首をひねって見てみると、右足首がブーツの上から裂けて、大量の血が吹き出ていた。大きな傷を負っている。

　だが足元が冷えすぎて、感覚が麻ま痺ひしてしまっていたのだろう。痛覚はほとんどない。

　そして接近するいくつもの重い足音を、耳が捕らえる。

　ペルガムス兵の新たな一隊が、こちらに向かってやって来る。

「ちょっと待て……。まずくはないか、これは」

　魔王は自分の陥っている状況の深刻さに、小さく青ざめた。

　こんな足では、先ほどのように戦うのは無理だ。

　しかし魔法の使えないこの場では、回復の魔法も使えなければ、魔法による移動も不可能なのだ。

　重い足音は容赦なく近づいてくる。

　魔王は周囲を見回すと、とにかくその場から逃げ出した。

　足元が何度も滑すべり、そのたびに這はいずるようになりながらも、何とか敵と距離を取る。

　霧による視界の悪さが、初めて魔王に味方した。

　どうにか黒々とした藪やぶを見つけ、その中に逃げこむ。そこで魔王はほとんど止めていた息を盛大に吐いた。ここまで離れれば魔法は使えるはずだった。

　右足首の傷に両手をあてると、その下で青い光が躍り始め、魔法による治癒が始まる。

　しかし唐突に霧の向こうから、何ともいえない呪じゆ詛その唸うなり声ごえが響き渡った。

『殺してやる、殺してやる――！』

　驚いた魔王は肩を縮めた。

　おそらく先ほどのペルガムス兵が、全滅した仲間の死体を見つけたのだろう。

『奴やつはすぐ近くにいる――』

『探し出して殺してやる――』

『生きたまま八つに引き裂いてやる――』

『生を後悔する苦痛を与えたまま――』

『決して簡単には殺さない――』

　魔王は疲れた顔で息をついた。

「……知るか野や蛮ばん人じんどもめ」

　いちいちつき合ってはいられない。

　しかし魔王の手は震えていた。

　見れば足首の傷は、まだほとんど塞ふさがっていない。効きの悪い治癒魔法に、焦りの冷たい汗が吹き出してくる。こんなところにいつまでも隠れてはいられない。本当にすぐに見つかってしまう。

　目の前が真っ暗になる。

「……私は死に怯おびえているのか？」

　その事実に、呆ぼう然ぜんと呟つぶやくしかない。

　人間の体で地上に這はいだした時、ミトラスがまず目指したものは人々に絶望をもたらさんとする魔王の道だったはずだ。

　その上を自分は、一歩一歩歩いていたはずだった。

　それがなぜたった一人で追い回され、殺されそうになり、地べたを這いずりながら怯えているのか？

「……いや、あの時からだ。――全すべてが狂い始めたのは」

　回復の青いエレメントの光を宿した魔王の手の上に、幻のカルセの手が重ねられたような気がした。



　あの時。

　真っ暗な山中で目に入るのは野営の焚たき火びだけだった。

　そこで魔王は自分の足に回復魔法をかけ、その上からさらにカルセが手をあてていた。しょうがないという顔で、カルセは回復魔法の重ねがけを行っていたのだ。

　魔王はボウィライ山でリトエル・アイエテスを打ち破り、王都フェシナムに向かおうとする途中だった。大張りきりで強行軍スケジュールを組んだのが祟たたり、魔王の足は疲労で肉離れを起こしたのだ。

「何なのよ、子供？　お子様なの？」

　事実を知ったカルセは、魔王の計画性のなさに、随分と突っかかってきたものだった。

「大体、アティスはあれだけ旅慣れていて、世界中を歩いて回ったっていうのに。あなたの運動不足のせいで――。勇者が肉離れって――」

　そう言ってカルセは、いちいちため息をつくのだ。

「そもそも無理なら無理で、言えばいいじゃない……。こんな風ふうに山の中で立ち往生するのが、一番困るって分かるでしょう？」

「だからこそ一刻も早く、私は我が肉体を取り返そうというのだよ」

　魔王は開き直った風に言ってみたが、実際に出てきた声は苛いら立だっていた。確かにこの時の魔王は、焦っていたのだ。

　人間の体ゆえのできないことの多さ、不自由さ、消滅の危機は、魔王が魔王であることを拒否し続ける。

　そしてムッとしたカルセは、魔王の足首を思いきりギュッと握る。何をするのかと魔王は悲鳴を上げた。

「やめてくれないか！　――この体の痛みは私にとって苦痛ではないが、非常に『うるさい』感じなのだよカルセ君！」

「じゃあ粗末に扱わないでくれる？　そもそもこの体は、人間の中では相当上等な方なんだからね？　それを――」

「こんなものが上等？　比べること自体が無意味だ」

　魔王は冷笑で答えた。

「我が肉体は、石にして生物。星にして世界であり、地上においては絶対的最強を誇る。つまりは人間などには想像もつかない、ありがたくも超越した存在なのだ」

「はいはい」

「そもそも我が肉体こそが、魔王の魔王たる所以ゆえん。お前と会話しているこの私――人格と記憶の情報で形成されたこの存在も、表層のさらにごく一部に過ぎないのだよ！　だからとにかく一刻も早く、私は我が肉体を取り戻し、完全なる魔王の姿に戻らねばならないのだ」

「私は逆だと思うけれどね」

　さらりとカルセは、そういうことを言うのだ。

　魔王は訊きく。

「逆？　逆とは何が逆なのか？」

「あなたは自分の心には価値がないと思っていて、だから肉体が肉体が――って言ってるわけでしょう？　要するに」

「その通りではないか」

「でも私は逆だと思う。本当は心だけのあなたの方が、尊いものなんじゃないかしら？」

「……なぜ？」

「だってあなたは――。いえあなたが、リトエルを救ってくれたんだもの」

　魔王は言い返そうとして、言葉が出てこなかった。代わりにカルセが言う。

「あなたが魔王の肉体を取り返してどうこうって言うから、私たちは衝突してる。私だって、アティスを返してもらわなきゃならないし。でもそんなしがらみから切り離されたら、あなたの心を私は、好きになれると思うわ」

「……たまたま今のところ、お前に都合よく運んだ物事もあった――というだけの話だ。私は魔王であり、人間などに興味はないのだからな。……愚かな女だ」

「どうして最後に、必ず余計な一言をつけ加えるのかしら……」

　カチンと来た顔のカルセは目を細めたまま、魔王の足首から手を離した。

　患部に揉もみ潰つぶした薬草を貼はり、包帯をその上から巻く。

「はい治療終わり。さっさと寝て、朝になったらもう一度取り替えましょう」

　カルセはそう告げると自分の荷物のところまで行き、布の敷物の中に身を潜らせ横になった。寝付きのいいカルセの目ま蓋ぶたが、スーッと閉じていく。

　だが魔王はフッフッフと笑った。

「待て今夜の――」

　皆まで言わさずカルセは大きな枯れ木の枝を拾い、投げつけてきた。

「バカ言わないでよ、これだけ手間かけさせておいて！　安静にしてなさいよ！　あと明日は早く起きて、町に行ってちゃんとした薬を買うんだから」

　カルセは気がすむまでひとしきり怒鳴ると、さっさと布の敷物をかぶり直す。

　もっとものような、実はうまく逃げられたような複雑な気分に、魔王はしばし考えこむ。

　だが焚たき火びをしばらく見ているうちに口から出てきたのは、全く別の言葉だった。

「……私は本当に、ちゃんと魔王をやれているのだろうか？」

　カルセの口からは、すでに安らかな寝息が聞こえる。

「早ッ。……いや、まあ良かろうよ。今のは聞かなかったことにしてくれ。……お前は何も聞かなかった」

「どうして？」

「聞いてるのか！　どっちだ！」

　カルセは返事する代わりに、半分寝ぼけた顔であくびする。魔王はため息をついた。

「……私は魔王の肉体を取り戻したい。なぜなら私は、魔王であり続ける必要があるからだ。それが失敗すれば、私は人からも世界からも見放され全すべてを失う。それは私にとってもまた、恐ろしいことなのだ」

「……でもそうなった時に初めて……私とあなたはようやく普通の友達に……なれる気がする…………。そういうことでしょ……？」

　俯うつむいていた魔王は驚いて、カルセを振り向いた。しかしカルセはすっかり幸せそうな表情で、完全に眠りこけていた。

　その寝入りの速さに少々呆あきれる。しかし魔王の足が潰つぶれるくらいだ。カルセも疲労がたまっている中を、無理を通してつき合ってくれていたのだろう。

「普通の友達に、か……」

　ミトラスの呟つぶやき声に答える者はない。カルセの寝息に重なって、焚たき火びのパチパチとはぜる音が鳴るばかりだ。

「ならば私は、お前の全すべてを守ろう」

　そうミトラスは誓った。

　これは魔王の契約ではなく、何の魔法も働かないただの約束だった。

　同時に人間の肉体を得た魔王に芽生えた、全く新たな感情だった。

　しかし魔王は守れなかったのである。

　カルセは、死んでしまったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　魔王の目の前で光が弾はじける。

「！」

　朦もう朧ろうとして意識を失いかけていた魔王は、必死で集中力をかき集めた。とにかく地を一ひと蹴けりして、隠れていた藪やぶから転がり出る。

　直後に先ほどまで隠れていた藪に火の魔法円が閃ひらめき、全体が一気に燃えあがった。

　火の光に照らされて、霧の中からクラテールの仮面姿が、ふわりと現れる。

「……魔王よ隠れるな。こそこそと」

「お互い様だ。――アレスの矢バイセンタム・イグニスヴエンダ・アドヴアサス！」

　魔王が差しのばした手の先から、魔法の光が放たれる。それが届くより先にクラテールは再び霧の中に消えた。何の手て応ごたえもない。

　だがとにかく、もう見つかってしまっている。魔王は左右を見回し、まだ痛む足で走り出した。何とかこの全体が底なし沼のような湿原から、逃げ出さなくてはならない。

　全身が泥水に濡ぬれて寒く、体中が痛かったが、足はどうにか動いた。

　しかし魔王の行く先を見透かしていたかのように、背後で魔法の光が閃く。

「しまった……！」

　背中に矢が当たる。それが刺さってから肉体に沈む直前に、魔王は自ら体を前へと投げ出した。下へ手たに抗あらがってこの折れやすい矢が折れてしまうと、そのまま魔法が発動してしまう。そうなるとかなりのダメージを受けることになるのだ。

　幸い、矢は折れなかった。しかし魔王はその場で転倒し、小さな池に続く斜面を転がると、冷たい水の中へ頭から落ちてしまう。

　魔王ミトラスは水を掻かきながら必死でもがいた。

　本当にこんなところで、追い詰められ溺おぼれている場合ではないのだ。

　カルセは死んでしまった。カルセを蘇そ生せいする方法を、魔王は探さなければならないのだ。だからこそまずはフェシナス王国を一つにし、復興させ、力を蓄えなければならなかった。

　どんな方法を目指すにしても、力の足りないただの人間である魔王の立ち位置からでは、それ以外の選択肢はありえない。

　だがフェシナス王国が必要としているのは結局『勇者アティス』だった。

　ミトラスはすぐに自分が、他ほかの人間たちを動かす力がないという現実に直面することになった。

　従順な者ですら、ミトラスの言うことを聞くわけではない。勇者アティスの言うことに、首を傾かしげながら渋々従うのだ。

　ましてや魔王の正体を知る者――ベロウェス大佐などは、忠告にすら耳を貸さず、魔王の存在を行動しない言い訳にする有様だった。

　――それはカルセを救いたい魔王にとっては、鬱うつ屈くつせざるを得ない状況だった。

　しかしそれでも魔王は、その感情を押し殺した。なぜならアティスこそが王国復興の鍵かぎなのは、疑う余地のないことだったからだ。

　それはイメージ上のアティスだけでなく、実際のアティスについても同じことだった。

　現在のアティスは、魔王の完全な肉体に勇者の人格を持つ完かん璧ぺきな存在である。そのアティスをどこに据えるかで、フェシナス王国の未来はがらりと変わってくるのだ。

　だから魔王はアティスへの劣等感に蓋ふたをして、最大限の敬意を払う友人として、物事を進めた。

　とにかくアティスだけは、絶対の協力者とする必要があったのだ。

　しかし魔王とアティスの間には、結局何もなかった。カルセの存在を挟まなければ結びつく理由のない、完全な赤の他人同士だった。

　だから魔王はカルセに関する全すべての秘密を、自分で抱えこむしかなかった。それでも構わないと思っていた。

　しかしアティスはその秘密を、自分で暴いて滅め茶ちや苦く茶ちやにしたのだ。

　そして魔王の友人の座を自ら蹴けり、奴ど隷れいになりに来た。

　おまけにその条件は「カルセを甦よみがえらすためなら何でも言うことをきく」だった。

　つまりカルセは魔王のものではなく自分のものなのだと、そう宣言されたのだ。人のものを盗とっていくなと、そう突き放された。

　――魔王の下心は全て、この何でも持っているアティスに見透かされていたのだ。

　そう思った魔王の心に巻き起こったのは、痛烈な恥の感情だった。

　激しい怒りとともに辛つらさ苦しさ、そして生の実感が、現実の魔王にも戻ってくる。

　冷たい水を必死で掻かく手に力が戻った。

　そう。こんなところでは終われないのだ。

　ここで諦あきらめたら全てが放ほうり出されてしまう。

「――カルセに二度と会えなくなる！」

　口の端から空気が漏れた。そしてようやく魔王の手が、岸辺の水草を掴つかむ。

　必死で手足を振り回しながら、何とか魔王は池から這はい上がった。

　咳せき込みながら胸いっぱいに、植物と腐った水の匂においがする空気を吸い込んだ。

　周囲を風が吹き抜けていく。

　濃い霧がものすごい勢いで流されていく。

　その中を二歩三歩と進んでいって、そこで魔王は立ち止まった。

　呆ぼう然ぜんと肩を落とす。

　向かおうとする視線の先に、一つ目の仮面のクラテール・ヴィクスがいた。

　魔法光に彩られた巨大な弓を構えた敵は、正確にその狙ねらいを魔王の眉み間けんに定めている。

　そして周囲の情景が一変した。吹き流される霧が突然に途切れ、周囲が晴れ渡ったのだ。

　青い空と黄色い太陽と青い水面が、唐突に魔王の目を刺す。

　それまで灰のようにくすんで見えた地面は実は一面の鮮やかな緑色をしていた。そしてその上には小さな黄色い花が、いくつも咲き乱れている。

　それを踏みつぶしながら、無粋な黒くろ鎧よろいの兵士が大勢こちらへやって来る。

　魔王は完全に取り囲まれていた。

「私の一撃であなたは確実に死にます」

　クラテールは魔王に告げた。

「あなたは償うべきです。この世の全すべてに詫わびながら、死んでいってください」

　魔王は唇を噛かみ、肩を落とした。そしてどうにか一言を漏らす。

「……お前に私の叶えたかった願いが、分かるものか」

「分かる気もありません。ただ私の願い――勇者アティスの志こころざしが、それに優まさったということです」

「――またアイツが!!」

　魔王は顔を歪ゆがめ、嫉しつ妬とと怒りに叫んだ。それに向かってクラテールは、冷静に矢を放つ。もはや避けようのない一撃だった。

　だがそこに、割り入った者がある。

　銀の光がきらめくと、ダン！　と重い音を発し、魔法の矢は空中で破裂し弾はじけ飛んだ。

　短胸甲と軽脚甲。

　獣の耳の魔物が握るのは一刀の剣つるぎ。さらに左のもう一刀をアティスは抜いた。

　魔王は目を見開く。

「どうしてお前が――！」



    

  
    
      



    

  
    
      
第九章





「何をしに来た？　――どういうつもりだ！」

　魔王の問いにアティスは振り返ることもせず、突き放すように冷たく答えた。

「そんな下らない質問に、いちいち答えなくていいのが勇者だ」

　最小限の言葉とともに、アティスは仮面の敵へと地を蹴ける。

　――そう。アティスには夢があった。

　フェシナス人の王国を作るという夢だ。

　そしてそのために、カルセは犠牲になった。それが結論だ。

　最初からアティスがカルセを守るなどというのは、おこがましい話だった。アティスの方がすでに、カルセに守られたのだ。

　だからアティスは奥歯を噛かみしめる。

　このままカルセを失っても――そして他ほかの幾千幾万の別れに直面するとしても、アティスがフェシナス王国という夢の歩みを止めることは、許されないのだ。

　――そしてもう一度決意を固めてしまえば、アティスには絶対に、どんなことでもできてしまうのだった。

　矢を構える仮面のクラテールが叫ぶ。

「魔王を助けに来たんですか、アーサー・ベルシラク！」

　アティスは叫び返した。

「王が殺されたという事実があっては困る。僕にとってはそれだけのことだ」

　そしてクラテールはペルガムス帝国の侵略に手を貸し、王国を揺るがそうとしている。その動機は怨えん恨こんで、王国をどうするというビジョンはない。フェシナス王国を害するだけの行為だった。だから絶対に止める。

　なのにクラテールは矢を引き絞ったまま、まだ言う。

「あなたは傷つけたくありません。どきなさい、アーサー・ベルシラク！」

　――何を今さら。

　アティスは無言で距離を詰める。それでようやくクラテールは、自分がどれだけ馬ば鹿かなことで時間を費やしたか悟ったようだった。アティスの真正面至近で矢を放つ。

　アティスは右手の剣でそれを弾はじいた。地を蹴ける勢いは一切落ちない。そのまま左の剣の切っ先をクラテールに突き出す。

　身を半転して剣を避けたクラテールは、二矢目をすぐ隣のアティスに向かって射る。これをアティスは右手の剣の中央で弾いた。折れ飛んだ矢が魔法円を展開させ破裂した時には、アティスの肩がクラテールの衣服に触れるほど、すでに接近している。

　三矢目はクラテールがつがえる間もなく、その矢の先をアティスが剣で斬きり飛ばした。

　クラテールはようやく悟る。

　――このままでは勝てない。仮面の臨界リミツターを割るしかない。

　判断すれば行動は速い。クラテールは一気に後方へ跳び、すぐ近くのペルガムス兵の背後へ逃げこんだ。

「――褒賞は思いのままです。この女を止めなさい！」

　そう告げてけしかける。みっともない話だが、どうしても数十秒の時間がいる。

　クラテールの身勝手に悪態をつきながら、異国の黒くろ鎧よろい黒くろ兜かぶとの兵士たちはたった一人の軽装の女に向けて、一斉突撃をかけた。

　相手の実力は目の前で見ている。しかし侵略の尖せん兵ぺいとして生きてきた黒くろ鎧よろいの兵士たちは、それで臆おくすようには教育されていなかった。

　だが両手の剣を構え直したアティスの力は、その想像をはるかに超えていたのだ。

　最初の一人目の首と腕が次々に宙を舞ったかと思うと、二人目の膝ひざを斬り飛ばして転倒させる。アティスは命いのち乞ごいの言葉さえ待たず、その上から剣を突き立てた。

「貴様ァ！」

　仲間を救おうと遅れて飛び込んできた三人目の喉のど元もとを、正確に一突きして絶命させる。

　攻め方をためらう四人目に素早く詰め寄ると、胴鎧の切れ目を剣で打つ。

「…………ぐぁ」

　骨が折れるほどの衝撃から回復する間もなく、相手の首は胴から切り落とされていた。

　五人目から先はとうとうアティスから逃げ出した。しかしそれを見逃して、集団戦を仕掛けられる隙すきを作るほど、アティスは甘くはなかった。

　背後から敗走する兵を追い、次々とそこにある命をむしり取っていく。

　何のためらいも見せない、二本の牙きばの怪物。それを止められる人間など、もはや地上のどこにも存在しない。

　そう思わせるに十分な剣を、アティスは一方的に振るい続けた。

「ここまでとは――」

　クラテールは鉄の仮面の首元に指をあてると、その段差を一段押しこむ。小さく爆はぜる音が鳴り、自動的に魔法が仮面全体に満ちる。

　それまでは川魚の頭のようにぬるりとした形状だった仮面は、二つの耳が立ち上がると同時に、鼻面の段差と二つの目がスライドして生まれる。

「形が変わった？」

　驚くアティスに反応の時間を与えず、狼おおかみの面のクラテールはアティスへ向け走った。

　左手には魔法弓クレスコを持ち、かざした右手には『失せもの寄せ』の魔法門が浮かび上がる。そこから新たに細身の長剣を引き出して、アティスに向かって突きを入れる。

「これは――」

　アティスは己の剣でクラテールの剣をはじき返す。しかしクラテールは別人のような体からだ捌さばきで、次々と的確な攻撃を繰り出してくる。

「仮面の力か。そんな取ってつけた技で！」

　アティスは構わず、気合いとともに剣の一撃を打ちこむ。それをクラテールは巨大な魔法弓クレスコで弾はじいた。全体が金属でできたヴィクス家伝来の弓は、盾として使っても十分に固い。

　これならいけるという感触が、クラテールにはあった。

「魔物の女は私が押さえ込みます。その間に一斉にかかりなさい！」

　周囲に向かって指示を出す。しかし応こたえるペルガムス兵はなかった。

「どうしました!?」

　アティスとの剣けん戟げきに最大限の集中力を注いでいたクラテールは、ようやく周囲を見回した。ペルガムス兵は全員が一斉にその場を逃げ出している。

「いや違う――！」

　クラテールはすぐに気づいた。アッタロスが後退の指示を出したのだ。そしてそのアッタロスは、旗き下かの兵士たちをすでに行軍隊列に組み直させ、この地から去ろうとしている。

「まさか、私を見捨てるっていうんですか……？」

「いやもっと悪い」

　アティスは唇を噛かんだ。



「運のない女だ」

　ペルガムスの将軍アッタロスは馬上で笑う。完全に勝てていた戦いを、たった一人の乱入で滅め茶ちや苦く茶ちやにされた。

　しかしそういう流れは戻らないものだと、アッタロスは知っている。そして負けは素直に負けと認めなければ、自軍の損害を増やすばかりだ。アッタロスは退くことを決意した。

　ただし。軍というのは利益を出さずに、引き返せる存在ではない。

　遠征の費用、兵に対する報酬の支払い、人員と武器の損そん耗もうに対する補充。

　どれも随分な金額で、それらは当然、何らかの方法で埋め合わされなければならない。

　ゆえにアッタロスはこれから南の国境へは向かわず、北進する。

「我々は都市スタンナムにおいて捜査を行う！」

　兵士たちから待っていたと言わんばかりの唸うなり声ごえが上がる。『捜査』とはペルガムス帝国のありきたりな隠語で、要するに略奪のことである。

　テクト地方の都市スタンナムにろくな守りがないことは、長い滞在でほぼ全すべての兵士が気づいていた。そしてそこにはヴィクス家のため込んだ財産がたんまりとある。

「作戦は単純にいく。すなわち金も女も家か畜ちくも、それを奪ってさっさと逃げるのも、全て早い者勝ちだ」

　アッタロスは号令を下すべく手を上げる。

　だがその合図を見み計はからっていたかのように、右前方からものすごい喚声が上がった。威嚇のために声をぶつけるそのやり方は、フェシナス人独特の様式である。

「敵だと！」

　アッタロスは声の方角に目を懲らす。

　湿原地帯の外れ、北東の小高い丘の上にフェシナス王国軍が展開していた。

「これは――」

　アッタロスは顔をしかめる。

　両軍の距離は、まだだいぶ離れていた。しかしペルガムス軍が北進して都市スタンナムへ向かえば、確実に途中で側面を突かれる。

　敵の数はざっと見て倍。側面攻撃など食らえば、アッタロスたちは全滅するしかない。

　一方で南進してペルガムス帝国との国境に向かえば、数の多い敵軍が追いつくのは、なかなか難しいだろう。被害ゼロで国境を越えるのも、難しいことではない。

　つまりフェシナス王国軍の司令官は、自らの絶妙の位置取りによって、末端の兵にすら分かる単純さで選択を突きつけているのだ。

　すなわち、去るか？　死ぬか？

「知っているぞ。こうやって相手に選ばせる行ぎよう儀ぎのいい男――」

　アッタロスは薄笑いで王国軍を睨にらむ。

　そこに翻る旗は、王国第５連隊『銀の盾アルゲンテイ・スキユータム』。久しぶりに連隊旗の旗手を務めるレーゲン大尉の傍らにいるのは、ベロウェス・トリカステだった。

　ベロウェスはずっと『驚いていた』。

　自分たちフェシナス人による王国。それを守るための軍隊。彼らを部下とし指揮する自分。そんなことが全すべて「どうでもいい」と思える日が来てしまったことに。そんな状態から抜け出せない自分に、呆ぼう然ぜんとしていたのだ。勇者アティスを失った自分がどうすればいいのか、ベロウェスには分からなくなっていた。

　――しかし勇者アティスは帰ってきた。

　だからその目にはもう、以前のような迷いや揺るぎはなかった。

「……そこから一歩でも北に進んでみろ、帝国人。一人残さず殺してやる」

　そのベロウェスの呟つぶやきがまるで聞こえたかのように、はるか彼方かなたのアッタロスはこちらを振り向き獰どう猛もうな笑みを返してきた。そしてふてくされたかのように馬首をめぐらせる。

　その背後ではアッタロスの指示すら必要なく、ペルガムス軍は非常に整然として素早く、退却行軍のために陣形を組み替えた。

「――退くというなら、国境まで見届ける」

　ベロウェスは部下たちに進発を告げた。

　この難敵が完全に諦あきらめて去るまで、ベロウェスは油断するつもりはなかった。



　両軍の動きを横目で確認して、アティスはクラテールと対たい峙じする。

　クラテールの能力は、ほぼアティスの剣技と互角である。それほどに仮面の力は凄すさまじい。

　しかしクラテールは攻め手を欠いたまま、変化していく周囲の状況に一つも手が打てていない。孤立無援のクラテールは、こうなれば不利になるばかりである。

「いいえ、まだです」

　クラテールは再び仮面に手をかけた。

　再び仮面全体が魔法の光に満ち、長く前に伸びていた狼おおかみの仮面の鼻面が、開いて上に伸び二本の角になる。

「今度は牛の仮面？」

　困惑するアティスに向けて、クラテールは剣を振るった。その鋭く尖とがった剣の先から雷らい霆ていの光がほとばしり出て、アティスを襲う。

「アトラスの断崖セプトミール・ソラム・サーカム」

　くたびれた詠唱の声が響き、アティスを襲った魔法の雷は、穴だらけの魔法の壁でひとまず阻はばまれた。アティスが背後を振り返ると、そこに魔王ミトラスがいる。

　意外な気分でいるアティスに向かって、魔王はいきなり忌いま々いましげに怒鳴った。

「結局私に降りかかる王国の呪のろいは、一つも解けていないではないか！」

「何の話さ？」

　アティスは腹が立って刺とげ々とげしく聞き返した。

「君は相手に分かるよう説明することもできないのか？」

「黙れ気が散る。――アレスの矢バイセンタム・イグニスヴエンダ・アドヴアサス！」

　魔王が伸ばした手の内から、光が飛び出しクラテールに向かって飛ぶ。

「無駄なことを！」

　クラテールの仮面の角が輝くのと同時に、その前に燈とう色いろの魔法円が出現し重厚な壁を作り出した。それが魔王の魔法をあっさり弾はじく。クラテールの仮面は戦士としての能力に続いて、完全な魔術師の力さえクラテールに与えたのだ。

「私の能力に死角はありません」

「その思い込み方が、付け焼き刃だ！」

　叫んだアティスは、すでにクラテールへ向けて突進をかけていた。魔王の撃った魔法は牽けん制せいだったのだ。

「いや違う、こちらも引っかけ？」

　突っこんでくるアティスの背後から、魔王ミトラスがまたしても魔法を放つ。

　フリをした。手を上げただけだ。

「そんな――！」

　あっさりとクラテールの懐に飛び込んだアティスが、剛剣を振るう。その攻撃からできるだけ身を引き離そうとしたクラテールだったが、剣の受け方を間違った。手に持った細剣を叩たたき折られる。

　だがまだ魔法弓クレスコが残っていた。クラテールはすぐさま次の動作に移ろうとした。

　しかしアティスは左手の剣をクラテールの喉のど元もとに突きつける。

　それで決着だった。

　クラテールは身動きが取れない。

「個人としてどれだけ能力に差があっても、一人で二人を同時に相手はできないんだよ。能力を抱えこみすぎた君は、最も基本的な選択を誤った」

　確かにその通りだった。

　それがアティスたちとクラテールの、圧倒的な経験の差というものだった。

「これで勝負は決した。君も気がすんだだろう。――だから降伏して欲しい」

「降伏……？」

　クラテールは周囲の屍しかばねの山を、物もの憂うげに見回した。

「私も殺せばいいでしょう。――これだけ殺しておいて、今さら」

「もちろんそうしてもいい。けれど君は敵対して向かってきた僕に、まずは降伏の勧告をした。だから僕も、一度はそうするべきだと思う。それに――」

　アティスは目を伏せる。

「僕はかつてある事件で、ヴィクス家に連なる少女を助けたことがあるんだ。彼女と君がどういう関係なのか、僕は知らない。けれど肉親なのは確かなはずだ。いま君に危害を加えて、あの打ちひしがれていた少女を再び悲しませたくはない」

「魔物の女が、何をわけの分からないことを」

　クラテールの言葉に、アティスは悩んだ。

　まだどう転ぶのか、分からない相手だ。どこまで秘密を明かして大丈夫なものか迷う。しかし機会はもう今しかないように思えた。

「今はこんな体で、――信じられないだろうけど、僕が勇者アティスなんだ」

　告白したアティスを魔王が見る。そしてその視線を今度はクラテールに向けた。

　そしてやはり、もたらされた効果は絶大だった。クラテールの雰囲気から殺気が完全に消えている。

　アティスは息をつくと、クラテールに突きつけていた剣を引き、腰の鞘さやに収めた。そしてクラテールを威圧しないよう、後ろに下がって距離を置く。

「信じて欲しい。証拠と言われても出せないんだけれど――」

「いいえ、見えます」

　クラテール・ヴィクスの牛の仮面が、魔力のこもった視線をアティスに注いだ。

「……確認しました。魔王の肉体に、勇者アティスの精神が宿っているのですね」

「そういうことなんだ。分かってくれてありがとう」

　アティスは緊張を解いたのが相手に伝わるよう、肩の力を意識して抜いた。

「今度は君のことを、いろいろ聞かせてくれないか」

　アティスは少し無理をして、できる限りの笑顔でクラテールに笑いかける。

　そしてまるでその申し出に答えるかのように、クラテールは矢をつがえた。全く殺気をこめないまま、アティスに向け矢を放つ。

「!?」

　次の瞬間にはアティスも、クラテールに向け地を蹴けっていた。

　その表情は一瞬で戦う鬼神の表情に逆戻りしている。非情な決意とともに、アティスは左右の剣を引き抜いた。

　クラテールは降伏勧告に応じない。そういう場合の速やかな対処の仕方を、戦士であるアティスはもう決めていた。双方命をかけているがゆえに、その決定は断固たるものでなくてはならない。さもなければ仲間の命を危機にさらすことになる。

　一直線に飛んできた矢を、アティスは左手の剣ではじき飛ばす。

　そして返す右手の剣で、クラテールの仮面を突いた。

　クラテールはアティスの反撃速度に、抵抗らしい抵抗もできないまま衝撃で後ろに吹き飛んだ。繊細な細工を持つ角の仮面もまた、打ちこまれた剣の重さに砕けて割れる。この間にもアティスは、最終動作に入っていた。

　矢を弾はじいた左の剣の切っ先が、返す動作で無防備なクラテールの体の真ん中に伸びる。

　それで全すべてが終わると、クラテールは思った。

　――かつて自分を救いに来たあの圧倒的な力が、自分を殺しに来るのだ。

　クラテールは穏やかな気持ちだった。

　自分の生に決着がついてしまう真の喜びと、寂しさ。

　この閉じた仮面の下の世界にあるのは、最後まで静けさだった。

　それでもクラテールの元へやって来るのは、全てを終わらせてくれる救いの力なのだ。



　そして膨大な数の光が自分に向け無遠慮にぶつかり、取り囲んでいることに、クラテールは気がついた。不思議な空間の中を、クラテールの体は漂っていた。

　――これが死の世界？

『そうでもある』

　クラテールの思考に、どこか聞き覚えのある声が答えた。

『だがより正しくは天空人の住処アパテイアと呼ぶ』

　――これは天てん空くう人びと・エレクトラの声。

　いやそれを声というのも、何かおかしいとクラテールは思った。そもそも声は出せないのだ。クラテールはただ思考し、天空人もまた思念をもって答えてくる。

『私はエレクトラ個人ではなく、Ⅵセクスタスという意志。エレクトラも全ての天空人も私の操る人形に過ぎない』

　――そうですか。それで？

『なぜお前は、自ら命を絶つような真ま似ねをする？』

　その思念は静かで抑揚がないのに、重々しく空間に響く。その苦手な圧迫感に、クラテールは一度、思考を塞ふさがざるを得なかった。そしてⅥセクスタスは怒っているのだと気づいた。

　――なぜあなたが？

『……お前はあらゆる存在の誰だれよりもうまく、最小の力で魔王ミトラスを追い詰めていたのだ。それは勇者ですら成しえなかった偉業。お前はコギトの境地に達していた。選ばれし存在であった。誰よりも固い意志で、お前は成し遂げようとしていたのだ。なのになぜ、死を選ぶ？』

　クラテールは不機嫌と憤りをもって答えた。

　――私はあなたのためではなく、勇者アティスの国造りの理念のために戦ったんです。

　――そのアティス様が魔王と手を結び、別の道を進むことを決意した。

　――ならば私は賊軍に墜おちたということ。

　――そんな私ができるのは、きっちりと滅んで消え去ることだけです。

　――そうしなければ、アティス様の国造りの邪魔になってしまいます。

『だから自ら死を選んだのか？』

　――散り方ぐらいは、我を通してもいいじゃないですか。

　――彼以外はいやです。

　しかし天てん空くう人びと――いやⅥセクスタスは、一斉に『不可解』の思念信号をクラテールに向けてぶつけてくる。

『お前は勇者アティスの王国造りの理念のために戦ってなどいない』

　――ありえません。

『勇者アティスの敵かたき討ちのために、魔王と戦っていたわけですらない』

　――そこを否定されたら、私は死ぬ理由すらないじゃないですか。

『理由は単純なことだ。辛つらくなったから、急に昔の自分に戻って全すべてを放ほうり出したのだ。そしてうまく理由をつけた』

　それはまさに、昔のクラテールのままの行動様式だった。勇者アティスに出会ってからは封じることに成功していたはずの、情けないクラテールの姿だった。

　――そうです。空むなしくて苦しかったんです。

　――アティス様と話していて気がついた。

　――アティス様は今の私と、昔の無力で情けない私を同一視していない。

　――それはとても、とても悔しく、情けないことです。

　――でもアティス様の記憶の中にある私こそが結局、本当の私ではないでしょうか？

　Ⅵセクスタスの思念は沈黙する。

　――私はあなたの仮面の力で、ここまで来ました。

　――でもそれは仮かり初そめの力。道具で得ただけの実力ではない、空虚な力。

『それはお前の心に残った最後の弱さが抱かせた、ねじ曲がった思い込みだ。全てはお前の努力と志こころざしの結果であり、我が道具はお前に使われたことを誇りに思っている』

　クラテールは仮面に右手をあてる。左手の魔法弓クレスコの存在を確かめる。どちらも確かに温かかった。

『お前をずっと見てきた私は、そのことを保証できる』

　――ありがとう。

　クラテールの思念は優しく笑った。

　Ⅵセクスタスは改めて、クラテールに告げる。

『お前が存在する価値は、私が認める。お前は消滅するべき存在ではない。お前を雄々しく支えた真の夢を再び追い、お前は世界に己を叫ぶものにならなくてはならない』

　――世界に己を叫ぶもの？　それが『コギトの境地』？

『そうだ。何もかもを捨て去り、己の意志を貫く者。その者に力を与え、人間世界を導かせることが我が大望』

　しかし主張を終えたⅥセクスタスは、思念の勢いを弱める。

『……今さらお前に強要する気はない。お前は十分に戦った。私はお前に感謝していて、褒賞としてあらゆる選択肢を用意することができる』

　――私が選ぶ？

『そうだ。お前はお前の望み通り、死んで永遠の休息についてもいい。また私はこの窮地から、お前を救い出し連れ出すこともできる。どこか遠くの土地へ行き、十分な財宝で新たな人生を歩む選択肢も与えられる。……それともお前の真の目的を見据え直し、貫くか』

　クラテールは迷った。

　自分を突き動かしてきた雄々しい衝動。

　それは勇者アティスの理念を守ることではなかったとⅥセクスタスは言う。

　――私の夢は。

　――私の夢は勇者アティスに認められること。

　――そのために全すべての行動はあった。

　しかしその夢は全く叶かなわなかったことを気づかされた。だから投げ出してしまったのだ。

　しかしⅥセクスタスによる選ばれし者・クラテールは、今ならはっきりと答えられた。

　――私は負けては終われない。

　――今のままでは私は、ただ何もかもを譲って生きた道ばたの石。

　――私はアティス様に認められたい。

　――アティス様に私を見止めてほしい。

　――アティス様が私の名を刻む。

　――それが私の願いなら。

　――それが私の証あかしならば。

　そのクラテールが発した思念こそが、契約の宣誓だった。

『そうあれ！　かつて古代ガロンヌ王に与えた力、コギト・エルゴ・スムを与える』

　Ⅵセクスタスによる祝福とともに、光の世界はほどけ始めた。

『クラテール・ヴィクス！　お前の勝利をもって、勇者アティスの目に、体に、記憶に、お前の名を刻みこむのだ!!』



    

  
    
      
第十章





　――そして再び時が流れ始める。

　ためらいも容赦もない一つの剣つるぎと化したアティスが、今まさにクラテールへとどめを刺さんとしていた。

　だがそのクラテールの背後で、ものすごい数の魔法門が一斉に開く。

「何だ――！」

　魔法門の向こうから次々と飛び出してきたのは、ものすごい数の天てん空くう人びとだった。それがアティスの剣とクラテールの体の間に飛び込んでくるのだ。

　天空人は勝手に剣に貫かれて、次々に壊れていきながらも剣を止める。

「どうしてこんなことが！」

　アティスは状況が理解できなかった。剣を振る度、ボロボロに砕けた天空人は、鉄片と油をまき散らして飛び散る。

　しかしとにかくアティスは、天空人の大群に塞ふさがれた視界を剣の一太刀で切り開いた。そこには、多数の天空人によって宙に吊つりあげられたクラテールの姿がある。

　燐りん光こうに包まれたまま天の頂上に達したクラテールが停止すると、その姿を中心として唐突に空が暗く沈む。

　太陽はかき消えていき、昼だというのに星が瞬き始め、さらにクラテールを中心として天を回り始めた。

　垂直の雲が何本も空に立ち上がる。

　その向こうに星の光の軌跡が、何重もの巨大な魔法の円を形づくった。気がつけば天の半分を覆おおうほどの巨大な魔法陣が出現している。

　ほぼ同時に地上の方は、湿原全体が黄色や白や赤色の狂ったような色彩に埋めつくされていく。あらゆる植物が狂い咲きを始めていた。

「何が始まるんだ……」

　呟つぶやくアティスの後ろで空を見上げていた魔王が、その質問に答える。

「天空人――いやそれを操るⅥセクスタスという意志は、本来この世界の存在ではない。だから人形を使っている。しかし奴やつはクラテール・ヴィクスと和合に至った。あの女が持つ『世界に対する実在感』を触媒として、『天空人の住処アパテイア』からここへ大量の魔力を引きこんでいるのだ。――私が本来の姿であれば、あの魔法陣の向こうに乗り込んでいって、Ⅵセクスタスに直接とどめを刺してやるものを」

　空を見上げたまま、魔王は悔しがる。

　そして天頂の魔法陣から、崩れ落ちた古城の隣――ガロンヌの斜塔に向け光が落ちる。

　真っ黒な古代魔法都市の遺跡から、そこをねぐらにしていた鳥たちが一斉に飛び立った。

　やがて斜塔全体が、光りながら震え始める。

　まるで地震が起きているかのように、風雨にさらされた古代遺跡が、崩れ、ひっくり返り、斜塔の側面から地上へ滝のように落ちてくる。そしてその中から、きらびやかに白く輝く巨大な円えん錐すい型の機械が姿を現す。

「何なんだあれは？」

「『巨鳥マッハ』――古代魔法都市の中枢にして、天てん空くう人びとが古代ガロンヌ王に与えた天空船だ。あれにクラテール・ヴィクスを融合させる気なのだろう」

「マイダス王の時の、二の舞じゃないか。だったら阻止する！」

　アティスは自らの首筋に剣の刃をあてると、一気に引き下ろした。大量に吹き出した血が、渦を巻いたまま宙に止まると、アティスの肌に跳ね返って複雑な魔術の模様を描く。アティスは最後の切り札『エムブロシア』を発動させたのだ。

　自動発動した治癒の魔法が首の傷を塞ふさぐと同時に、全身の真まっ赤かな魔法紋様が光を放って活動を始める。

　肉体をイメージの速度で強制駆動する青い魔法『リュムパの糸』が全身に張り巡らされ、両肩の外に飛行さえ可能とする白い魔法円の塊かたまりが誕生する。

「これで！」

　アティスは地上から飛び立った。だがその直後に、銀色の天空船もまだ主あるじを迎えないまま、勝手に動き出す。円錐の表面に次々と細かい窪くぼみが開いたかと思うと、その中央に発生した光弾が一斉にアティスへ向け放たれた。

「この攻撃も、マイダス王の時と同じ――！」

　降り注ぐ破壊の光を、アティスは次々と回避していく。

「待て。またお前は――自分だけ！」

　巻き添えを食らった魔王が、地上を穿うがった光弾の爆炎の中に消える。

　もっともアティスの方も、救出の余裕などない。今は自分の使命をと、光弾の雨の中に自ら飛びこんでいく。

　だがアティスの向かう視線の先で、クラテールを空中で支えていた天空人たちまでもが、次々と自壊を始めていく。それぞれが卵のように砕け、その大量の破片でクラテールの全身を覆おおっていくのだ。

　そして銀円錐の天空船の方も、後部から光を吹いて緩やかに前進を開始した。

　宙に浮かぶクラテール・ヴィクスにその先端を接触させ、停止する。

　天空人の破片に半ばまで埋まっていたクラテールは、そのまま天空船の舳へ先さきに埋め込まれていく。まるで天空人の破片が糊のりの役目を果たすかのように、貼はりつけて固定される。

　クラテールは目を見開いた。

『この意志の力を極点として、我々は汚染されし世界の浄血を開始する！』

　クラテールとその肉体に受肉したⅥセクスタスの言葉が、空の全すべてに響く。

「いいや、まだ間に合うはずだ！」

　叫んだアティスは魔法で飛びながら、両手の剣を捨てた。その左右の手の中に魔法光に満ちた真まっ赤かな炎が躍り、次の瞬間、壮麗な二刀の魔法剣へとその姿を凝集させる。

　急接近するアティスは、天てん空くう人びとの破片に埋まったクラテールを睨にらんだ。

　その姿は鮮やかな宝石で彩られているようでもあり、ガラクタの山の中に埋まっているようでもあった。そして緩く微笑ほほえむクラテールと目が合う。

「接続部を切り離せば！」

　最大限の鋭さをもって、アティスは魔法剣を繰り出す。しかし攻撃は宙を切り、完全な空振りに終わった。

「何!?」

　そう驚いている間にも、直線で高速飛行しているアティスの隣を、クラテールはズルリズルリと背後側へと移動していく。天空船の巨体を抜きにしても、ありえない動きだった。

「――っく！」

　アティスは宙返りするかのように伸びきった体を反転して、背後に剣を突き出す。

　だがまたしてもクラテールは、短距離を次々と瞬時に移動していきながら、剣の切っ先を避ける。

「どうしてこんな巨大なものに、こんな動きが――」

『そのために全てが存在しているのだ。当然のこと』

　クラテールに宿ったⅥセクスタスが、クラテールの口を借りて勝ち誇る。

　そしてアティスにもようやく飲みこめてきた。

　つまり例えばアティスの『エムブロシア』と同等の能力を天空人が実現しようとした場合、今のクラテールのような形になるのだ。

　本質はあくまでその先端、クラテールが何をするかということのみにしかない。背後の巨大な天空船は、そのための結果に過ぎないのだ。

『では今度は、こちらの番だ』

　クラテールは両手を広げる。同時にアティスの周りに、黒い魔法円の輪が回り始める。

「何だ――！」

　高速で動いているアティスの全身が、急激に重く、動きにくくなった。いちいちの動作に、まるで泥水の中でもがくかのような抵抗を感じる。

「そうか。『リュムパの糸』の機能を妨害して……！」

　カルセの正体を暴き、その動作を止めたクラテールと天空人は、肉体を操る魔法『リュムパの糸』に干渉する技術を持っているのだ。

『さあどうする！』

　素早さの落ちたアティスに、クラテールは魔法弓クレスコから矢を放った。身動きで避けられないアティスは攻撃に向け手をかざす。その先にエムブロシアによる燈とう色いろの防御魔法円が、一列に並んで壁を作った。

　しかしギラギラと光り輝く魔法矢は、まるで皿のように次々と魔法円を割っていく。驚く間もなく矢はアティスの肩に刺さり、肉と骨ごと破裂した。

　すぐさま治癒の魔法が発動する。――元が魔王の肉体であるアティスの体は、凄すさまじい再生能力を持つ。だがそれは苦痛をともなうし限度もある。

「――――まさに宝の持ち腐れだ、どいていたまえアティス君！」

　アティスの耳は、はるか下方の地上から怒鳴る魔王の声を捕らえた。振り向くと地上の魔王は、天に向かって両手を掲げる。

「アクタイオンの猟犬ペントデクミル・イグニスアクア・ヴアサス!!」

　幾筋もの青い光が、クラテールの天空船に向けて照射される。そしてその光を取り囲むように、大量の赤い魔法円が現れ、回転を始めた。

　まだ効果発動前のその魔法は『Ａｐｐａｒａｔｉｏ待機中』の文字列で取り囲まれている。しかしそれを自ら引きちぎり、ほとんど暴ぼう発はつのような格好で魔法は発射された。

『量だけだ！　そんなものが効くものか！』

　接近する赤い魔法光を、クラテールは非常識なスピードで次々と避けていく。実際、魔王の魔法は飛行速度が遅く、避けるのは造作もないことだった。しかし振り切ることだけが、絶対にできない。

『何をした、これは！』

　驚き呻うめくクラテールの周囲を、赤い魔法円は回転しながら逃げ道を塞ふさぎ、確実に距離を詰めてくる。そしてその中心である天空船へとなだれ込んでくる。

　赤い魔法円が接触するのと同時、次々と強烈な破壊が起こった。滑らかな銀色の表面が、くすんだへこみだらけの姿に変わっていく。

『……おのれ！　万全なる力の私が、こんなことで』

　天空船はすぐさま再生を始めるが、動きの止まったクラテールの元へ、今度はアティスが飛び込んでくる。

「同じことの繰り返しだ。君は何も学んでいない。それで強いと思っているのは、君だけだ。どれだけ能力があっても、同時に二方面からの攻撃に対処することはできない！」

　だがアティスの言うことは強がりだった。クラテールは余裕に満ちた声で応こたえる。

『いいや我は万全にして唯一なる力！　――邪魔者がいるならこの状況を打破する、最上の道具を改めて召喚するだけのこと！』

　そう言い放ったクラテールの前に、巨大な魔法門が現れる。クラテールが使っていた『失せもの寄せ』の門だった。

　だがそれは以前見た、手がやっと入る程度の小さなものではない。流れ込んだ天てん空くう人びとの魔力を使っているのだろう。まさに宙に穿うがたれた、巨大なトンネルのようだった。

「また武器の召喚か――だがそんなことはさせない！」

『無駄だ、勇者アティス。お前は間に合いはしない』

　宣言したクラテールが手を振ると、空中に浮かんだ『失せもの寄せ』の門はかき消える。呼び出された『最上の武具』だけがその場に残った。

　だが空中のアティスもクラテールも、同時に言葉を失う。

　意識がないかのように見える『彼女』は、全身を見えない力で吊つり下げられていた。頭の上には大きな黒水晶の輪が浮かぶ。

　手に神官の杖つえだけを持ったその姿を、アティスが見間違えるわけがなかった。

「――カルセ！」

　その婚約者の声にカルセオラリア王女は振り向き、口元を動かす。

　それは冷ややかに笑ったかのようだった。



　頭に黒水晶の輪を浮かべたカルセは、ゆっくりと地上へ向け降下していく。

「お前は――！」

　アティスはクラテールに向かって叫ぶ。だがそのクラテールもまた、驚きの呟つぶやきを漏らした。

『私は、ただ私を助ける力を『失せもの寄せ』の儀式で求めたはず。それが結局、彼女カルセ王女に助けを求めることになるのですか……。私が彼女に助けて欲しいと』

　だが次の瞬間にクラテールは、Ⅵセクスタスの口調で大笑した。

『まさに最適だ。カルセ王女を操る原理は、リュムパの糸を使った非常に原始的なものでしかない。――ならば私が乗っ取り、有効に活用してやろう。魔王ミトラス――お前はお前の罪と対面することになるのだ！』

　叫びとともにカルセの頭上に浮かぶ黒水晶の輪が輝き、カルセは意志ある者のように顔を上げた。

「――やめろ！　お前だけは……!!」

　アティスは怒りの塊かたまりとなって、天空船のクラテールに斬きり込む。しかし能力に明確な差がついたアティスの剣は、もはやクラテールを全く捕らえることができない。

　そして地上にいる魔王の目の前に、カルセはゆっくりと下りてきた。綿毛のように人間離れした軽やかさで、地にその足をつける。

　カルセは魔王に向かって、感情のこもらない声で言った。

「情けないお前の欺ぎ瞞まんが、お前を滅ぼすのだ。罪を償い、死をもって消滅するがいい」

「……操り人形には無理な相談だよ、カルセ君」

　その答えにカルセは、魔王を睨にらむ。

「ならば受けてみるがいい。フリナの魔手クアドミール・アクア・ヴアサス！」

　カルセが詠唱する。途端にカルセの両肩から、水のエレメントで構成された、真まっ青さおで太い腕が伸びる。

　魔王も対抗して詠唱の言葉を呟つぶやきかけ、しかしその口を途中で噤つぐんだ。

　そんな魔王の肩と膝ひざを、伸びてきた魔法の手が捕らえ、力のままに投げ飛ばされる。

　魔王は地面に叩たたきつけられたが、こんな程度はダメージのうちではない。

　すぐさま魔王は起き上がり、カルセが次々と繰り出してくる魔法の太い腕を今度こそ避ける。だがその動きを見ながら、魔王は困惑していた。

　カルセのことはⅥセクスタスが、その巨大な魔力を与え、操るのだとばかり思っていた。

　しかしカルセが繰り広げようとする格闘は、速度も火力も人間として常識の範囲だ。そもそもこのカルセが、なぜここまでカルセ通りのスタイルなのか、魔王には理解できなかった。

　そのくせ、肩から伸びた魔法の腕を操るカルセの動きは、魔王やアティスが操っていた時よりも滑らかなのだ。初対面後にカルセと対決した時のそれと、全く同じに見えた。懐かしさすら感じる。

　――しかしではその情報は、一体どこから来ているのか？

　Ⅵセクスタスもクラテールも、格闘家としてのカルセの体からだ捌さばきや技など、知っているわけがない。ならば。

「奴やつはまさか――」

　呟いたのとほぼ同時に、カルセは魔王に向け宙で蹴けりを放つ。当たるわけのない距離だったが、その足の先から三本目の魔法の腕が伸び、魔王の顔面に拳こぶしを叩き込んだ。

　眼鏡が割れる。

　――久々に……きつい。

　魔王の顔からフレームがねじ曲がってレンズが粉々に砕けた眼鏡が落ちる。その向こうで、カルセは小さくガッツポーズをした。

　新技の応用がうまくいき不意打ちに成功したカルセは、そのことを喜んでいるのだ。

　このカルセは学習し、感情的な反応も返す。

　なぜなら。

　魔王はカルセの頭上に浮かぶ、黒水晶の輪を睨む。

　あれはカルセの頭脳から記憶自体を掘り起こして、カルセを動かしているからだ。天てん空くう人びとことⅥセクスタスは、そういう技術を持っていたのだ。

「まさかこんな場所、こんな状況で、こんな簡単に条件がそろうとはな……」

　魔王は大きなため息をついた。

　――私の罪、か。

　意を決すると魔王は、羽織っていたボロボロのマントを脱ぎ捨てた。ついでに泥まみれの上着も脱ぐ。動きにくい。

　何を始めたのかと困惑し観察しているカルセの前で魔王はネクタイを引き抜くと、シャツの胸ポケットに一本だけささった予備の眼鏡をつける。これからのことを、アティスの顔でやるのは癪しやくである。

　シャツの袖そでをまくりながら、魔王はカルセに言った。

「さあ、お勉強の時間だ」

　挑発の言葉にカルセは喜々として魔法の拳こぶしを魔王目がけて振るってくる。それを魔王は顔を傾け、易やす々やすと避けた。



　全く当たらなくなった自分の攻撃に、カルセは首をひねっていた。

「――ウィクトリアの翼ターセンタム・ヴエンス・スプラ」

　カルセの背中の上に三つの白い魔法円が現れる。両足が地面を蹴けると、カルセの体は半分浮いたまま滑すべるように走る。

　そうして魔王の視界の外に回り込んでから、魔法を放つ。

「フリナの魔手クアドミール・アクア・ヴアサス！」

　神官の杖つえを構えたカルセの両肩から、真まっ青さおな巨腕が魔王に向かって伸びる。今回は技を放った角度がいい。今度こそはうまく捕らえられるとカルセは確信していた。

　しかし魔王は明後日あさつての方角を向いたまま言う。

「そろそろ次のステップに進もう。アレスの剣ミール・イグニス・セカンダム」

　その手の中には、赤い魔法剣が現れる。それがたった二度、打ち払うように閃ひらめいただけで、青い魔法の腕はバラバラに切断されてしまった。

「そんな……」

　自分の魔法がいとも容易たやすく打ち払われたことに、カルセは動揺の表情を浮かべる。

　魔王はようやくカルセの方を振り向いた。

「水のエレメントを使った魔法は、火のエレメントを使った魔法に対して相性が悪い」

「……知ってる、それぐらい」

　不機嫌に答えたカルセは、移動魔法を使って魔王に突っこむように進路を変えると、右拳を構える。

「――ユステティアの重槍ターセンタム・ソラムヴエンタス・アドヴアサス」

　カルセの拳の前面に、燈とう色いろと白色それぞれ三つの魔法円が出現する。

　次の瞬間にそれがぶつかり合い、黄金色の光となり放たれた。

　自分に向かって飛んでくるそれを見て、魔王は頷うなずいた。

「今回のお前の魔法は土＋風だ。だから水＋土で対処する。――アケロオスの鱗ターセンタム・アクアソラム・サーカム」

　魔王の詠唱とともに緑色の防御魔法円が空中に浮かび上がる。

　カルセの攻撃に向けて勝手に回り込んだ防御魔法は、それを真正面から受け止めて、きれいに攻撃を消滅させてしまう。

　期待と全く違う結果に、カルセは再び魔王と距離を取る。

　カルセは小さく唇を噛かんでいた。その仕し草ぐさを見とがめて、魔王は訊きいた。

「なぜそんな顔をする？」

「うまくいかない……」

　魔王の周りを一定距離でグルグル回りながら、カルセは眉まゆを寄せて言う。もちろん誰だれかに命じられてのことではない。魔王に勝つため判断力を徐々に増していかなければならないカルセが、自分自身で悔しがるのだ。

　そして魔王は頷いた。

「うまくいかないなら、最初から検証してみるしかないな。――まず、お前の行動目標は何だ？」

「魔王ミトラスと戦い、倒し――、この戦闘に勝利すること――」

　カルセは律儀に答え、魔王は苦笑し頷いた。

「良かろうよ。それでお前は私に勝てそうか？」

「難しいけどもっと頑張る」

　カルセは悔しそうに目を細めた。

　しかし魔王の方は今度は、不満そうな表情を浮かべる。

「もっと頑張るなどというのは、思考の停止した行動決定だ。私の望むところではないな。……それでは全く意味がない」

「なに言ってるのか、分からない」

「そうか。――では手順を変えるか。私はお前との戦いを望まない」

「えっ？」

　顔を上げたカルセがおかしくて、魔王はニヤニヤ笑う。

「私は平和主義者なので戦いを望まないのだよ。だから私の負けだ」

「えっ？　えっ？」

「私はお前に降参し、降伏し、投降し、白旗を振り、兜かぶとを脱ぎ、両手を上げ、お前の軍門に下ろう」

「えっ？　えっ？　えっ？」

　ズラズラ並べられた同じ意味の言葉に、カルセは目を白黒させた。まるで一つ一つを検討しているかのようだった。だがとにかく魔王が負けたというのなら、カルセの目的は達成されたのだ。

　そのことをカルセが理解したことを確認し、それと入れ替わりに魔王は自らの両手を天に掲げた。そこにいる天空船のクラテールに向けて、手を差しのばしたのだ。

「お前には降伏する」

「うん」

「しかしクラテール・ヴィクスは抹殺する。アイツはムカツクからな。ペントデ――」

「ダメっ！」

　途端に鋭く叫んだカルセが、詠唱を始めた魔王に移動魔法で突っこんでくる。魔王を殴るべく振り回された手を、魔王はチョップで軽く捌さばいた。カルセはそれだけでバランスを崩し、こけそうになりながら通り過ぎる。

「……これぐらいのことは理解できるようになったか。なるほど。だんだんお利口になっていくものだな」

　魔王は上機嫌に笑った。

「では改めて訊きき直そう。お前の行動目標は何だ？　今度はよく考えて答えたまえよ、カルセ君」

　いじわるな魔王から距離を取ったカルセは、もう近づこうとはせず慎重に答える。

「……私の行動目的は、お前を倒してクラテール・ヴィクスを守ること」

「条件の並立は馬ば鹿かのやることだ。重要なのはどっちだ？」

「クラテール・ヴィクスを守る……ためにお前を倒す」

「良かろうよ、それで手を打とう。ではお前はクラテール・ヴィクスを守るために、私と戦うわけだ」

　魔王は声を張り上げる。それにカルセは目を白黒させた。

「そう――」

　しばらくしてようやくそう頷うなずく。

　だが魔王には、カルセの判断が遅れた理由が分かっていた。もうすでに小さな矛盾に、カルセは気がついているのだ。

「ではさらに訊こう、カルセ君。私と戦って私を倒したら、クラテール・ヴィクスは救われるのか？」

「何で質問ばっかりする！」

「君は自分で考えなければならないからだ」

　その言葉に、カルセは呆ぼう然ぜんとした表情を返した。その頭上に浮いた黒水晶の輪に、最初の小さなヒビが入る。

　魔王はカルセの顔に視線を戻す。

「さあ答えてもらおう」

「お前が魔法を撃って、クラテール・ヴィクスをいじめなくなる！」

「私が魔法を撃たなければ、クラテール・ヴィクスは守られるのか？」

「分からないよ！」

「……その通りだ。クラテール・ヴィクスの陥っている立場は、複雑で、問題だらけで、決してお前の力では救えない」

「そんな……」

「お前の目的は絶対に実現不可能だ」

　魔王の言葉に、カルセは恐れるように顔を覆おおった。

「そんな…………」

「だが希望はある。お前の中に」

「……私の？」

　怯おびえるカルセの声に、魔王は頷うなずいた。

「何もかもが不可能に思える時に、どうすればいいのか。その方法をお前は最初から持っている。だから、お前自身の内に訊きけ。お前カルセオラリアは、こういう時にどうする？」

　優しい魔王の声にカルセは驚いて顔を上げ、顔をしかめて必死に考える。

「私は――」

　カルセは必死に記憶を探る。そして自分の答えを引っ張り出す。

「私はクラテール・ヴィクスを守るために、『反対原則の実行』を選択する――」

　その一言に、黒水晶の輪に次々とヒビが入る。

『何だ――何をやっている！』

　天空船の巨大な影が、爆音と風をまき散らして上空を通り過ぎていく。

『何を始めようとしている!!』

　ようやく魔王の企たくらみに気づいたⅥセクスタスの声が、天空の全すべてに響く。

　アティスとの決闘に夢中になっていたⅥセクスタスは、ようやく異変に気がついたのだ。

　だがそうする間にも、カルセの黒水晶の輪には次々とヒビが入っていく。カルセは魂を復活させ、自分の内から支配の輪を破壊しようとしているのだ。

　だがⅥセクスタスは、不気味に笑った。

『カルセ王女の投入は、失敗ということか……。だが安心するがいい、魔王ミトラス。何一つとして、お前の思うようにはさせない。カルセ王女の生せい殺さつ与よ奪だつの全権は、まだ私が握っているのだからな……！』

　天空船から準備の魔力信号が放たれる。

　途端にカルセの頭上で、黒水晶の輪は甲かん高だかい音を立て始めた。

「な、何なの？」

　カルセはおびえ、Ⅵセクスタスは勝ちほこる。

『次の一手で終わりだ。用済みは頭ごと吹き飛ばしてやる』

　だが魔王ミトラスはそのカルセを背後にかばった。

「今さらそんなことはさせない。あらゆる手を使ってでも阻止する」

　カルセは不安げに魔王のシャツを掴つかむ。

「何かよく分からないけど！」

　傷だらけのアティスも、クラテールの前に立ちはだかる。だがそれよりもさらに驚くことが、アティスの目の前で起こった。

「やめてください……！」

　弱々しい声が、天空船に埋め込まれたクラテールから響く。そのことにⅥセクスタスは驚きの声を上げた。

『ありえないことだ！　カルセ王女の復活は、お前の勝利を阻そ害がいする行為だ。――自ら選んだ覇道を、自ら放棄するのか!?』

　だがクラテールはためらわず、割れた仮面――聖せい兜とうモーリアンを自分の頭からむしり取った。それと同時にクラテールの体を天空船に貼はりつかせていた天てん空くう人びとの残ざん骸がいが、大きな音を立てて半分に裂ける。その中から、生身のクラテールは這はいだそうとする。

『世界に己を叫ぶものが、その自らの意志で、私を拒絶するのか？』

　Ⅵセクスタスの声が空に響き渡る。

　背後で震えるカルセに、魔王は言った。

「大丈夫だ。皆がお前を最後まで守る。だからお前はお前が成すべきことを決めろ」

　カルセは必死で言葉を探す。

「私は――クラテール・ヴィクスを守るために――」

　同じ言葉を何度も繰り返す。その度にカルセの目には、理性の光が戻ってきている。

「お前にできることは何だ？」

「私は……クラテール・ヴィクスを守るために、『反対原則の実行』を選択する。クラテール・ヴィクスを守るために、クラテール・ヴィクスの指示で行動することをやめる」

　その決断とともに、黒水晶の輪は粉々に砕けた。その破片は砂に砕け、土に砕け、やがては煙の細かさになって風の中に消えた。

　そして残されたカルセは、はっきりとした声で宣言する。

「私はクラテール・ヴィクスを守るために、私の意志で行動する」



『――何ということだ』

　呆ぼう然ぜんとしたⅥセクスタスの声が空に響く。

　カルセ王女の復活自体は、ほとんど何の意味も持たない。脆ぜい弱じやくな人間のたった一人が、相手の戦力に加わったというだけの話だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　しかしⅥセクスタスの盟友たるクラテール・ヴィクスは、もはや戦えない。

　彼女には帰るところができた。だからもう、戦うことはできないのだ。

『そうか……』

　この呟つぶやきがⅥセクスタスの寂しさだと、誰だれが気づくだろう。

　バリバリという剥はがれる音とともに、クラテールの体を埋め込んでいた天てん空くう人びとの破片が割れていく。

「きゃあ――」

　天空船からずれ落ちて宙に放ほうり出されたクラテールは、悲鳴を上げた。

　だが背中は何かに支えられていて、体が一いつ旦たん引き上げられる。驚いてクラテールは、自分の背後を見た。そこには天空人の破片を転用して作られた、即席の翼が生えている。地上へ帰還だけを目的とする、間に合わせのものだ。

　クラテールは視線を正面の天空船に戻す。

　そこにも天空船の先端に貼はりついた、天空人の破片がある。壁面に貼りついたままのいくつもの大きい目が、切り離されたクラテールをじっと見ていた。その背後の空では、全天を覆おおう規模だった魔法円が、一つ一つ解けている。クラテールを切り離したことで、天空人の住処アパテイアからの魔力流入は止まってしまったのだ。

「あ……わた、し、は……」

　仮面を失ったクラテールは、初めて実体を持った『他者』として対面したⅥセクスタスを相手に、言葉が出なかった。

　伝えたいことがたくさんあるのに、涙しか出てこない。

　そしてクラテールを見ていたたくさんの機械式の瞳ひとみは、振り切るように自分の目指す空の一点に視線を向けた。直後に天空船はその後端から光を噴き、空を突き進む。

　目標に向かって進みながら、Ⅵセクスタスは人間の不可解さを静かに思っていた。

　――古代ガロンヌ王の時も、本当はこんな結末だった。

　はるか昔に力を授けたガロンヌは、孤独で乱暴で自分しか信じない男だった。

　この天空船を手に入れた彼は、自分の力を誇示するために、世界への復ふく讐しゆうに赴いた。都市を破壊し国を滅ぼし人間を大勢、焼き殺した。

　しかし彼は気がすむと、どういうわけかまた人間と暮らし始めた。

　それも自分自身と言えるこの天空船の上に人を住まわせたのだ。これが古代魔法都市の成り立ちである。この都市は百年栄えたのち、ガロンヌ王が愛あい妾しようの一人に刺殺されたことで終しゆう焉えんを迎えた。

　力を失った天空船は墜落し、森林の真ん中に落ちた。

　木々は吹き飛んで燃え、都市は衝突の熱で炭になり、住人はたまたま都市を離れていた数十人を残して全すべて死に絶え、地面は円形に液状化してクレーターができた。その結果がこの森の中に広がる、ガロンヌ湖こ沼しよう地帯なのである。

　――なぜ己であろうとするものが、それに足る力を得ていながら、結局は人の中に帰っていき、それ故に永遠を失い滅んでしまうのか？。

　なぜこの世界の人間は自分のようにできないのかと、Ⅵセクスタスは考えてしまう。

　それとも他者を討ち滅ぼし、最後の一人の座を手に入れ、世界と同義になってしまったⅥセクスタスの方がおかしいのか？

　そしてなぜここに来て自分は、自分と同じ者を人間の中に求め続けているのか？

　Ⅵセクスタスはいつの間にか、クラテールのことを思い出していた。

　彼女は仲間がほしいというⅥセクスタスの願望なのか？

　――倒とう錯さくしている。馬ば鹿かげている！

　Ⅵセクスタスは己の思考を振り払った。

　まず何よりも先にⅥセクスタスは、自分が滅びないためにやり遂げなければならないのだ。

　生き残ること以外の状況は全て、ただの結果に過ぎない。

『滅ぼす！』

　天空船の飛ぶ先にはアティスがいる。突っこんできた巨大な敵に、アティスは身構えた。

　しかしⅥセクスタスは進路を微修正して、その横を通り過ぎる。

「何っ!?」

　フェイントをかけられた格好のアティスが、慌ててあとを追ってくる。

　現在のアティスは確かに、Ⅵセクスタスにとっても倒しておきたかった相手だった。

　しかし難敵である。魔力の供給を失ったⅥセクスタスにはもう時間がない。

　だからⅥセクスタスは急激に下降進路に移った。向かうのは地上の魔王ミトラスの元だ。まずは確実に魔王ミトラス――いや、人間の肉体に入ったその精神を破壊する。方法はこの天空船の巨体で押しつぶしてやればいいのだ。容易たやすい。

　そうすれば魔王の肉体に人格が自然再発生するまで、数千年の時間を稼ぐことができる。Ⅵセクスタスも十分に、次の手が打てるはずだった。

　しかしアティスが追いついてくる。

「待て、カルセの元へは行かせない！」

　アティスは巨大な天空船に、魔法の剣二本で突撃をかけてきた。それを表層に突き刺すが、大した傷にもなりはしない。

『そんなことで我が進路を阻はばめるはずもない！』

　Ⅵセクスタスは勝ち誇った。アティスは叫び返す。

「いいや、変えてみせる！」

　その途端、アティスの全身を彩るエムブロシアの赤い魔法模様――魔王の肉体の血が剥はがれた。そして形状を保ったまま、天空船の表面にズルリと転写される。

　その上で、赤白燈青の光が一気に弾はじけた。エムブロシアで使用されていた火の魔法、風の魔法、土の魔法、水の魔法が、アティスを離れ、直接その限界性能を解放させたのだ。

　天空船の進路が強引な力でずれていき、続いてその側面で巨大な爆発が起こった。Ⅵセクスタスは魔王たちとは別の方角の地上に、叩たたき落とされる。大音を轟とどろかせて、銀色の船は先端から地上の湿原地帯にめり込んだ。

　一方、エムブロシアを失い、生身のまま爆発で吹き飛ばされたアティスは、爆発で飛び散った天空船の破片とともにまだ宙を舞っていた。

　何とか周囲を飛ぶ破片の一つを掴つかみ、それで肌を切ってエムブロシアを再発動させる。

　しかし激戦直後の二度目の発動に、魔王の血の力も弱まっていた。

　エムブロシアの展開速度は遅く、飛行能力の回復が地上激突までに間に合わないことにアティスは気がついた。

　しかし墜落するアティスは、その落下速度が落ちていくことにもすぐ気づく。

　いつの間にか体全体が、柔らかい青色の魔法の編み目で受け止められていた。そこから発せられる光の力で、傷も治っていく。

　誰だれが助けてくれたのかは分かっていた。

　アティスが地上へ目をやると、カルセの持つ杖つえから発せられている光が見えた。

　そのカルセを肩に担いだ魔王が、地上を滑走する魔法でアティスの落下点へと向かっている。

　やがて徐々に魔法の網は寄り集まって、アティスを抱き留める巨大な青い腕になる。

「アティス」

「カルセ……ああ、本当に――」

　そしてついにはカルセが、生身の両腕でアティスの体を受け止める。二人は再会に抱きしめ合った。

　途端、魔王が怒鳴る。

「重い、超重いねアティス君！　というか私の肩が外れる。何とかしたまえ！」

　確かに今、魔王の肩にカルセとアティスの二人が乗っているのだ。さすがに重い。

「しょうがないわね……」

　カルセは魔法の腕で一いつ旦たんアティスを持ち上げ直すと、もう片方の魔法の腕で魔王の足回りに浮かぶ滑走魔法の魔法円集合体を掴つかむ。

「そういうことができるのか――なるほど。それならしばらく魔法を代わってくれたまえよ、カルセ君。バランス取りとかそういうのは得意だろう」

「どういうことよ？」

　振り向いたカルセの腰の周りに、先ほどまで魔王の足元にあった滑走魔法の魔法円集合体が這はい上がってくる。

「ちょっといきなり！」

　三人が乗っている格好になる魔法円集合体が、突然の操縦手交代で大きくバウンドする。

　カルセが何とかバランスを取り直した時には、魔王はアティスとは違う方の魔法の腕によじ登ったあとだった。

　滑走魔法の魔法円集合体を操作するカルセが、中央で一番下。その右肩から伸びた魔法の太い腕の上に乗っているのが魔王。左肩から伸びた腕に乗せられているのがアティスという配置になって、何とか安定する。

「危ないじゃない、せめて一旦、止まりなさいよ！」

　カルセは魔王を見上げて文句を言う。しかし魔王は手でひさしを作って答えた。

「そんな時間はない」

　直後にガリガリと、ものすごい鳴動が響く。

　墜落した天空船の外装が開き、そこから何本もの腕が伸びて、地面から巨体を引き抜いているのだ。

『おのれ……』

　Ⅵセクスタスの苦しげな声が響く。

「どうやらもう一撃来るようだ。だから私も禁断の技を使おう」

　魔王の言葉に、アティスとカルセは振り向いた。

「禁断の技？」

　同時に訊きく二人に、魔王は意味深に頷うなずいた。

「そうだ禁断の技だ。――肉体への負担が大きすぎるため封印していたが、今、その封印をここで解き放つ！」

　カルセはすかさず気になったことを言う。

「それってアティスの体のことよね？」

「えっ？」

　魔王はカルセの的確なツッコミとアティスのいやそうな声を完全に無視した。

「発動！　――魔王13トレデキム!!」

「いやもっとちゃんと相談しなさいよ!!」

　カルセの声を背後に、魔王の全身を光が覆おおい、その光が飛び散って弾はじける。

　最初に現れたのは、長くたなびく赤い髪だった。

　そして健康的な肌の色。

　尖とがった耳に眼鏡をかけた小さな頭は、白いシャツの襟の中に半ばまで埋まっている。

「「何か縮んだ！」」

　アティスとカルセが同時に叫ぶ。魔王は頷いた。

「その通り。これは私が13秒だけ13歳の少女の姿になることで瞬間的に魔力の限界点を突破するという、ハイリスクハイリターンの危険な技なのだ」



    

  
    
      



    

  
    
      「ハイリスク？　それがつまり、僕の体に肉体的負担とか何とか――」

　慌てて訊きくアティスに「ああ」と少女化した魔王は重々しく頷うなずいた。

「肉体の変化をともなうこの技は、13秒以内に決着をつける必要があるのだ。なぜならこのタイムリミットを過ぎた場合、元の姿に戻れなくなる可能性があるからだ。具体的にはアティスのちんちんがこの世から消える！」

「伏せなさいよ！」

「すごい迷惑だよそれ……」

　アティスは大きなため息をつく。そして次の瞬間、あることに気づいて飛び上がった。

「もう今しゃべってる間に13秒過ぎてない!?」

「すまない勇者アティス……。君の犠牲は無駄にはしない」

　――こいつ……。

　絶対にわざとだった。

　アティスとしては拳こぶしが震えることを禁じえない。状況が状況なので自重するが、殴ってしまっていいのかもしれないとも思う。

「あとにしましょう。来るわよ」

　カルセの声で、魔王とアティスは同時に正面を見た。

　ついに天空船の巨体を引き起こしたⅥセクスタスは、その先端を魔王たちの側に向けた。

　直後に、天空船が後方から噴射光を吐く。そのまま強引に地上スレスレを、超音速で突っこんでくる。

　あまりの速度に空気が割れた。

　川水や湖水が泥の混じったまま巻き上げられ、轟ごう音おんを立てて飛来する天てん空くう人びとの左右に茶色の壁を作る。

　少女魔王は頷いた。

「一刻を争うな。カルセ、ちょっとお前の魔法を借りる」

　魔王の言葉にカルセは、敵と魔王を交互に見て言う。

「魔法を借りるって何を？」

　説明よりも先に少女と化した魔王の手が、カルセの神官の杖つえに触れた。

　途端にアティスを乗せていた左の魔法の腕が、思いっきり振りかぶられる。

「え、うわっ!!」

「私そんな指示出してないのに――借りるって、魔法をのっとるってことなの？」

「そうだ。そして行け――偉大なる魔王の左腕の大盾アテイスがけつこう頑張る！」

　詠唱とともに振りかぶられた魔法の大腕は、フルスイングでアティスを敵に向けて投げつける。

「口で言えば、いいのに――！」

　味方に投げ飛ばされたアティスは、文句を言いながら飛行魔法を発動させる。そして先行して天空船に突っこんだ。

　一方の魔王は、今度は自らの右腕を前方に伸ばす。

「来れ我が剣――。アント＝アレスの大火センテナミール・イグニス・セカンダム！」

　伸ばした腕の方向に、大小の赤い魔法円がまるで噴水のように吹き出す。その膨大な量のエレメントは、一つの形を作り出す。それは今まさに魔王たちが激突せんとする天空船をコピーしたかのように、瓜二つの全く同じ形だった。

　アティスは一いつ旦たん後ろを振り向き、魔王がしようとしていることを理解すると再加速に入った。最高速度のまま、銀色の天空船にぶつかっていく。

『どけ、邪魔な存在！』

　Ⅵセクスタスにとっても、これはラストチャンスだった。一歩も譲ろうとはしない。両者は正面から激突する。

　アティスは魔法剣をその表面に突き立て、Ⅵセクスタスの天空船はそれを吐き出し、破壊部分を再生しようとする。

　つまり双方押し合いのまま、しかしあまりに小さいアティスが後方へと押し返される。

　だが盾としてのアティスの使命は、天空船を倒すことではない。その切っ先を弾はじくことだった。

　アティスの存在によって銀色の天空船は、徐々にその先端を上へとせりあげていく。

　そしてその無防備な腹に向け、魔王が魔法で作り出した、巨大な赤い天空船の形が滑すべり込んでくる。

『こんな……ものが……』

　円えん錐すい形の銀色天空船の腹に、同じく円錐形の赤い天空船が頭から突き刺さる。突き刺さったその場所から、溶けて蒸発し消滅してなくなる。

『あ…あ…あ…あ…あ…！』

　Ⅵセクスタスの声が響く。

　胴体の穴がどんどんと広がっていき、ついには穴の大きさが元の胴体の幅を超えた。

　アティスは自分が役目を終えたことを知り、その場から離れる。

　直後に、銀色の天空船は真っ二つになって力のバランスを失い、突撃をかけた自らの力で宙に舞った。

　その下を、どうにかカルセと魔王は走り抜ける。

　使命を終えた赤い天空船は、先端から空中へと蒸発し、消滅していった。

　その姿が元々幻だったかのように完全に消失したころ、宙を舞っていたⅥセクスタスの天空船が地上へ落ちる。

　そしてひしゃげるように大爆発を起こし、完全に砕け散った。



    

  
    
      
終章





　こうして『一つ目の仮面の盗賊』事件に端を発したヴィクス家の地方反乱は、アティス王自らの手で鎮定された。首謀者クラテール・ヴィクスは王の手で討たれ、王国内に侵入していたペルガムス軍は国境外へ追いやられたのだ。

　そして最後の障害が取りのぞかれた結果、ついに新生フェシナス王国はアティス王のもと、一つとなった。

　アティス王による王国解放の最初の成果となった東のトロクミー地方、即位よりアティス王支持の基盤が固かった王都フェシナムと西のリストアギ地方、そして今回の中央地帯テクト地方と、王国の全すべてがアティス王の掌握下に置かれたのである。

　さらにその証あかしとして、新たに二つの巫女の書リブリ・シビユリーナが王城に届けられていた。これは一いつ旦たん全てがそろうまで、王城宝物庫で厳重に保管されることとなっていた。

「――さて、それでだ」

　再建の完了した王の間で、王座に座る青年――魔王ミトラスは勝者の横柄さで訊きいた。

「お前はこれからどうするのだ？」

　王座の左右に立つアティスとカルセはこんな態度を止めたものかと、顔を見合わせる。

　王座の前には、跪ひざまずかされたクラテール・ヴィクスの姿があった。

「お前を処刑するにはその能力は惜しい。ゆえに我が配下となれば、命までは取らない」

「うー……」

「ただし命以外の全すべてを、お前は奪われることになる。今後お前は別人として生きなければならない」

「うー……」

「何とか言え」

　だがクラテールは何か言いたげな顔のまま、赤い顔で涙を浮かべた上目づかい。唸うなるばかりで全く意思の疎通ができない。

　アティスが笑って肩を落とす。

「何か随分、かわいくなっちゃったね」

「そのフォローで大丈夫なつもりなのか？　アティス君」

　やれやれと立ち上がった魔王は、隣の執務机を目で探し、続いて壁際の豪ごう奢しやな椅い子すに目をやった。その前まで行くと、シーツを引きはがして持ってくる。

「仮面の代わりにこれでもかぶれ」

　随分な大きさのシーツをクラテールの頭の上からかぶせる。

「いくら何でも……」

　アティスがやめさせようと口を出す。しかし途端にクラテール・ヴィクスは、すっくと立ち上がり、いきなり魔王に殴りかかった。魔王はその拳こぶしを難なく受け止める。

「……いきなりだな、シーツ怪人」

　唸って身を引き離したクラテールは、右手で魔王を指さし、左腕を格好よく跳ね上げる。

「私を生かしておいたこと、絶対に後悔することになりますよ！　魔王ミトラス!!」

「何だそのポーズは……。いや別にそういう態度なら、今からお前を処刑しても構わないのだが。今そういう話をしていること、分かっているのか？」

「私が魔王であるあなたに、力を貸すわけがありません！」

「やっぱり、難しいかしら？」

　カルセが魔王の背後から訊きく。途端にクラテールは黙りこんだ。

　いまクラテールの目の前には、勇者アティスがいて、生き返ったカルセ王女がいて、カルセ王女を生き返らせた魔王ミトラスがいる。

　その中の誰だれ一人として、実はクラテールが恨む筋合いはないのだ。

　しかし実はそれが困る。本当の問題はクラテール自身に、行動する理由がないことだった。カルセ王女が必要とするクラテールは、命さえ省みず全速力で突っ走った自分が振り絞って出していた、そんな力だ。だが再びその力を出せるか、クラテールには自信がなかった。

　空回りのまま、すでに役目を終えた人間。ここにいる必要のない人間。それが自分なのではないかと、そうどこかで思っているのだ。

　もちろん、次の目標を作ればいいのだろう。それは分かっている。しかし再び強烈な力を引き出せるほどの夢を、自分はちゃんと見つけられるのだろうか？

　それまでカルセ王女は、自分のことを待ってくれるだろうか？

　クラテールの不安は尽きない。だから苦悩するクラテールは、しゃがんで背後に忍びよった魔王に気づきもしなかった。

「ハイッ！」

　掛け声とともに、魔王はシーツを抜き取る。突然素顔になったクラテールは、驚きの声すら上げられないまま、ものすごい勢いで赤面モードに入る。

「もう一度！」

　魔王は手にしたシーツをブワッとクラテールにかける。途端にクラテールは魔王に詰め寄った。

「何をする！」

「ハイッ！」

　掴つかみかかられる寸前に、再びシーツを引き抜く。モジモジした態度で、クラテールはその場に止まる。

「お前はなかなか面白い生き物だな」

　再び魔王はシーツをかぶせ、またすぐ抜き取ろうとした。

「いいかげんにしろ！」

　クラテールはシーツをかぶったまま頭突きで魔王に突っこみ、その体を吹っ飛ばして尻しり餅もちをつかせた。

「いいですか!?　これからあらゆる手を使い、策を凝らし、いつかその寝首を掻かいてあげます。その時になって、私に自由を与えた己の甘さを、後悔するんです！」

「お前――」

　やれやれと魔王は立ちあがる。

「まあ良かろうシーツ女一号。しばらく置いてやるから、お前は黙って働け。それ以外は全部、こちらで調整する」

「あなたこそ、今のうちにやり残したことを片づけておきなさい。次こそ私は本気です」

　そう告げるとクラテールは魔王に背を向け、大股歩きで扉まで行く。そして外へ向かってドンと、乱暴に扉を開け放った。

　廊下にいた役人たちは、シーツの怪人にビックリする。

　その視線の中を、クラテールは意気揚々と去っていった。

「面倒臭い奴やつだ……」

　結局どっちのモードでも自分の話を聞かないクラテールに、魔王はため息をついた。



　その後、国王の裁定を全すべてすませた魔王ミトラスは、城一番の高楼に来ていた。

　魔王はここのところ仕事が終わって暇ができる度に、ここへ来て風景を眺めていた。

　だがそこへ今日は、狭い階段を上って、おっかなびっくりのカルセがやって来る。

「こんなところにいたの？　ちょっといい？」

「いや用があるなら、私が下へ行こう」

　魔王はそう答えた。この高楼は見張り台なので、人が二人も入ればもう身動きも不可能な狭さだった。風も強いし落ち着いて話ができる場所ではない。

　だがカルセは魔王の言葉を無視して、結局高楼に入ってきた。周囲の風景を驚いた顔で見回す。

「ここからこんな景色が見えるなんて」

　カルセは風に掻かき消されながら声を漏らす。そして魔王はカルセのしたいようにさせることにした。確かにここからの風景は大したものなのだ。

　すぐ手前側には最後の調整を残すばかりの、ほぼ再建の完了した王城。

　その城の低い城壁と堀を挟んで存在する王都フェシナムは、今日も賑にぎわいを見せる。

　さらに町全体を囲む堅けん牢ろうな大城壁の向こうには、自然豊かなフェシナス王国が広がる。王国の全すべてが、ここから見渡すことができるのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「この国は順調な復興に向かっている。次は国外だな。――それで何の用だ？」

「ああうん。あのえっと、私……」

　強い風がカルセの長い髪を煽あおる。それを慌てて押さえながら、はにかんだカルセは魔王に言った。

「私がいない間、あなたがちゃんとフェシナス王国を見てくれていたこと、ちょっとビックリしてて。もちろんいい意味でよ？　立派なことだもの」

「何かと思えば……。私はてっきり、私がアティスの泌尿器に関してつまらない嘘うそを言ったものだから、怒りに来たのかと思っていた。『別に無事なのだから、適当に流せばいいだろう』と反論までちゃんと考えておいたところだったのに」

「……誠意の欠片かけらもないわね、あなた」

「魔王としては当然だ。それを立派とは、な。私は私の体を取り戻すため、人間どもを使いっ走りにしてやってるだけだ。間違いなくその通りのはずだ。――お前は死んでる間に、ちょっと脳が腐ったのではないか？」

　魔王は相変わらず馬ば鹿かにした風ふうに言う。しかしカルセは「そんなのは違う」と横に首を振った。

「話を逸そらさないで。私がちゃんと真面目まじめに言ってるんだから。ひとまず……ありがとう。これはこれまでの分の感謝の言葉よ？」

「そうか。……ならば私の役目は、そろそろ終わりにしたい」

「えっ」

　驚くカルセを、真剣な静かな目で魔王が見返す。

「お前が王になる準備をしておけ」

「私が――？　王に？」

「そうだ」

「そうだじゃないわよ。どうして？」

「アティスは軍人には向いているが、政治に関しては三流だ。物事をやり通す力はあるし、民に対する同情心はある。しかし本人が普通ではないから、想像力に幅がない。王国の舵かじ取とりは結局、お前の仕事になる」

「そうじゃなくて、私があなたの位置についたら、あなたは一体どうするのよ？」

　本当はカルセは最初から、それが気になってここへ来たのだ。魔王はなぜか、ここにずっといる気はない。使命としてか目的があってか、この場を去りたがっている。そう見えた。

「――もしかして王国を去るつもりなの？」

　魔王はカルセから視線を逸らすと、遠く黄金に輝く山々を、そして雲を見る。

「……私はもう働くのがいやなんだ。もっと遊びたいんだよカルセ君」

　十分に沈黙したあと、カルセは訊きいた。

「は？」

「だってアティスはとにかく使えないし、役人連中は素直に言うことを聞かないし、仕事は山積みだし、だから徹夜したらだんだん体が動かなくなるし。そのくせ腕が二本しかない不便さだし。――大体なぜ偉大なる私が、何の縁もゆかりもない人間たちの世話を見なければならないのか？　どう考えても割の合わない、おかしな話ではないかな？」

「そこら辺は、私もこれから協力するわよ。でも全部放ほうり出さなくてもいいじゃない。さっきだってあなたの温情がクラテールを救った。あなたは十分、人の中で立派にやれている」

「クラテール？　あの新風味がどうかしたのか？」

「新風味って……いやそもそも」

　すっかり忘れていた魔王の悪習慣を思い出し、カルセは声を上げた。

「あなたまだ人間の種殻テスタを食べてるの？」

「当然だよカルセ君。あれが私の主食なのだし。まあ今回もちょっと食事のレパートリーを増やしてみたということだ。――うまいだろうかアイツ」

　うっとりとして指をくわえた魔王に、カルセは慌てて首を振る。

「ダメよ！　傷つきやすい子なんだからショックを与えちゃ。大体、私がいるんだから」

　カルセはとんでもないことを言ったと、顔を真まっ赤かにする。だが指をくわえたまま魔王はニッコリ笑って答えた。

「飽きた」

　顔の真ん中に思いきりゲンコを叩たたき込まれる。

「じゃあ好きにすれば？　でも私が王様をやるんだったら、あなたの勝手は許さないんだから！」

　カルセは怒って足音荒く階段を下りていってしまう。

「どっちなんだ……」

　魔王は右レンズだけ完全に割れてしまった眼鏡を外し、カルセの後ろ姿を見送る。

　その元気な姿は、人間ならすっかり回復したように見えることだろう。

　だが魔王の目から見たカルセは、種殻テスタに大きな傷が開いたままなのが見える。いくつもの魔術的介入を受けた結果、大きな穴が開いてしまったのだ。魔術の干渉を非常に受けやすい危険な状態が、まだ続いている。

　だからカルセを守らなければならない。

　だからもう少しここにいてもいいのではないかと、魔王ミトラスは思いたくなっていた。

　――魔王は魔王としての行動を、いずれは起こさなければならない。そうなればカルセたちと敵対せざるを得ないだろう。それは遅いか早いかという話でしかない。ただもうしばらくはそれを先延ばししても許されるのではないかと、魔王は考えたくなっていた。

「下りてきなさいよ！」

　狭い階段の下からカルセが、まだ怒った声で魔王に言ってくる。

「普通の人間の食事の方が、種殻テスタよりはるかにおいしいってこと、教えてあげるわ」

　魔王はため息をついて訊きいた。

「それは君のおごりかい？　カルセ君」

「おごり？　……ええまあ、おごりよ。私が作るんだから」

　魔王は笑って肩を落とした。

　そして景色のいい高楼から不機嫌なカルセが呼ぶ階下へ、自分も階段を下りていった。



　夕日の空の中を風が猛烈に吹き抜け、赤みがかったすじ雲の谷から地上へと吹き下ろす。

　その先にあるのは穴だらけの、巨大な水たまりばかりの場所だった。

　流れていた川は寸断され、湖や沼は不自然に捻ねじれて繋つながる。地面は盛大に掘り返され、緑豊かだった風景には、巨大な爪つめ痕あとがいくつも残る。

　それが激戦の地、ガロンヌ湖こ沼しよう地帯の現在の姿だった。

　この荒れ果てた湿原の中で夕日を反射するものがある。

『魔王は倒されなければならない……魔王ミトラスは…………』

　巨大な目と半分にひしゃげた人形の顔。その破壊された破片にまだ、Ⅵセクスタスの意識はあった。どうにか残った一つ目で、天をずっと見上げたまま、Ⅵセクスタスは魔王への呪じゆ詛そを呟つぶやき続けている。

　だがこんな有様になって実に十日、初めて声が呟きに答えた。軽やかな少年の声が、謳うたうように響いたのだ。

「潰つぶし合いなんて馬ば鹿かげた話さ。世界が豊かだから魔王が現れる。それは必然なんだしね」

　Ⅵセクスタスは人形の大きな目を声の主ぬしに向ける。

　そこに立っていたのは旅姿のマントに魔法使いの杖つえを持った、短いズボンの少年だった。だが異様なのは彼がその左右に従えた魔物たちである。

　片方は翼の生えたライオンだった。その体は内から黄金色に輝きながら、シューシューと音を立てて空気の中に溶け続けている。

　片やもう一方は、泣き顔の石の巨人である。その体は透明に透けていて、中ではチカチカと鋭い光が何度も瞬いては消えてを繰り返していた。

　少年は壊れた人形の顔を真上から覗きこむと、さらに言う。

「僕たちは魔王の計画に協力して、もっとどんどん進めてやろうよⅥセクスタス」

　自分の正体を知る者の恐怖の提案に、Ⅵセクスタスの目は怯おびえたように揺れる。

『まさかお前が、Ⅴクインタスなのか？　馬ば鹿かげた話だ。なぜ魔王に協力など――』

「面白いからだよ。学術的に」

『面白くなどない』

「面白いんだよ、Ⅵセクスタス。――君は、人間たちの世界に『魔王』の概念を持ちこんだのは、自分だとまだ思っている。ほうら面白い」

『面白くなどない。それが事実だ。私が私の世界の神話的な概念をこの世界に持ちこみ、人間たちの間にミトラスのこととして広めたのだよ』

「いいや、君は正確な記憶歴史を失っている。君がまだ世界に一人ではなかったころ、そこに魔王が実在していて、それは魔王ミトラス本人だったに決まっているんだ」

『……』

「だから魔王の誕生というのは、その世界にとって歴史的な瞬間なんだよ。僕はそれをここで観測してみたいんだ」

『……馬鹿な』

　Ⅵセクスタスは畏い怖ふするように声を震わせた。

　魔王の出現は世界滅亡の第一段階を意味する。そうやってⅨノナス、Ⅷオクタバス、Ⅶセプテイマスがすでに、魔王によって滅ぼされたのだ。

　そして次なる滅びの危機にさらされているのがⅥセクスタスの世界であり、Ⅵセクスタス自身なのだ。

『だからこそ私は、様々な策を弄ろうしているのではないか。それを興味本位で推し進めようなどというのは、ありえない話だ』

「まあそう言わないでさ」

　おどけたように上機嫌で言った少年Ⅴクインタスは、壊れた人形の顔を拾い上げる。

『何をする！』

　そう叫ぶⅥセクスタスの声を無視したまま、少年はコートのフードにお気に入りのガラクタ飾りとして、人形の顔を取りつけ吊つり下げた。

「魔王の出現。そしてそれと戦う光の戦士の出現。無意味と閉へい塞そく。そして暗黒時代が到来し、滅亡する人間世界か。――ワクワクするよね」

『冗談ではない……』

「でもやっぱり、ミトラス・アグディスティスという思考存在はもう、魔王にはふさわしくないと思うんだよ。あれは破棄だ。それよりもカルセオラリア王女の方が絶対にいい。全すべてをひっくり返すことで進んでいこうとする彼女の人格こそ、魔王と呼ぶに値する」

　Ⅴクインタスは左右の巨大なお供を交互に見て、クスリと笑った。

「彼女の精神の魔法構造は今、花のように外側へ開いてしまっていて。それは美しく可か憐れんで。そして僕たちの計画にはうってつけだ」

『僕たちの計画？』

「ああそうさⅥセクスタス。それも大計画だよ。カルセオラリア王女を、僕たち天球儀会ソシエタス・スフアエラの長おさに据えるんだよ。そうすれば彼女は、きっと素敵なⅩデイキマスの魔王になってくれるよ！」

　Ⅴクインタスは赤い夕日の中で、愉快そうにお供の魔物に笑いかけた。

「行こうか、朝マーネ。夜ノクス。カルセ王女を迎えに行こう。そして一緒に仲良く見ようよ。新たな魔王の世界を。その姿を」



    

  
    
      
あとがき



　読者の皆さま、こんにちは。伊都いと工平こうへいです。

　今回は主人公パーティ『移動王室プリマ＝アシエス騎士団』結成のお話。

　たった一人で敵に挑む魔王ミトラスの元へ、次々と仲間たちが集います。

　そしてついに敵組織『天球儀会ソシエタス・スフアエラ』も、その姿を現します。

　敵・Ⅴクインタスが目指すのは、魔王ミトラスとは別人格の魔王を新たに創造すること。そしてその結果による、世界の革新です。

　しかし彼らが求めるのは、単純な魔王の力ではありません。

　ではそもそも、魔王ミトラスやⅤクインタスの言う魔王とは何なのでしょうか？



　世界というのは何事も『一定の容量』でできています。そして人間は基本的に、自分のために新たなことを始めることしかしない生き物です。

　その結果、この世のあらゆることが参加人数だけどんどん増えていく椅い子す取りゲームのようになっています。

　こうなると当然、それまで椅子に座っていた人が、次も椅子に座れるとは限らなくなってきます。これまでもこれからも人々に十分必要とされていた存在が、単に椅子取りに失敗してしまう状況が現れます。そしてそうなった場合、この『必要だったもの』は世界から弾はじき出され、破壊されてしまいます。

　つまり人間の社会は基本的に、『過密である』ことが原因で、時間の経過とともに壊れていくようにできているのです。

　しかしこれを人々は、何者かの悪意であると考えます。

　そして各々が考える犯人像に敵意を抱くようになり、また犯人像を共有する人々とは徒党を組むようになります。



　ただしここで問題は、破壊をもたらした存在は人間ではなく、ゆえに最初から犯人など存在していないということです。そのため、どんな犯人像でもひとまず成立させてしまうことができます。

　そして巨大な犯人像をうまく信じこませることができた人物は、ある集団の動向を統一し支配することができるようになります。人々の群むれはその集団の力でもって、扇せん動どう者しやが信じこませた巨大な犯人像との対決に挑みます。

　しかしこの衝突は、人々に大きな被害をもたらします。そして何より困るのは、この『敵』を倒し消滅させたあとです。多くの犠牲を払って敵を破ったのに、社会の破壊は止まりません。かくして扇せん動どう者しやは支持を失い、放ほうり出されてしまいます。

　ですが扇動者の作り出した巨大な人の群むれは、今さらバラバラになって衰退することはできません。可能な限り現在の人数規模を、維持し続けようとします。

　その結果彼らは新たな扇動者を選び、その人物が主張する次なる敵と対決することになります。

　こうして人々の群は終わりのない消耗戦に突入することになります。闘争による怨えん恨こんが次の扇動を容易にする一方で、敵の設定は確実に直情化、小規模化、短期化していきます。

　そして最後は内紛にまで至り、人々は互いがバラバラになるまで、憎しみによる破壊のための破壊を繰り返すことになります。

　これが人の世の不幸というわけです。



　ならば決して倒されることのない『不滅の破壊者』、つまりは魔王を作り出し、この巨悪でもって人間世界を統一し、裏から人々を操ろうというのが、魔王ミトラスやⅤクインタスの計画なのです。



　しかし実はこの『不滅の破壊者』は、ある当然の理由から、自分の立ち位置を維持できません。勝手に存在意義を失い消滅してしまいます。

　そこで彼らは次なる大計画を準備しており、これをめぐって登場人物たちは動いていくことになります。

　この本は行ぎよう儀ぎの悪い彼らの、試し行こう錯さく誤ごでできた物語なのです。



　さてそんなお話の主人公・カルセ王女をはじめ、伸びたり縮んだりの魔王たちを、今回も万国ばんこくあゆやさんの美び麗れいなイラストで彩っていただきました。ありがとうございます。

　さらに担当編集者の庄司しようじ氏にも、今回は特にお世話になりました。この二巻は特別な執筆手法を試してみたのですが、その結果、ちょっと大変なことになってしまいまして。お手数をおかけしましたが、今後ともよろしくお願いします。



　そして最後になりましたが、この本を手にとり読んで下さった皆さまにも。

　本当にありがとうございました。

　それではまた次の本で、お会いしましょう。





　

伊都いと工平こうへい



    

  
    
      　著者

　伊都工平（いと・こうへい）

　　兵庫県出身。著書に『第61魔法分隊１～５』『天槍の下のバレイシス１、２』（共に電撃文庫）、『モノケロスの魔杖は穿つ１～４』『さくらら！』『Ｘの魔王』（いずれもＭＦ文庫Ｊ）など。

　　半月ほど上海で生活する機会がありました。

　　80年代の大阪のような街でした。



　イラスト

　万国あゆや（ばんこく・あゆや）

　　日々まったり絵を描いたりしています。

　　ココアとロイヤルミルクティーがおいしいです。

　　ＨＰ『サモエデスト』

　　http://samoyedest.net/



    

  
    
      Ｘエクサの魔王２
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